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　　　プロローグ／グッドモーニングアフタヌーン。

　　　prologue: GOOD MORNING AFTERNOON




　または、「居眠り姫と月げつ曜よう日びのイライラ。I'MWAITINGFORMYBOY（pureside）」




　　　　♪




　薄うす暗ぐらい部へ屋やに、ろうそくが立っている。ゆらゆらと流れる空気に揺らされながら。

「──魔ま女じよ『Ａ』の一〇〇一〇〇じゆうまんとんでひやく號ごう、前へ」

「はーい」

　ろうそくの灯ひにうっすらと浮かび上がるシルエット。浮うき世よ離ばなれした空間と赫あかと黒の色彩にまったくあってない、明あっ軽かるい調ちよう子しでその〝魔女〟は一歩二歩と前へ歩み出ていく。

「もう、そこまでで結構」

　前へ出ろといったくせに、〝魔女〟の正面のテーブル席に座るローブで顔をおおった黒ずくめの人物は、魔女の前進をやめさせた。

「はい」

　としかし、魔女は忠実にそれに従う。素直すなおに従っていると思わせれば、それだけで相手は安心する。こんな形式張ったクソメンドーな質疑から早く解放されたい。

「魔女『Ａ』の一〇〇一〇〇號、今回、召しよう喚かんした理由はすでに伝えてある通りです」

「はい。メールで受け取っております」

　そのまま読まずに『ゴミ箱』に入れといたけどねっ。魔女は、心の中で、ペロリ、舌を出した。どうせ、自分が召喚される理由なんて、たいしたものじゃない。

　本当にこの組そ織しきが魔女に対して〝恐怖〟を覚えているんだとしたら、あんなＰＣメール一通ですませるはずがない。あの手この手で、魔女を直接取り押さえようとする。

　今回の呼び出しは、ただ魔女が自分たちの手の中だという確かく認にんのため。いつものことだし。

　まあ、本当に、このひとたち、暇ひまなんだろうな。

　魔女の前には、同じ黒のローブで全身をおおった数人がいた。

　全員がこの『組織』に属する魔女だ。

　といっても、自称。

　魔力があるひとなんて、ほとんどいない。星を読んだり、タロットを使ったりと、ほぼ占うらない師しと変わらない。自称が占い師か、魔女や魔法使いかの違いくらいしかないんじゃないか。

「──ですから、あなたには、こうして支局へきていただいているのです。判わかっていただけますね、魔女『Ａ』の一〇〇一〇〇號さん？」

「もちろんです。局長や全ぜん魔ま連れん幹部のみなさんのお気き遣づかいと温かい御お心こころ。ひどく感かん謝しやしております」

　魔女の──オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが、薄うす暗ぐらい部へ屋やを満たす。

　あまりのイノセントな声に、毒気を抜かれて拍子抜けしてしまったのか、自称魔女のお偉いさん方は、その後、緊きん張ちよう感かんのない形式上の質問をするだけになった。

　あとは、「はい」「申もうし訳わけありません」とかを繰くり返しているだけでいい。

「では、魔女『Ａ』の一〇〇一〇〇じゆうまんとんでひやく號ごう──」

　と、わざわざ長ったらしいＩＤ番号を何度も繰り返さなくても、と思う。

　しかし、魔女と呼ばれるのは、べつにイヤじゃない。昔は、嫌いだったが、今は、気にならなくなった。むしろ、ちょっと好きになっている。

　何な故ぜなら、最初から、そう呼ばれると決まっていたからだ。

　同じく。その名前がつけられる意味があった。

　名前にはそれだけのチカラがある。

　だから、〝魔女〟のもうひとつの『名前』も、偶ぐう然ぜんでもなんでもなく、『一〇〇一〇〇號』という呼び方に関係がある。




　それは、

　血と運命がめぐる。

　ふたつの、秘密。

　それは、

　ひとが命を運ぶ、ただそれだけの、──たったひとつの、ものがたりだ。




　　　　♪




「あとは頼んだわよ！　今から──ましろんが寮りよう母ぼさん代理だから！」

　遺ゆい言ごんのような科白せりふを残して、責任者の〝あのひと〟が出ていった。

　とはいっても、

「夜には戻るけどねっ♪」

　なんて、いつもの明あっ軽かるいノリでだった。

「ま、それまでは、代理としてちゃんとやろう」

　代理じゃなくてもちゃんとします、が。

「ちゃんとしますが、っつって、やることあんまりなさそうなんだよなぁ……」

　寮母代理の重責を預かったこの──散ざん切ぎりボブの少女の、学生寮のお手て伝つだいのアルバイトとしての主おもな仕事内容は『お掃除』だ。

　けれど、パッと見たところ、その必要がないほど、寮りようは清せい潔けつに保たれていた。

　しかも『寮』とは名ばかりで、ここは『豪ごう邸てい』で『お屋や敷しき』で『お城』のように広い。だから、ここでバイトをはじめたうちは、清掃業者が入って、清掃を定期的にやっているんだと思っていた。が、この三ヶ月あまり、業者がいるところも見たことがないし、そんな形跡もない。

　散ざん切ぎりボブの少女のほかに、お手て伝つだいさんがいる様よう子すもないから、どうなっているんだろうかとなんとなく気にしていたが、今日きよう、その理由が判明した。たぶんだけど。

「……ん？　なんだ、あれ？」

　寮生たちが集まるリビングへとつづく（廊下というより）通路。散切りボブの少女の視し線せんの先に、ふらふらと動く何かがあった。

　両目とも『二・〇』以上の視力を駆く使しして、凝ぎよう視ししてみる。ぐぐーっと、視点をあわせ、瞳ひとみに映るその動くなにかしらのシルエットと、脳に記き憶おくされたデータとの照合を試みる。

「んー……??　…………ほうき？」

　あれだ。お掃除に使う定番のヤツ。が、最近あんまり見ない。神社とか寺のひとが落ち葉を掃はいたりするのに使っているイメージ。あと、

「魔ま女じよが乗ってるヤツ？」

　そうだ。屋敷の雰囲気からそっちがしっくりくる。というか、

「勝手に動いてる……ほうきが？」

　そうだ。気にするべきはそっちのほうだった。なんというか、ほうきが勝手に廊下をさっさと掃いている。

「……全自動お掃除まっしーん？」

　最近流は行やりの？　勝手に家の中をお掃除してくれるっていうアレ？

　全自動で掃除をしてくれるクラシックなスタイルの竹ぼうきがあるなんて、聴きいたことがなかったけど。

「……まあ、あるんだろうな」

　としかし、散切りボブの少女は、ものすごくアバウトに納得した。

「んじゃ、あっちはほうきさんに任せて、自分はこっちをやるか」

　こっちは掃除機きを抱えてえっちらほっちらバイトをはじめた。

　でも、やっぱり、この世界に竹ぼうきそのものの全自動掃除機なんて存在しない。

　じゃあ、アレは？

　それは、アレだ。




　──魔法だ。
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　　　　♪




　そこは、不ふ思し議ぎの国。

　全国にその名を轟とどろかせ、お嬢じようさま方の憧あこがれの的マト。政界から経済界、様さま々ざまなカテゴリーでトップになっているような人物たちが「自分の娘を是ぜ非ひ、学園に！」と政治的、経済的援助をするも定員によってなかなか入学が叶かなわない。金があればいい、権力があればいいというだけじゃない。娘を通わせていること自体、親にとっての欠かせないステータスになる超名門校。

　それが由ゆい緒しよ正しき──聖アンジェリカ女学院。

　街の西に、「なんとかドーム何個分？」の敷しき地ち面めん積せきをほこり、付属の幼等部、初等部から中等部、高等部まである。大学へは、母体の教会の系列校のほかにも、提てい携けいの大学、女子大、短大へとエスカレーター式に進学可能。卒業生は、それこそ政界、経済界、医学界、スポーツ界、芸能界などなど、様々な分野で活かつ躍やくしている。みんな、聖アンジェリカの卒業生という誇りと栄誉と、あとたまに見栄を胸に。

　そんな聖アンジェリカ女学院。在校生、卒業生、共通しているのは、みんな──ハイソサイエティーなかんじだということ。

　街の中心を横断する川をはさんだ西側は、聖アンジェリカ女学院の影えい響きようか高級住宅街やこじゃれた新しん興こうの住宅地がつらなっている。

　その東側は、昔ながらの住宅地。一般的な家々が所狭しと軒のきをつらねている。ハイソな西とはべつの意味でのどかだ。閑かん静せいではないかもしれないが、聞こえてくる生活感のある音や声は、それはそれで心地ここちよく思うひとが多いだろう。

　この国は、ニホンは、豊かだけれど、金持ちばっかりかといったらそうでもない。

　たとえば──

　お金持ちの令嬢ばかりの、聖アンジェリカ女学院、唯一の特とく待たい生せい（入学金、授業料、制服、体たい操そう服ふく、その他もろもろほとんど無む償しよう。ただし、条件付き）の、中等部二年、水田ミズタマシロがそうだ。

　家は、ハイソな西側ではなく、一般的な住宅地の東にある、格かく闘とう技ぎの道場。そんな男所帯で育ったためか、由緒正しき聖アンジェリカ女学院の中で異彩を放つその風ふう体てい。寝グセでハネハネの散ざん切ぎりボブに、制服の下には、体操服ジヤージを装備。季き節せつ柄がら半はん袖そで短ハーパンだけれど、六月になってムシムシしてくると、それすらも暑い。

「そろそろ、ジャージだけになっちゃいたいな」

　そんなことをひそかに画策してはいるけれど、以前、

「歴史と伝統ある由緒正しき我わが校に相応ふさわしくない格好で登校してくるなんて、あなた、どういったおつもりかしらん!?」

　トンガリ眼鏡めがねのマダム風ふうな学年主任にみっちりかっちりしぼられた。

　特とく待たい生せいとして様さま々ざまな特別扱いを受けているマシロでも、ジャージ登校はさすがに無理らしい。

　というか、今の体操服ジヤージin制服ソウルでも、学年主任をはじめとする先生方々には、あまりよろしい印象を持たれていない。

　制服は着ているが、でも、下はジャージ？

「却下です」

　そういう先生もいれば、

「まあ、一応制服を着ていますし」

　と大目に見てくれる先生もいて、意見はバラバラだ。だから、今日きようもそんなグレーゾーン、ジャージインソウルなスタイルをつづけていられる。

「スカートってスースーするんだもん」

　由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院の生徒とは思えないことを口にするマシロ。

　ただし、最近は、

「仕方ないか……、水田ミズタさんだもの」

　なんて、なかばあきらめられている。

　ついでに、ジャージ登校も認める、もしくはあきらめてくれるとありがたいんだけど。

「それは望みすぎかな。今でもけっこー特別なこと認めてもらってるし」

　そうだ。

　マシロは、校則では禁止となっているアルバイトも認めてもらっている。

　はじめはこっそり新聞配達をやっていたのがバレて、それでも「バイトしたいんすけど」とネバった。それから、紆う余よ曲きよく折せつを経て、現在、聖アンジェリカ女学院の関連施設となっている『涼橋スズハシ寮りよう』という学生寮で、お手て伝つだいさんのアルバイト中。

　でも、これがマシロの生活や意い識しきや想おもいや心や、いろんなモノをゆるやかで騒さわがしく変化させるきっかけになる。

　マシロは、〝不そ思議の国こ〟で、出で逢あった。




　不お思か議しなひとたちに。




　　　　♪




　朝といえば、世せ間けんでは慌あわただしい時間。早足の時刻。

　でも、聖アンジェリカ女学院は違っている。

　まるで、魔ま法ほうでもかけられているみたいに、生徒たちはみんな、ゆったりとした時と間きの流れの中を歩いていた。

　さすが全国選えりすぐりのお嬢じようさまの中のお嬢さまたち。気品が制服を着て歩いているよう。

　由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院の朝は、今日きようもゆるやかで華はなやかで雅みやびやかだ。

　中等部の校舎へとつづく長い銀杏いちよう並木の通学路は、生徒たちの姿で溢あふれている。

　伝統のモダン＆レトロな夏服セーラーがくすんだ梅つ雨ゆぐもりの空にも鮮あざやかだ。

　みんな、キラキラしている。この聖アンジェリカ女学院の生徒だという高い意い識しきと誇りを持っているんだろう。

　でも、そんな朝のおごそかな空気と誇り高い気品と華やかな風景と雅やかな情景は、あっさりともろく、崩れる。

「きゃ～～～～っ」

　いきなり、生徒たちの中で悲鳴に近い黄き色いろい声が上がった。

　まるでアイドルかなにかのライブイベントのようなそれは次々に連れん鎖さして、波紋のように広がっていく。

　そして、それが合図になって、今度は、生徒たちの波が、まっぷたつに割れた。生徒たちの華やかな声と制服姿の花道のできあがりだ。

　その花道を歩いていくのは、中等部のたった──〝四人〟の生徒たちだった。

　お嬢さまの中のお嬢さまたちの中で、さらにきらめきを放つ華やかで雅やかな存在の四人。

　ひとりは、ブロンドの箱はこ入いりで世せ間けん知らずのお嬢さま風の──三年、跡見アトミ忍シノブ。

　ひとりは、涼やかな目もとの真ま面じ目めで気が強そうなすらりとした長身の──三年、鳴海ナルミ千尋チヒロ。

　ひとりは、くるくるウェーブの長い髪で女の子がほしがる人形のような──二年、藤間フジマ陽向ヒナタ。

　ひとりは、四人の中で一番小こ柄がらで黒髪と大きな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみが印象的な──一年、涼橋スズハシ萌流メグル。

「おはようございます、忍さま」

「おはようございます、千尋さま」

「おはようございます、陽向さま」

「おはようございます、萌流さま」

　四人が歩いていくと、花道を作っている生徒たちから、フラワーシャワーのように声がかけられる。でも、生徒たちはみんな遠くから声をかけるか眺めているかで、近づこうとしない。

　というより、気安く近づいてはいけない『決ルまーりル』になっている。それは明めい確かくなルールではなく、暗あん黙もくのルールといったところ。

　四人は、この由緒正しき聖アンジェリカ女学院で、象徴アイドル的存在だ。

　みんな一定の距きよ離りを置いて、あこがれや尊敬、羨せん望ぼうのまなざしを送る。

　四人が暮らす寮りようは、一年中薔ば薇らやたくさんの花々で埋めつくされたベルサイユ宮きゆう殿でんのようなところだ。という噂うわさが生徒たちのあいだでは、常じよう識しきとなっている。

　そのため四人ひと組で通称、『薔薇の革命団』とか、略して『薔薇の団』と呼ばれている。なんて恥ずかしい呼び方でしょうか。

「おっはよー」

　梅つ雨ゆの蒸し暑さも、忍シノブには関係ない。元気な声を花道をつくっている生徒たちに送る。

「し、忍さまが、返事をくださったわ～～っ」

　とか涙してよろこぶ生徒すらいる。

　それだけ、四人は特別な存在。

　四人が歩いた跡あとには、足跡じゃなくてお花畑ができるような、そんなイメージ。

　だが、絶対不可侵のアイドル四人に対して、たったひとり、例外な生徒がいた。

　四人の少しうしろを、はずかしそうに申もうし訳わけなさそうに目立たないよう目立たないよう、背中を丸めている生徒がひとり。

　寝グセでハネハネの散ざん切ぎりボブ。体操服ジヤージイン制服ソウル。聖アンジェリカ女学院の例外オンパレードこと、たったひとりの特とく待たい生せいの──マシロだ。

　以前、マシロはこうして、四人の近くをいっしょになって花道を歩くことになるなんて、考えてもいなかった。むしろ、マシロは、花道を作る側でもなかった。四人や花道を作る生徒たちをぼんやりと眺めていた。

「ま、関係ないや」

　と、誰だれにも気づかれず登校してきて、誰にも声をかけられずに、教室の自分の席に座る。そんな毎日を送るその他大勢にもならない生徒だった。

　でも、ところがどっこい。

　どっこいしょ！

「マシロくん、おはようっ」

「マシロく～～ん」

「おはようございます、マシロくんっ」

　とかなんとか、あの四人のように花道の生徒たちから声をかけられるのが、今現在。

　なにがどうしてこうなったかは、マシロにはよく判わからなかった。

　あれよあれよという間まに、気がついたら、こんな風ふうになってた。

「な、なんで自分が……!?」

　違うんです。違うんです。

　自分はあの四人＋αとは違って、地味でかわいくなくておもしろくない人や間つなんだから。

　そんなことを思いつつマシロは今日きようも背中を丸めてはずかしさにまみれながら登校中。

　けど、みんなはそんなことを思っていない。

　四人に近いけど、四人よりもみんなに近い存在。

　もしかすると、花道の生徒たちとアイドル的四人のあいだにある絶対不可侵のルールを飛び越えられるかもしれない存在。みんなが話しかけたくても話しかけられない四人に平然と近づいていって、仲よくしている。それが水田ミズタマシロ。

　イケイケ、水田ミズタマシロ。

　ゴーゴー、水田マシロ。

『マシロくん』の呼び名にはそんな想おもいも込められているとかいないとか。

　だから、みんなマシロのことを親しみを持って「マシロくん」と呼ぶ。

　この呼び名になるきっかけにも、いろいろあるんだけれども。聖アンジェリカ女学院中等部の絶対的な存在、生徒会会長の南青山ミナミアオヤマ小サ枝エ子コと同副会長の八十島ヤソシマ藤子トウコが絡んでいる。

「ま、呼び方なんてどうでもいいんだけど」

　水田マシロ。十三歳。中二。性格、やっぱりアバウト。

　きっかけは、涼橋スズハシ寮りようでのお手て伝つだいさんのアルバイト。聖アンジェリカ女学院の非ひ常じよう勤きん講こう師しで涼橋寮の寮母だという〝あのひと〟に誘われて、マシロがそのバイト代につられたことから、全部がはじまった。

　涼橋寮は、あの四人、忍シノブ、千尋チヒロ、陽向ヒナタ、萌流メグルが暮らしているところだった。そこでマシロは、四人と嫌いやでも関係することになってしまった。

　そして、マシロは、四人の秘密を知ってしまう。

　それは、誰だれにも言えない秘密。この聖アンジェリカ女学院の生徒たち──四人に憧あこがれている花道を作る生徒たちには、特に。

「だって、このひとたち全員──男だもん」

　そう。

　この四人、本当は全員。男の子だ。

　由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院のアイドル的存在で、何ど処こからどう見てもお嬢じようさまの中のお嬢さまの四人が、何なに故ゆえに男なのか。

　どうやったらそんなこと信じられる？

　でも……。マシロは、あやまって寮の風ふ呂ろ場ばでみんなの真実の姿も見てしまっているので、これはまぎれもないくつがえせない真実だ。

「まっしろ～～んっ」

　先を行く四人、忍が振り返って、ひとり離はなれて歩いているマシロに手を振る。

　こうしていると、まるっきり女の子だ。ぜったい誰だれも〝彼ら〟が男の子だなんて信じないだろう。マシロもそうだ。もう、男の子でも女の子でもあんまりどうでもよくなっている。

　水田マシロ。十三歳。中二。問題はそこじゃなくて。

　こうして、花道を歩く四人と少し距きよ離りをあけているのを忍は、マシロが遅れていると思っているのかもしれないけど。マシロ的には、

「意図的にちょっとずつ離れてってるんすけどね……」

　っていうかんじだ。

　だって、キラキラした四人といっしょだとはずかしいんだもの。男とか女とかじゃなくて。

　しかし、ぱたぱたと忍シノブが駆かけてきて、あっさりとマシロの右手をつかんだ。マシロの心の内側なんてまるで知らないんだろう。

　でも、そんな忍がいたからこそ、マシロは、ほかの寮りよう生せいたちとも打ち解けることができたのかもしれない。最近なんとなくそんなことを思った。
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　とにかく、忍というひとには、裏表がない。いつもハイテンション。落ちこんでもすぐに立ち直る。笑え顔がおのよく似合うひと。忍といると自分がいかに笑ってないかがよく判わかる。

「たのしいのに笑わなかったら、おかしくない？」

　そんな風ふうに忍が言っていた。

　じゃあ、自分といるのもたのしいんだろうか。訊たずねたことはないけど、ふと思った。

「遅ち刻こくしちゃうよ～」

　忍はマシロの手を引いて、千尋チヒロ、陽向ヒナタ、萌流メグルのところへ追いつく。

　てか、そんなに急がなくてもまだ遅刻するような時間じゃないけど。

「ま、いいか」

　最初はたくさん戸と惑まどった。みんなの秘密や記き憶おくや想おもい出でや、これまで歩いてきた道のりを知ってしまった。

　あのとき、マシロは自分が四人＋αとこんなに関かかわりを持つなんて夢にも思わなかった。

　けれど、今は、忍たちといっしょに歩いている。

「おはよう、マシロくん」

　なんて声をかけてもらったりしながら。

「ほら、ましろん、手を振ってあげたら」

　言って、忍シノブがつかんだマシロの手を持って、声のした生徒に手を振りかえす。

「ちょ、ちょっとぉ……！」

　はずかしいからやめて、と言おうとしたけど。

「きゃぁ～～～～っ」

　とか、手を振ったほうから歓かん声せいがあがって、マシロの声をあっさりかき消した。

　……もう、いいや。

「毎日、恥ずかしがっていてもしかたないだろう」

　マシロの素振りにあきれた風ふうに千尋チヒロが言った。

「そんなこといったって、メガネさん。慣なれるワケないっす」

　千尋は、何な故ぜかメガネをかけてないのにメガネをかけてるっぽい。マシロの中で千尋は『メガネさん』になりつつある。

「誰だれが、メガネだ」

　としかし、鋭するどい声で千尋に怒られてしまった。でも、マシロの散ざん切ぎりボブをくしゃくしゃとする千尋の細い指は、痛くなかった。撫なでられているみたいだった。なんだかくすぐったい。

　忍がマシロの手を放して、花道から飛んでくる声に「おっはよ～～んっ♪」とか、いつものハイテンションでこたえる。そんな忍の代わりにマシロのとなりに、てけてけと陽向ヒナタが近づいてきた。そして、

「ましろ………んー………すぅ…………」

「──寝た……ッッ！」

　陽向は立ったままで寝てしまった。けど、これはよくあることで、もはや陽向の得意技。

　いつも陽向は眠そうにしている。夜中ずっと、起きているからだ。

　双子の──藤間フジマ花向カナタといっしょに。

　陽向と花向は、ひとつの身体からだの中に、ふたつの魂たましいを宿しているとかなんとかで、二重人格とかともちょっと違うらしい。

　らしい、というのは、マシロがあまり詳しいことを知ろうとしてないからだったりする。

「陽ひな向つちはひなっちだし、花カ向ナはカナだし。それでいいよ」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。そこらへんもやっぱりアバウト。

　判わかっているのは、陽向は一度寝てしまうとなかなか起きない。ということ。

「きゃぁ～～～～～～～♡　陽向さまが立ったまま爆ばく睡すいされてらっしゃるわぁ♡」

「朝一番で、素敵すてきな陽向さまが見られるなんて、しあわせすぎますわっ♡♡」

　としかし、花道の生徒たちのボルテージは上がりっぱなし。

「……こういうとき、カナがいたらいいんだけど」

　たぶん、花向カナタも寝てるはずだ。

　しょうがない。

「教室までつれてくか……」

　マシロと陽向ヒナタ（花向）は同学年の二年生。校舎も同じ。陽向のクラスは、マシロのクラスのとなりのとなり。ってことで、こういう場合必然的にマシロが陽向の面めん倒どうをみることになるワケなんだけれども、

「ん？」

　陽向の手を取って歩こうかと思ったマシロだが、陽向がふらふらと動き出した。

　そういえば、陽向が寝るときによく見るポジションがあった。

「……ったくさぁ……ボクがつれてかなきゃじゃないかぁ」

　かわいらしい声の持ち主が、陽向を背負うように……というか、いつものように、眠っている陽向が──萌流メグルの頭の上にアゴをのせて、もたれかかるようにしている。このポジションだ。

　涼橋スズハシ寮りようのマスコット兼ペットのうさぎによく似た生き物、チビリもだいたい萌流の頭の上にいることが多い。もしくは、〝あのひと〟の頭の上か、たまに、マシロの上。

　陽向といいチビリといい、萌流の頭の上って、

「気持ちがいいの？」

　かもしれないなぁ、とマシロは思いつつ、

「あ、手て伝つだうよ」

　そう萌流に声をかけた。校舎の違う一年生の萌流に陽向の面倒を押しつけるのは申もうし訳わけなさすぎる。

　しかし、

「だいじょうぶ……だから」

　萌流はうつむいて、マシロに視し線せんを向けることなく、ちいさくそう言った。それだけで、ふたりの会話は終了した。

　……ああ、そうだった。そうだったんだった。

　忘れてたワケじゃないんだけど……。

　マシロはまだ、涼橋寮の全員と打ち解けているワケじゃない。

　たったひとり。




　萌流だけ、今もまともに会話ができるどころか、視線すらあうことがなかった。




　　　　♪




　本日、二時間目の授業。まだ午前中ながら、さっそく大きなあくびをかみ殺して、マシロはぼんやり物思いにふけっていた。

　涼橋スズハシ寮りようでバイトをはじめて、みんなと知りあってから、もう二ヶ月以上。

　六月もそろそろ終わりに近づき、涼橋寮の中庭にもとても綺き麗れいなあじさいが咲きだした。

　マシロもすっかり、お手て伝つだいさんのバイトにも慣なれ、忍シノブたちとも打ち解けた。

　萌流メグル以外とは。

　寮生たちの中で最初に逢あったのも、言葉をかわしたのも、萌流が一番だったのに。

　あのときは、今みたくよそよそしいかんじじゃなくて、ちゃんと会話もできていたし、なんなら、道に迷って屋や敷しきまで案内してくれたのも、萌流じゃなかった？

　それがどうして、いつから、こんな状態になったんだっけ？

　思い出せない。

　何か気分を悪くするようなことを言ったりしちゃったりしたのかも。

「その記き憶おくはないけど、可能性はたくさんあるんだろうなぁ……ふぁ……」

　六月もそろそろ終わり、ということは、テストも近い。

　聖アンジェリカ女学院は、ただ伝統があって由ゆい緒しよ正しいワケじゃない。文武の両方でその名を全国に轟とどろかせているからこその名声だ。

　なので、成せい績せきについてもそうとう厳きびしい。

　特にマシロは、常に各試し験けんで上位五番手以内の成績を残さなければいけない『特とく待たい生せい』の立場。そのおかげでいろいろ優ゆう遇ぐうされているんだから、しょうがない。

　だから、試験前は特別集中しなきゃいけない時期だ。そう、なんだけど、

「なかなかどうして……」

　自宅や外の蒸し暑さとは別世界のような空くう調ちよう管理の行き届いた快適空間。このところバイトのあとに夜遅くまで試験勉強していて寝不足気味な上に、睡すい眠みんを誘発する退屈な授業内容。

「だって、メガネさんのほうが数十倍教え方うまいんだもん……」

　以前、特待生の条件を満たせずに追試を受けるハメになったとき、千尋チヒロに勉強を見てもらったことがあった。

　千尋はだいたいいつも生徒会の小サ枝エ子コや藤子トウコと上位を争っている。聖アンジェリカ女学院で成績が上位ということは、全国でも上位だ。しかも、教え方が非常にうまい。要点をまとめて簡かん潔けつに教えてくれる。マシロも常に上位にいるがそれでも千尋には、うならされる。

　同じ三年の忍も千尋のマネして教えてくれようとするんだけど、いかんせん忍は、『天才型』で「右脳でとらえて左脳でひらめく！」とか、もう、教える教えない以前になにかしらの問題があると思う。それでも忍シノブも成せい績せきがいいらしいっていうから、世の中不公平だ。

　でも、忍はテンションの上がり下がりがはっきりしているだけあって、気分が乗らなかったり調ちよう子しが上がらなかったりすると、そのテストはさんざんなときもあるよう。それを考えると、世の中ってそんなに不公平にできていないのかもしれない。……んー、どうなんだろう。

　それにしても、眠気が……。教師の声が遠くなっていく……。ああ、ダメだ。

　バイトもあるし、勉強もある。ほかの生徒たちとは境きよう遇ぐうも違うけど、そういうのはぜんぜん言いい訳わけにならないし、したくない。

「いかんいかん……」

　ちょっと大おお袈げ裟げに頭を振って、マシロは眠気に退散してもらおうとする。

　シャーペンで手のひらを、ぐっさり！　とかそんな眠気でもないので、気さえはっていればたいしたことがないはずだ。

　マシロは、気を引きしめて黒板に向かうことにした。

　が、やっぱりどうも、

「集中できないなぁ……」

　原因はなんとなく、判わかる。

　萌流メグルのことが頭にあるからだ。

　今け朝さも結局、眠りこけた陽向ヒナタを萌流が背負って教室までつれていってくれた。マシロはただ、お供ともの従者状態だった。

「自分がつれていくから、めぐぅは教室に行ってね」

　くらい言えたらよかったんだけど、なんだか、言いづらくって……。

　陽向を教室までつれていくあいだ、萌流とマシロはひたすら無言だった。

　気まずい。

「やっぱ、嫌われてんのかなぁ……」

　以前のマシロなら、あまり、他ひ人とにどう思われようと気にしなかった。

　あまり他人のことを見ないように、気にしないように意い識しき的てきにそうしていたところもあった。

　家族以外の他人と関かかわるのを極力さけていたからだ。

　関わりが長く、深くなれば、それだけ別れるときにつらくなる。

　マシロは、そのつらさをよく知っているから。だから、そうしていた。

　けれども、今は、ちょっと変わってきている。本人も気づかないうちに。

　最初関わらないようにしようとしていた涼橋スズハシ寮りようのメンバーとも、結局は、関わってしまっている。全員が男の子だということや、千尋チヒロと家族のことや、陽向や花向カナタと家族のこと、知らなくてもよかったのに、知ってしまっている。

「そのひとのことを知るということは、そのひとが自分の一部になるのと同じ」

　思い出す言葉が、心の中で繰くり返される。

　マシロももう、誰だれかの一部になってしまっているんだと思った。

　今まで自分のことばっかり考えてた。自分が嫌いやだから他人と、関かかわらないようにしてた。

　誰かに関わるというのは、〝ひとりっきり〟じゃできない。

　独りは怖い。独りは嫌い。

　でも、独りぼっちになることは、ほかにたくさんのひとがいるから。

　そう思ったらもう、無視はできない。自分以外の誰かのこと。

　独りは怖いし、嫌いだけど、手をつないだらその怖さも忘れてしまえると、思い出したんだ。

　だから、さしのべられた手を拒こばまない。

　忍シノブや千尋チヒロや陽向ヒナタや花向カナタや、涼橋スズハシ寮りように呼んでくれた〝あのひと〟──涼橋アサミ子や。

　……萌流メグルもそう。

「こういうときって、どうしたらいいんだろ……」

　マシロが萌流に嫌われているとしても、だったら、いったいどうすればいいのか判わからない。

　眠気が薄うすらいだが、授業に集中できなくなっている。まだ萌流のことが引っかかる。

　露ろ骨こつにさけられているのは何となく判っていたが、今日きようは朝からずっと萌流のことが頭の中にある。そうだ。授業に集中できないのは、眠気のせいだけじゃない。

　これまでは、「もしかしてさけられてる？」くらいで萌流にどう思われているとか、もともとのマシロの性格もあって、あまり考えていなかった。

　けど、ほかの寮生たちと打ち解ければ打ち解けるほど、なんだか萌流との微妙な距きよ離り感かんが気になりはじめた。萌流が、マシロの雇い主のアサミ子の親しん戚せきだから『仲よくしなきゃ』とか思ってるワケでもないけど、このままの状態もあまりよくないような気がする。

　マシロは自分では意い識しきしていなかったが、以前ならこんなにも悩んだりしなかっただろう。他人と関わらないようにしていたから当然だ。でも、今は、寮のみんなに出で逢あって、生徒会のひとたちや、クラスメイトや学校のひとたちと関わるようになった。もう、関わらないようになんていってらんないし、それに、「どうせ関わってしまったんだ。面めん倒どうくさいのもつらかったりするのも笑えたりたのしかったりするのも、全部、関わっていこう」と思っている。

　マシロは、性格的にアバウトなだけあって、器用じゃない。ひとと接するとき、うまくいかないことのほうが多い。

　だからこそ、〝あのひと〟にマシロは選ばれたんだけれど。

　結局、授業終了のチャイムが鳴り、マシロは「やばっ！」と消される前に必死で黒板をノートに殴り写した。その作業で休み時間が終了。次の授業へとなだれこんだ。

　そうしているうちに、午前中の授業は終了。

　昼休みになった。




　　　　♪




「んー、どれがいいと思うー？」

　複数のフリフリしたコスプレ衣装を手にして、忍シノブが訊きいてきた。

「──どれでも好きなの勝手に着たらいいんじゃないっすか？」

　とか、そっけない返事をしようとしたマシロだったが、実際は、

「………………うーん」

　返答に困った。なにしろ、忍がキラッキラしたまぶしすぎる視し線せんでマシロを見ていたからだ。軽い返答をすると泣きつかれる場合がある。そうなるとヒジョーにメンドくさいので、マシロは熟じゆく慮りよするフリをした。

　昼ラごン飯チを終えてから、マシロはいつものように中等部北にある旧校舎にやってきた。この旧校舎は今、主おもに文化系の部活やサークル（同好会、愛好会、研究会等など）の部室棟として機き能のうしている。ここに、忍が主しゆ宰さいし、アサミ子から萌流メグルまで涼橋スズハシ寮りよう関係者（もちろんマシロも）が参加している、もしくは、させられているサークルがある。通称、『ばらの団。』だ。

　初期のサークル名は、現代におけるなんとか被服なんたらかんたら研究会ってゆう長ったらしいものだったが、結果的に、聖アンジェリカ女学院のみんなが涼橋寮のメンバーを呼ぶときの名前に納まった。そのまま『薔ば薇らの団』じゃなくて『ばらの団。』なのは、主宰の忍が『薔薇』という字を書けなかったからという。それだけ。

　活動内容といえば、忍が大好きなコスプレを着たり作ったり着させられたり、お茶を吞のんだりお菓子を食べたり。何なんのサークルかよく判わからない。さらに、ときどき、生徒会やほかの部活動の助すけっ人とをやったりするので、助っ人サークルだと生徒のみんなは思ってるみたいだ。

　その証拠に、稀まれにほかの部活や生徒たちから、いろんな相そう談だんを持ちかけられることがある。

『ばらの団。』と忍の手書きで書かれたＡ４コピー用紙の貼はり付けてあるドアを開ける。マシロが密ひそかに、コスプレ部と呼んでいる『ばらの団。』の部室だ。

「ちぃーっす」

　あいかわらず、マシロがノックを忘れて、

「だから、ノックをしろ」

　と、サークルの副部長的な忍のサポート役、千尋チヒロに怒られるのも、いつものこと。

　ソファで、くーくー、とちいさな寝息を立ててしあわせそうに陽向ヒナタが眠っているのもいつものことだし、萌流メグルがみんなの分の食後のアフタヌーンティーをいれているのもいつものことで、忍がコスプレ衣装をすでに着たり、着がえようとしていたりするのもいつものこと。

　マシロが部室にやってきて、これで全員集合だ。同じ寮で暮らしていて、マシロも朝や放ほう課か後ごにバイトで参加するから、ほとんどの時間をいっしょにいるのに、こうして学校でも自然と集まってしまう。やはり、ここらへんはこの四人の秘密に由来するところも大きいだろう。マシロもここにくることが多い。なんだかんだで居い心ごこ地ちがいいみたいだ。あと、お菓子もあるし、萌流メグルのいれてくれるお茶もとてもおいしいんだ。

　で、冒頭の会話に戻ると。

「で、どれがいいと思う？」

　再び、忍シノブの質問。

「…………えーっと」

　困った。なんて言おう。

「どう？」

　なんつって、忍がこっちを見てる。ものすごいキラキラした目で見てる。

　てか、なんでだ。なんで、自分に訊きくんすか。

　もしかして、コスプレ仲間だと思われてるのかな……？

　もしかしなくても、そうだ。

　忍の趣しゆ味みはコスプレ。マシロは、寮りようの仕事をやるときにアサミ子に、作業服という名のもとに、メイド服とか着させられている。本当は、やめたい。今すぐやめたい。やめさせてくれ。

　そんなマシロ的には正直いってしまうと、忍のコスプレなんて、どうでもいいワケで……。

　でも、ストレートに「どうでもいい」とか言ってしまったら忍は泣いたりするワケで。それはそれでどうにもメンドーなワケで。

　つまり、

　困るなぁ……。

　マシロはまた、熟じゆく慮りよするフリして、キラキラな目の忍から逃げるように目をそらし、部室にいるほかのメンバーに目を向ける。なんなら、助けてくれませんかと。

　が、

「…………うっ」

　誰だれもマシロと忍のやりとりを気にしてなかった。

　千ち尋ヒロは、ソファのところのローテーブルに置いたノートＰＣで株取引の情報を見ていると思われ。陽向ヒナタもたぶん心の中に引っこんでる花向カナタもソファで寝てる。萌流はといえば、お茶のために温めたカップをローテーブルに並べている。……マシロに背を向けて。

　どうしようもない。

　もう、マシロとしてはどれでもいいんだから、どれかをなんとなく選んでおけばいい。そうなんだ。そうなんだよ。

　それにこれ以上引き延ばし作戦をしても結果的にあまり変わるもんじゃないはずだ。なら、さっさと言ってしまおう。

「えーっと、なんてゆうか……一番、好きなのにしたらいいんじゃないっすか？」

　おお、我われながらいい科白せりふが出てきたっ。最初からこう言えばよかったんだ。

　と思ったのに。

「そうなんだよねぇ。でも、全部好きなんだよぉ。だから、ましろん決めて？」

　言いつつ、忍シノブは首をかしげて、懇こん願がんするキラキラした視し線せんをマシロに送りつけてきた。

　ふ、振り出しに戻った……！

　マシロも付きあわなければいいのに、何な故ぜか忍のキラキラ光線に負けて、付きあってしまう。

　こうなったら、

「じゃ、じゃあ……それ」

　テキトーだった。

　目線をそらして、忍のほうを指さしてみた。

「ほんとに!?」

　忍の声がきらめいた。

「そうだよねっ！　さすがましろん！　略して、さんっ！　わたしも今、これにしようかなーって思ってたんだっ！　うん、ましろんのコスプレへの愛をすごく感じたッ♡」

　そ、そんな愛を感じないでほしいんすけど……。てか、最初から、決めてたんじゃないか。真ま面じ目めに考えちゃったじゃん。最後、やけくそだったけど。

「ま、いっか。うれしそうだし」

　忍は、フィッティングミラーの前に立って、鼻はな唄うたまじりにたのしそうにマシロが選んだ（らしい）レトロフューチャーなたぶんアニメキャラの衣装コスプレ（もちろん忍の自作）を身体からだにあてている。

「今度のファンクラブイベントは、これにするねーっ。ありがと、ましろんっ」

　ピュアピュア度数一二〇％の笑え顔がおで、忍はぱたぱたとマシロのところに駆かけてくる。

「ちょ、ちょっ、うわっ！」

　犬にジャレられるみたくマシロは忍のハグの餌え食じきになった。

　涼橋スズハシ寮りようのメンバーの中で、萌流メグルの次に小こ柄がらなマシロは、細身でも身長差のある忍の腕の中にすっぽりだ。ぎゅーぎゅー抱きしめられる。

　忍からは、シャンプーかボディソープかそれともアロマオイル的なモノか、ローズ系の香りがした。すごくあまくてやさしい香りと温度に、マシロは、

「まあ、いいか」

　忍にされるがままになることにした。こうならないようにしてたのに、いつもこうなっちゃうなぁ。しばし、大型犬にジャレつかれる飼い主の気持ちを味わうことになったマシロだった。

　それがようやく終了したのは、

「お茶、いれたよー」

　と言う、萌流の声があってからだった。

　それに忍シノブが、元気よく返事をした。マシロは忍に「お茶、お茶ーっ♪」と背中を押されて、いっしょにソファまで歩いていく。

　忍は千尋チヒロが座っているソファに、ばぼんっ、といきおいよく腰を下ろした。

　マシロは反対側のソファで寝っ転がっている陽向ヒナタを抱き起こして、自分と萌流メグルのスペースを確かく保ほした。マシロ、陽向（花向カナタ）、萌流は、『小コ柄ガラーズ』なので、ふたりがけソファにもすっぽり三人で納まる。

　マシロがソファの端に腰を下ろすとその反動で、まだ「くぅ……」と気持ちのよさそうな寝息を立てている陽向が肩にもたれかかってきた。まあ、いつものことなので気にならない。

「はいはい」と、マシロは弟にするように陽向の頭をくしゃくしゃと撫なでた。そのうち、いつのまにか目覚めていて、お茶を吞のんだりお菓子を頰ほおばったりしてるんだから。

「今日きようは、アサちゃんに食べたいって言われて買ってきてあったやつなんだけど」

　萌流が小皿が載ったトレイを運んできた。ソファに腰をすえる前に、ローテーブルに小皿を並べ置いていく。カップもお茶うけも、数は五つ。マシロをふくめた人数分だ。

　にしても、本当はこういう『お手て伝つだいさん』的なことは、マシロがやらなきゃだ。お手伝いさんなんだから。でも、短くはないが長くもないお昼休み。てきぱきとできる萌流のほうが最適ということかも。あと、マシロが寮りようのバイトをはじめる前から、アフタヌーンティーは萌流の担当だった。

　この優ゆう雅がな時間に、萌流が持ってくるお菓子のほぼすべては、

「ねぇ、めぐぅ。アタシ、アレ食べたいなぁ❤」

　と、アサミ子が言い出して、そのたびに萌流がパシらされたりした汗と涙の結たま晶ものだった。有名店のモノも多いから、おいしいなんて当たり前すぎる。

「ほっぺが落ちそうになるってこういうこと？」

　一般的な家庭の水田ミズタ家けではまず口に運ばれることなかっただろうさ。

　でも、それにまじって、普通のコンビニで売っているようなスナック菓子も常備されている。みんなお金持ちの子供っぽいけど、こういうのは口にあわないってこともないらしい。忍は、ポテチのコンソメがお気に入りだし、陽向や花向は、うまい棒とかじゃがりこが好きみたい。

　って、お菓子が常備って、ここ、一応学校なんだよね……。

　この部室にいると、学校にいるってことをつい忘れそうになる。内装から置いてある家具や調ちよう度ど品ひんなどなど、学校にある意味が判わからないいろいろも含めて、涼橋スズハシ寮りようの感じによく似ているからだ。

　今、部室として使っているこの部へ屋やも、もともとはアサミ子が『秘密保持者』の四人のために用意してくれたモノらしい。

　そりゃそうか、ここにいる全員（マシロ以外）が男の子だ。

　そんで、ここは、聖アンジェリカ女学院。はい、女学院。

　全部が全部、ほかの生徒たちと同じようにはいかないだろうし、秘密を抱えている分こうして息抜きができる場所も必要なのかもしれない。たぶん、だけど。

　にしても、男の子を女装させて女子校に通わせたり、その生徒たちのために個別に部へ屋やを用意することができたり。涼橋スズハシアサミ子ってひとはいったいなんなんだろうかと思ってしまう。

　バイト先の雇い主のことをあれこれ詮せん索さくするのはよくないけど。アサミ子は謎なぞが多すぎる。非ひ常じよう勤きん講こう師しというが、学校では一度も見かけたことないし。普ふ段だん、何をやっているのか判わからないし。神しん出しゆつ鬼き没ぼつだし、よく判んないことを言ってるんだけどなんだか心の中を見み透すかしたような科白せりふみたく、心に響ひびいたりもする。本当に不ふ思し議ぎなひとだ。

　マシロが判っているのは、アサミ子の甥おいが萌流メグルだということくらい。ふたりはサイズの違いはあるけど、よく似ている。アサミ子を見ていると萌流は将来こういう風ふうに成長するんだなぁ、と想像できる。

　いや、違った。

　萌流は男の子だったんだ。こういうのも、すっかり忘れそうになる。

　萌流だけじゃない。忍シノブも千尋チヒロも陽向ヒナタや花向カナタも、女の子の格好をしているときは、まるっきり女の子にしか見えない。むしろ、ファッションとかアクセサリーとかコスメとかクラスメイトが興きよう味みありそうなことにまったく無関心で、普段着のジャージだと高こう確かく率りつで男の子に間違われるマシロより、ぜんぜん女の子だ。

　忍は、乙おと女めチックなことに関してズバ抜けて敏感。

　千尋は、作法や礼れい儀ぎや振ふる舞まいなど完ぺきにこなす。

　陽向と花向は、お人形のようなラヴリーさを持ってる。

　萌流にいたっては、料理や裁さい縫ほうや炊すい事じ洗せん濯たくにいたるまで、ベテラン主婦並みのスキルの持ち主だ。もともと持っていた家庭科能力に加えて、普段からアサミ子に鍛きたえられているだけある。

　最近だとお店がやってない日や時間にアサミ子が「アレ食べたい」とか言い出すこともあって、萌流は、自分でお菓子作りにはげんでいる。しかも、パティシエのようなできばえ。

　マシロには、萌流がまるで魔ま法ほう使つかいかなんかに思えていた。

　今日きようも、そうだ。

「お茶うけ、マシュマロなんだけど……」

　と言いつつ、ようやくソファに腰をおちつけた萌流は、しかし、すぐにかいがいしくみんなのティーカップに、ミルクティーを注いでいく。

　たっぷりの牛乳に、お砂さ糖とうを入れると、あまくてとろけるよう。

　はっきりいって、萌流のいれるお茶は、スーパーの安茶でもぜんぜんおいしく感じられてしまうくらいの腕前だ。ちなみにマシロのお気に入り萌流茶メグテイーは、ミルクティー。

「ふわ……ぁ」

　カップに注がれ、もこもこと立ち上がる湯気に思わず声が漏れた。

「ミルクティーに、マシュマロを入れてみて」

　萌流メグルが言った。

「へ？」

　意味が判わからず、マシロは、今度はべつな、間まの抜けた声を漏らした。

「マシュマロを浮かべるのか？」

　ミルクティーとマシュマロを交互に見ながら睫まつ毛げをぱちぱちするマシロの代わりに、千尋チヒロが萌流に訊きいた。

「うんっ、こうやって」

　萌流は、自分の小皿からマシュマロを手に取って、湯気の昇るミルクティーの上に浮かべた。

「マシュマロティーだねっ」

　ミルクティー＆マシュマロのコラボレーションを知っているのか、忍シノブが萌流にならってマシュマロを手にした。

「なるほどな」

　次は、千尋が小声で納得して、忍につづく。

「え？　え？　え？」

　みんな、マジでか。

　ひとり乗り遅れるマシロ。

「あっ、ひなっち？　起きたの？」

　いつのまにか陽向ヒナタがもたれかかっていたマシロから離はなれて、マシュマロに手を伸ばしていた。ミルクティーとマシュマロのあまい香りに誘われて目が覚めたのかもだ。けど、この状態の陽向は半はん覚かく醒せい状態で、半分はまだ寝てる、寝ボケてる状態。花向カナタが〝表〟に出てくればべつだろうけど。花向もまだ寝てるんだろう。

　陽向は、マシュマロを浮かべたミルクティーをじーっと見ながら、

「おいしそ……ぅ」

　ぽそりとつぶやいた。が、首がかっくりかっくり船を漕こいでいる。微ほほ笑えましい。

　みんな躊ちゆう躇ちよないんだなぁ。

「これって、お茶にまんじゅうを浸すみたいなかんじじゃないの？」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。そんなかんじじゃありません。

　そもそもマシュマロを水田家でそんなに食べる機き会かいがない。涼橋スズハシ寮りようでアルバイトするまで、お菓子の定番といえば、祖父の好きな鯛たい焼やきだった。駅前の『ひむらぱん屋』のが特にお気に入り。パン屋さんなんだけど、鯛焼きがおいしいってゆう。

　いや、待てよ！　鯛焼きのことじゃなくてね！

　お茶ちや漬づけだって、なんかいろいろ載せてお茶かけるじゃん！

　それといっしょ!?　マシュマロ載せちゃう？

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。マシュマロティーもお茶ちや漬づけ感覚。

「よしっ！」

　なせばならん！

　マシロは自分の分のマシュマロを手にして、ゆっくりとミルクティーのカップの上まで運んだ。

　よし、あとはこれを投入するだけ……。

　どんなケミカルな反応が起こるか判わからない！　だって、マシュマロってなにでできてんの!?

　水田マシロ。十三歳。中二。実は、マシュマロは得体えたいの知れないモノでした。

「ていっ」

「イタッ!?　あ……っ！」

　誰だれかに、マシュマロを持っていた手をチョップされた。その弾みで、マシロが意を決する前にマシュマロがミルクティーに投下されてしまった。

「つーか、なにやってんだよ、おまえ。さっきからずっとマシュマロ手に持ったまま」

　ふわふわくるくるのラヴリーな容姿に反するちょっとイジワルな口く調ちようで、陽向ヒナタが言った。

　マシロにチョップを見み舞まったのは、

「んっ、違うっ。花カ向ナっ？」

　普ふ段だん、花向カナタは昼間は寝ているはずだ。その代わりに陽向が昼間を担当しているらしいけど、陽向も昼間はほとんど寝てる。

　さっきまで陽向だったはずだが、今、マシロのとなりに座っているのもチョップしたのも、花向だ。

「ヒナが、マシュマロおいしそうだからって起こしにきたんだよ。べつにそんなくらいでさ」

　口では言いながらも花向はまんざらでもなさそうに、マシュマロを浮かべた自分と陽向のカップを手にした。

「もういいかなぁ」

　と、忍シノブも、ふーふーしながらカップを口もとに運んでいく。

「ぁんまぁ～～い♡」

　忍は、しあわせがにじみまくった笑えみをマシュマロと同じようにとろけさせる。

　ほかのみんなもマシュマロティーを口に運んでいた。

　おいしそうだ……。

「……うーん」

　マシロのカップの中でも、ころころのマシュマロがとろけてはじめていた。

「ごめん、苦にが手てだった？」

　ひとり出遅れたマシロに、そう声をかけてきたのは、萌流メグルだった。

　カップを手にした萌流の視し線せんは少しうつむき加減で、でも、

「え？」

　たしかに言葉はマシロに向けられていた。マシロは思いがけず話しかけられ口ごもってしまった。

「あ、ううん、ううんっ。はずかしい話、知らないのみ方？　食べ方？　だったから……」

　そう言うと、

「そっか……」

　ちいさく萌流メグルはつぶやいた。それは、何ど処こかほっとしているようなそんな風ふうに聞こえた。本当はどういう意味の科白せりふだったのか、確たしかめる方法を思いつく前に、

「ましろん、すっごく、おいしいよぅ」

　忍シノブがマシロに笑え顔がおで言った。

「あ、そうだ。なんか、マシロとマシュマロって似てるねー」

　ついでに、そんなことを思いついて、きゃっきゃと笑う。

「くだらんな」

　ため息みたくつぶやいた千尋チヒロも、マシロのとなりの花向カナタも、表情は判わからなかったけど、たぶん萌流も、苦笑いしていた。

　でも、なんだか、忍のたのしそうでしあわせそうな笑えみに、ふっと身構えていた『何か』がなくなった。このひとにもその周囲にもいつも笑みが絶えない。しあわせの種た子ねを蒔まくひとだ。

　何となく、そう思った。

　マシロは、

「じゃあ、いただきます」

　手にしたカップをのぞきこむ。と、

「マシュマロが溶けてきたらのみごろだから」

　萌流が言った。

「判った。ありがと」

　マシロは素直すなおに、微ほほ笑えんだ。

　カップからミルクティーと溶けたマシュマロの香りがした。

　ひと口。

「──ふぁ……、おいしいっ！」

　あったかなあまみが口の中に広がって、舌の上を転がる。

　あまぁい、あまぁい、それはしあわせの味がした。

　心がほっこりするおいしさだった。

　こんなにしあわせな気持ちになれるのに。判ってるのに。

　なんで身構えてたりしたんだろうか。やっぱり、萌流のことを気にしていたから？

　マシロと同じように、萌流もマシロのことを気にしているのはたしかだ。

　さっきからずっと、萌流メグルはマシロがマシュマロが好きか嫌いかを訊きかずに、お茶うけとして出してしまったことを気にしていたのかもしれない。

　マシロが思うに、涼橋スズハシ萌流という子は、一番真ま面じ目めで、素直すなおで、純粋な子だ。

　アサミ子に日々、パシらされている姿を見ていると、不ふ憫びんに思えることもある。けど、なんだかんだと文句は言いつつ、萌流は実直に言われたことをこなしていたりする。

　お人ひと好よしで、頼まれたら断れない性格。

　涼橋寮りようの中の最年少で、一番小こ柄がら。でも、マシロよりも誰だれよりも、お茶をいれたりお菓子を作ったり料理をするのが上じよう手ずだ。家事全般をなんなくこなす。一番、生活力があるといっていいかも。ほかの、忍シノブや千尋チヒロや日ヒ向ナ花カ向ナが生活感も生活力もまったくないから、よけいに萌流のスキルが際きわ立だつんだろうけど。

　ただ、萌流の『メイド力』がほかの寮生たちに振るわれることは少なかった。学校や寮での食後のティータイムくらい。基本的に萌流は、アサミ子専用のメイドさん（？）。

　まあ、専用というか、アサミ子のワガママを聞いているだけで精一杯ってカンジだ。ほかのメンバーの世話をしているよゆうなんてないという。

　そうだとしても、萌流のメイド力はたいしたものだ。マシロは「ちょっとばかし分けてもらえないかな？」なんて思ってるくらいだ。

　それはまさに──尊敬。

　萌流の気配りとか細やかさとかお茶のいれ方とかお菓子作りとかその他もろもろ、お手て伝つだいさんとしてのスキルを見習いたいし、なんなら、

「し、師匠っ！」

　と呼びたいくらいだったりする。

　が、今んとこその予定は立ってない。なにしろ、マシロは萌流に嫌われているかもしれないんだから。

「困ったなぁ……。でも、おいしいなぁ……」

　こうして、萌流がマシロの分のお茶やお菓子をきちんと用意してくれるのは、やさしさから？

　って、自分の分だけなかったら、それはそれで、せつないような、寂さびしいような、哀かなしいような。

　複雑な気持ち。考えなきゃいいんだけどね。

　けど、考えてしまう。それはマシロだからだ。関かかわったひとのことをたくさん考えてしまう。

　相手の心を読めれば、とても簡かん単たんだろう。そんなのは、できないから、考える。相手のことを考える。知りたいな、と思う。しかも、マシロは不ぶ器き用ような性格。あれこれ考えて、遠とお廻まわりでやっとそこにたどり着く。

　ただ、その道のりはまだまだ、遠そうだけれど。

「マシュマロがあまいけど、足りなかったらお砂さ糖とう入れてね」

　じーっと考えこんで、膝ひざのあたりに置いたミルクティーのカップを眺めていたマシロに、萌流メグルが声をかけた。糖とう分ぶんが足りなさそうな顔でもしてただろうか。

「あ、うん。ありがと」

　とりあえず、今、考えるのはやめよう。せっかくのおいしいミルクティーが冷めちゃうよ。

　ころころのマシュマロがじわじわと溶けてく。ミルクティーの上に溶けたマシュマロが半透明の乳白色に広がっていく。

　カップを口に運ぶ。あったかくてあまいミルクティー。ほのかにマシュマロの味がする。

　マシュマロが溶けているのか、ひと口目よりもあまい。

　お茶とか、お菓子作りとか、まるで、それは、魔ま法ほうのように思える。

　もし、コレが魔法だったら、なんてしあわせな魔法だろう。

　だとしたら、萌流は、

「すごいなぁ、『魔法使い』みたい」
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　心の中でつぶやいた科白せりふが、口からこぼれ落ちた。なにげなくだった。

　そう、なのに、

「────ッ!?」

　萌流が、ビクッ、と身を震ふるわせた。それは同じソファに座っているマシロはもちろん、反対のソファにいる忍シノブと千尋チヒロにも伝わったくらいだった。

　見ると、萌流メグルはうつむいて、全身を強こわばらせていた。小刻みに震ふるえている。

「めぐぅ？　どうしたの？」

　萌流の様よう子すがおかしいと気づいて、忍シノブが訊きく。

「…………アッ、う、ううん。なんでもないよ？　なんでもないんだ」

　やや間まがあって、萌流はこたえた。とりつくろうように、笑ってみせる。

「そう？」

　忍は首をかしげて、千尋チヒロと視し線せんを合わせる。千尋は「さあ。判わからない」という風ふうに肩をすくませた。

　なんか、マズいこと言ったかな……。

　マシロは、自分の言った何かが萌流の心に負ふ荷かをかけてしまったんじゃないかと、ドキドキしていた。だけど、どの言葉がそうなのか、まったく判らない。

　もしかして、こうやって、何度も萌流を嫌いやな気分にさせてきてしまったんじゃないだろうか。それで、マシロは今、萌流にさけられているんじゃないだろうか。

　だったら、

「あの、その……なんか、ごめん」

　謝あやまっておかないといけないと思った。

「……べつに……なんで、謝るの？」

　としかし、萌流に訊たずねられてしまった。

「えっと、なんか悪いこと言ったかもって……」

　具体的に何が原因だったか、マシロも判ってない。とりあえず、謝っておこうと思っただけだった。

「ううん。だいじょうぶ、ほんと、だいじょうぶだから」

　そう、萌流は繰くり返す。だけど、萌流は一度も、マシロのほうを向こうとはしなかった。

　これは、どう考えてもマズかったような気がする。特に、萌流が反応を示した原因も判らないままにして、謝ったのが。これじゃ、悪くないと思っているのに、テキトーに謝ったカンジになってる。てか、ぜったいよくない。

　かといって、また「ごめん」とか言ったら、今度こそ、萌流を怒らせてしまうかもしれないし……。

　マシロは助けを求めるワケじゃないけど、無む意い識しきに、みんなに視線を送ってしまう。

　忍も千尋も何かしら考えているのか、視線は合わなかった。となりの花向カナタが、うつらうつらする陽向ヒナタと入れかわろうとしていた。花向は部へ屋やの微妙な空気を敏感に感じ取ったのかも。

　花向だけじゃなくて、みんなそう。

　萌流が気をつかってくれていたのは、マシロ自身も感じていることだ。でも、マシロはその萌流の気づかいや配はい慮りよがあることに甘えすぎていたのかもしれない。自分からはなにひとつ行動を起こさなかった。

　もしかして、マシロのこういう『アバウト』さが萌流メグルがマシロをさける理由だとしたら、

「どうしようもないんじゃ……!?」

　ふとマシロは思ってしまった。我われながら、情けなくなる。

「じ、自分、不ぶ器き用ようなんで……」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。性格、自分でもアバウトなところがあると思っている。

　しかし、それは少し違っていた。たしかに、マシロはアバウトすぎるところもある。ただそれは自分のことに関してのことがほとんどだ。他人に関かかわると自分のこと以上に頭を悩ませてしまう。だからこそ、マシロは涼橋スズハシ寮りようにメンバーとしていっしょにいられることに、自分で気づけていなかった。

　そして、萌流もまたマシロに、ほかのメンバーにはないある想おもいを抱いていた。

　それに気づかなければ、この先は──マシロにとっても、萌流にとってもつらくなるだけだ。

　萌流とマシロのやりとりのあと、やけに静かになった『ばらの団。』の部室。ときどき、ティーカップを皿に戻す音や、花向カナタから完全に入れかわった陽向ヒナタが手にしたスーパービッグチョコをほおばっている途中で落ちて寝息を立てている音や、

「ん？　ん？　んー？」

　忍シノブが左右また左と首をかしげうなっている声が聞こえてくる。

　マシロは何をしているのかと、忍に目を向けてみた。

　視し線せんがあった。忍は首をかしげながら、じーっとマシロを見つめていた。

「へ？」

　なんすか？

　そう、訊たずねようとしたが、忍はマシロから視線を外はずして、今度は萌流を見やる。しばし、見つめつつ首をかしげつつして、また、マシロを見る。

　なんなんすか？

　忍は、マシロと萌流を交互に見やってを何度か繰くり返す。膝ひざを組んで手をあごのあたりに当てて、それから、考えこむようにうつむき加減になった。

　なんなんだろう……？

　何を考えてるんだろう、このひと。単純なときと、複雑すぎるときがあって、なに考えてるのか判わかんないや。考えこむ前の素振りからすると、マシロと萌流に関係ありそうだけれど。

　しかしながら、マシロは自分が関係しているとなると、とたん、アバウトになる。

「ま、いいか」

　ちいさく言って、マシロは、ティーカップに口をつけた。

　さっきよりも溶けたマシュマロのあまさがもっと口に広がって、

「はぁー、しあわせな味だ」

　と思った。

　そうやって、その日の静かな午後ははじまった。

　そして、マシロの静かな時間は、それでお仕し舞まいだった。

　スタートの合図は、

「──あっ、そうなの？　そういうことかっ」

　考え中だった忍シノブが、自問自答のあと、なにやら思いついて、




　ぽんっ、




　と手のひらを打った。

　その音がスタートの合図だった。

「はっはーん、判わかっちゃったぞー」

　にんまり、笑う忍の瞳ひとみが、マシロと萌流メグルをとらえていた。

　マシロは、マシュマロティーのあまさに気持ちを持っていかれて、まったくそれに気づいていなかった。

　もうすでにこのとき、騒さわやかなひとたちとの、騒やかな日々がスタートを切っていたことに。




　　　　♪




　時間は、何事もないようにすぎていった。

　萌流のことは引っかかるけれど、マシロはテストも近いので午後からは気を引きしめて授業と眠気に立ち向かった。結果的に、負けはしなかったけれども、勝ちもしなかった。

「ふぁ～～」

　大きなあくび。

　今日きようの授業をすべて終えて、ホームルームもこなし、

「マシロくん、もうお帰りになるの？」

「またあした、マシロくんっ」

「マシロくん、ごきげんよう」

　なんていう、クラスメイトやほかのクラスや違う学年の生徒たちに声をかけられつつ、マシロは通学路をひとり下校していた。すっかり、『マシロくん』の呼び名も中等部に浸しん透とうしてしまっているよう。最初ほどじゃないけど、知らない生ひ徒とに声をかけられる、むしろ、

「なんで、このひとたち自分のこと知ってるの!?」

　っていう違和感がある。今もある。一ヶ月前まで、マシロのことを誰だれも知らなかったのに。だから、こればっかりはなかなか慣なれない。

「なれそうにもないんだよなぁ……」

　そんな廊下を歩いているだけで声をかけられる状態になったマシロが、学校で落ち着けるのは、部室くらいだったりするのも、以前と違うところ。自然と足が向いてしまう。

　で。普ふ段だんなら『ばらの団。』の部活動（という名のティータイムふたたび）に顔を出してから、お手て伝つだいさんのバイトに向かう。

　今日きようは、キャプテンこと部長こと主しゆ宰さいことその他いろいろの肩書きを自称している忍シノブから、

『今日は、部活しません！　なので、まっすぐおうちに帰りましょう♡』

　というようなメールがきていた。

　今日は、生徒会の手伝いとかほかの部活の助すけっ人ともしくは相そう談だん事ごとという用事もないみたいだ。

　さくっと涼橋スズハシ寮りように戻って、さくっと着がえさせられて、さくっとバイトをはじめよう。

「──じゃあ、さくっと着がえちゃいましょうねぇ❤」

　涼橋寮または涼橋アサミ子邸。たどり着いたマシロを待っていたのは、満面の笑えみとライオンがうさぎを狩るときの迫力で作業着というメイド服を天高く空を突き上げるように持ち上げた主人＝アサミ子だった。しかも、

「て、て、て、て、て、て・ゆ・う・かっ！　どっから顔、出してたんすかぁぁ──ッッ!?」

　マシロは思わず絶叫してしまった。

「ましろんの、足もとから顔を出してたんだけど？」

　ひとのことを驚おどろかせておいて悪びれるどころか楽しそうに笑う、アサミ子だった。

「足もとって、さっき〝床ゆか〟から顔出してたじゃないっすか！」

　そう。マシロがやってきたとき、マシロたちや寮生たちが出入りするエントランスの床から、アサミ子の首が生はえていた。ご丁てい寧ねいに血ち糊のりまでつけて、生首度をアップさせていたし。

　ぎくりとした。どきりとした。びっくらぶっこいた。

　それから、

「よいしょっと……」

　かけ声とともに床が、がこん、と持ち上がった。アサミ子の生首を中心にして左右に床がウィーンと自動ドアみたく割れた。……いつそんな仕かけを？　逆に大理石っぽい床はフェイクで、もともとそこだけ台所の床下みたくなっていたとか？

　……でも、前はそんなところなかった。てことは、今回のコレのために穴を開けたってこと？

　いや、まさか。さすがに……、いや、ありえる……！　アサミ子というひとは、そういう無む茶ちや苦茶くちやなひとだ。この三ヶ月足らずでそれを理解するのに十分あまりある言動があった。

　アサミ子は、冒頭のように、いつものようにメイド服を手に持っていた。もちろんマシロ用。

「ま、今回はこんくらいっしょ？」

　言ってアサミ子は、マシロの傍そばに近づいて肩に手を廻まわした。手つきが嫌いやらしいオヤジのようだ。酔っぱらってんの？

「んんー？　しらふですけど？」

　アサミ子が言う。

　おぅ、頭の中を読まれた。むしろ、顔に出てた。

「てか、この驚おどろかされるパターン、もしかしてつづくの……？」

　不安。もしかして、夏が近いからなのか？　ここで、涼橋スズハシ寮りようで『お化け屋や敷しき』でもやるつもりなのか？　そうなんだな!?

「これくらいでびっくりしてちゃ、これからが思いやられるわよ」

　なに言ってんだこのひと……！

　扉とびらを開けたらすぐそこに、生首が落ちていたらそりゃびっくりするさ。勝手知ったる場所へ行くときに何ど処この誰だれが、

「今日きようは、生首落ちているかもしれないから気をつけなきゃっ♪」

　なんて予想して対策を立てているんだろうか。

　誰が、メイド服を手にして、頭から血を流してる（血ち糊のり）ひとがいるなんて、想像できるんだろうか。いたら、手を挙げて名乗り出てきてください。そして、傾向と対策を自分に授けてください。よろしくお願ねがいしますっ。

　が、誰もよろしくしてくれるわきゃないので。

「さぁて、今日もお着がえしちゃいましょ～～っ♪」

　はりきった笑え顔がおで頭から血を流している（血糊）ひとに、肩を抱かれてつれていかれてしまうマシロだった。

　それから、いつもなら、マシロは自分に割り当てられた部へ屋やで着がえをすませるが、今日は、アサミ子の部屋で着がえることになった。

　アサミ子のことだ。気分で自分の部屋がいいと思ったんだろう。前にも同じようなことがあって、マシロにとっても不可解なことじゃなかった。これくらいで不信になっちゃ、アサミ子に付きあってらんない。

　そう考えると、アサミ子と毎日いっしょにいて、ワガママを全部聞いて、かつ、マシロよりももっとおもちゃにされている──萌流メグルに、

「すごいなぁ」

　と感心させられる。

　お茶をいれても、お菓子作りや料理をしても、裁さい縫ほうなどやらせてみても、センス抜群の萌流。

　マシロは密ひそかにお手本にしているところもあった。

『師匠』と呼びたいぐらいだ。

　でも、まあ、今現在、その予定は立ってない。

　どうやら、萌流には嫌われているらしいから。

　だから、

「──めぐぅとは、どう？」

　とアサミ子に訊たずねられ、どきり、となった。ぎくり、とした。

　アサミ子の生首ロウヘツドを目もく撃げきしたときとは違う。

「ああ、うん……。まあ……まあ？」

　ごまかすような言葉にならない言葉しか出てこなかった。アサミ子のほうを見られない。

「そう？」

　アサミ子の声が耳にちくりとした。それは、心の痛みだった。

「なんでそんなこと訊きくんですか？」

　なんにも、うしろめたいことなんて何も──そう思って訊ねてしまってから、マシロは、はじめて自分がうしろめたさに似たものを感じているんだと気づいた。

「べつにぃ、あのコさぁ、学校でどうしてるかな、って思っただけ」

「あんまりよく知らないんで……すいません」

「あー、学校がおんなじってだけだもんね」

「……はい、まあ」

「話さないの？」

「ええ、まあ……」

「じゃあ、ほかのみんなとも話さないの？」

　アサミ子は知っていて訊いている。そんな気がしてしまう。

「……いや、そういうワケじゃ……」

　こんなこと訊いてどうするんだ。

「ううん、なんとなくね。訊いてみたかったの」

　びくっ、とマシロはかすかに身体からだを震ふるわせた。

　まただ。

　頭の中をのぞかれたみたいにアサミ子が言った。

　やっぱり、アサミ子は、萌流メグルとの関係性を判わかってて？

　でも、なんでそんなこと言うの？

　訊いてどうるの？

　何をしろって──

「ましろんっ」

「ハイ……ッ！」

　アサミ子の声に、マシロはシャボン玉が弾はじけるみたくなった。

「……な、なんすか……？」

　目をあわせると頭の中を全部見られてしまうような気がして、マシロは伏し目がちにゆっくりと、アサミ子のほうに身体からだを向けた。

「ましろん」

　もう一度、アサミ子はマシロを呼ぶ。

「……ハイ」

　飼い主に怒られるのが判わかってる仔こ犬いぬのようになった。マシロは背中を丸める。

　すると、

「手て伝つだおうか？」

　アサミ子が言った。

「ふぇ？」

　勝手に怒られるつもりになっていたマシロは、思わず、顔をあげてアサミ子を直視した。

　ばっちり、視し線せんがあった。

　ア……ッ。

「手、止まってるわよ」

「て？」

「そっ、手よ。お手て」

「手が？」

「止まってるってば。手がね」

「止まる。あ……」

　違った。マシロは考えを読まれているんじゃないかと思ったが、アサミ子が指摘したのは、考えすぎて着がえる手が止まっていたことだった。

「着がえ難むずかしい？　アタシが着がえるの──手伝ってあげようか？」

　言って、アサミ子が、ニヤリ、頰ほお笑えんだ。

　あ……っ、そっちか。

「だ、だいじょうぶっす……！」

　マシロは慌あわてて、止まっていた手を動かしはじめた。

「あれ？　なんか、誤解した？　今日きようの衣装が気に入らなくて着たくないのかと思ったわ」

　フフフー、とアサミ子は意味があるみたいに笑う。

　さっきアサミ子と目があってしまった。頭んなかを読まれたかも……。

「フッフッフッフー」

　いっそう、意味深にアサミ子は笑う。目を細めて、じとーっと、マシロを見つめてくる。

「どうしたの、ささっと着がえて。んで、ささっとお仕事しなきゃねぇ～～？」

　なんか、楽しんでいる風ふうだ……。

「ふぁい……」

　アサミ子と勝負する気なんてさらさらないけど、「このひとに勝てる気しない」と思った。

「ま、雇い主だし」

　関係あるのかないのか、……ないか。

「フッフッフのフーっ」

　だんだん笑い方がヘンになっていく。

「あー、ほらっ、結び目がヘンになってるわよんっ♪」

「……ほぇっ？」

　音もなくアサミ子がマシロのうしろに廻まわってきた。

　マシロのメイド服、エプロンのリボンの結び目がとっちらかってぐるぐるになっていた。ふつうのリボンよりおっきくて結びにくくて、さっきから四苦八苦してようやく結べたのに、ダメだったみたいだ。

　アサミ子はダメダメなリボンを結び直してくれようとしていた。

「はいはい、こうやんないとダメよぅ。エプロンのうしろのリボンがかわいいんだから。っと、はい。できあがり、っと♪」

　アサミ子がマシロの両肩をつかんで廻れ右をさせる。

「わ、ちょっと、つーか、短ッ！」

「おー、やっぱ細くて足綺き麗れいだから、ミニが似合うわねー。ましろんっ♡」

　アサミ子は、パチパチ、拍手喝かつ采さい。

　マシロは、膝ひざよりも腰のほうが近いんじゃないだろうかというミニスカートを左手でぐいぐい下げようとする。少しでも長くならないか、コレ……。

　プラス。普ふ段だんソールがあってないような平たいスニーカーを愛用しているマシロには、ヒールが歩きにくい。

「ましろん、運動神経いいから、だいじょうぶだいじょうぶ」

　アサミ子は満足そうにメイド化の完了したマシロを、下から上へ、上から下へ、と視し線せんでナメ廻す。

　うわ、ハズィ！

　ほぼ毎日、このお着がえの儀ぎ式しきで、まずどっぷりと疲れる。涼橋スズハシ寮りようでのお手て伝つだいさんのバイトもすっかりなれたけど、やっぱ、これは恥ずかしい。

　これを着て今日きようも寮の仕事をしなきゃと思うと、いきなり気が重い。

「あら、ましろん。これもメイドさんとしての立派なお仕事よん」

　とアサミ子は、言うが。

「いったい、これがなんの仕事になるんすか……」

「決まってるわ。〝目の保養〟よっ。──特にアタシの！」

「…………ハァ？」

　なにいってんだ、このひと。かわいらしいメイド服がまったく似合ってない自分の何が何ど処こが目の保養なんかになるっていうんだろう。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。自分のポテンシャルを疑いすぎ。

「なにいってんの、ましろん！　チョーかわゆいわっ！　──ねっ、そう思うでしょ？」

　誰だれに訊きいてるんだろうと思った。

　でも、そこに、

「──……あ、あの、そのっ!?」

　何な故ぜか、

「ね、めぐぅ」

　アサミ子がウィンクする。その相手──萌流メグルがドアの前に立っていた。

「ふわっ、なんで!?」

　ドアが開いてるの!?

　そうじゃなくて、なんで、ここに萌流がいるの？

　いや逆だ！

　萌流にとっては、マシロがいるほうがめずらしいことだった。

　いつも萌流は、アサミ子にパシらされたりしているから、呼び出しがかかってなくても学校から帰ってきたら、まず用事がないかを訊ききにアサミ子の部へ屋やにやってくる。

　見られた！

　じゃないや、どうせ見られるんだから、遅いか早いかの違いだけ。問題は、いつから、萌流メグルがそこにいたか……だ！

　しかし、それを訊きく前に、

「……──ご、ゴメンッ!!」

　マシロに目をあわせようともせずに、萌流は顔を背そむけて、その場から逃げ出すように走り去ってしまった。

「ちょ、ちょっ待……っ！」

　呼び止めようとしたけど、時すでに遅し。スカートを左手で押さえながら内うち股また気味で右手を伸ばした状態でマシロはがっくりと崩れ落ちそうになった。

「……そんなヒドイんだ、コレ」

　自分のメイド服姿。見てるのもつらくて走って逃げ出すくらいなんだ。

　判わかってはいたけど、心が折れる寸前だ。

「ぜんぜん、判ってないなぁ、ましろん」

　心の声だったはずが、アサミ子が困った風ふうに言った。ぽむっ、とマシロの肩に手をやる。

「ここは追いかけるシチュエーションだったわよ、ましろん！」

　そして、なんか力説しはじめた。

「誤解からスタートするってカンジが運ア命レじゃないの！」

「……なんすか、アレって……」

「そんなのいいの！　すれ違って間違ってそれでも求めれば、つながれる。ひとは結びあうものなのよ！　ドントシンク！　フィール！」

　もう、ワケ判んない……。

「よぅし、ましろん！　とりあえず、追いかけるのよ！」

「ハァ？」

「まにあわないけど、めぐぅを追いかける風を装よそおうの！」

「な、なんでなんすか、間にあわな──」

「黙だまップ！」

「ぷ？」

「いいから、いきなさい！　アタシのましろん壱いち號ごうっ!!」

　バシン、と思いっきり背中を叩たたかれた。

「いたっ！」

　背中から全身に痛みが広がった。でも、マシロの丸まっていた背筋は、しゃんと伸びていた。

「うーん……」

　追いかける？

「追いかけなさい。雇い主としてましろんへの──要望よんっ❤」

　うれしそうだ。アサミ子は、にっこにこしている。要望ってか、業務命令じゃん。

　なにかしらよからぬことを考えられているんじゃないだろうか。

　ということは、言う通り行ってしまった萌流メグルを追いかけていくのは、アサミ子の手のひらの上で踊るようなもの……。

「まあ、いいか」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。だって、雇い主の命令だもん。

「はい、いってきまぁす……」

　ちょっと力が入らない状態だが、マシロは、ふらふらと歩きだした。

「うんうん、行くがいいわ、ましろん！」

　アサミ子が何な故ぜか諸もろ手てをあげて、バンザイで部へ屋やを出ていくマシロを見送る。

　このひと、ノリノリだ……。やっぱりなぁ。ずーんと足が重くなってきた。

「はい、元気出して！　ファイト、ましろん！　歩くな！　走れ！」

「わっかりましたーっ！」

　もうなるようになればいい。マシロは言われるがままに、小走りになってアサミ子の部屋を出た。

「よろしく、頼むわよ。ましろん。アタシの愛いとしいあのコのこと」

　マシロがいなくなった部屋でアサミ子は、そう、つぶやいた。

　萌流の『秘密』は、アサミ子の『秘密』だ。




　魔ま女じよと魔法と血をめぐる、ものがたり──




　　　　♪




　だから、もう、はじまってたんだ。




　部屋を出てみた。小走りにもなってみた。廊下というより、通路だ。ぱたぱたと走る。

　が、萌流の姿は何ど処こにもない。

「どうすりゃいいんだろ……？」

　途方に暮れそうになる。だって、このまま走っていて何かが起こるんだとしても、起こらないんだとしても、マシロにとって明るい未来は待っていなさそうだ。

　これは、〝あのひと〟──アサミ子の手のひらの上。

　仮に、萌流を見つけても、どうする？

「似合わないのにメイド服着てごめんなさいって謝あやまる？」

「──謝る必要ないよっ!!」

「きゃあっ！」

　いきなりだった。耳もとでアサミ子ばりの力説をされて、びっくりしてひっくり返りそうになった。女の子みたいな声を出してしまったのも、はずかしい。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。女の子みたいなんじゃなくて、ちゃんとした女の子です。

　女の子みたいなのに女の子じゃないのは、

「ましろん、ブチャラかわゆーっ♡♡」

　あいもかわらず学校じゃないのに（いわゆるオフ）女の子モードの忍シノブだ。

　どうやら、テンションと表情からして、マシロのメイド服をほめてくれているみたいだ。けども、まったく何語を喋しやべっているのかは理解不能。

「……いや、あの、すいません」

　萌流メグルのこともあるので、一応、謝あやまっておく。

「なんで？」

　としかし、忍は深々と首をかしげた。

「なんで、あやまるの？」

「あ、あの、その……似合ってないのに、ふらふらと、こう、小走りで……」

　何を言ってるんだか。自分で判わかってないのに、また、謝ってしまった。

「ううん！　ぜんぜんだよっ！　似合ってるよ、ものすっ………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………っごく、似合ってる！」

　すごいタメて、ほめられた。

　さすがに、ここまで言ってもらえると、少しだけ心が軽くなった気がした。

「ごめんじゃなくて、ありがとう。だよ」

「え？　あやまられるよりも、ありがとうっていってもらえるほうが、うれしくない？」

　忍が、にっこり、ほころばせる。

「……そうっすね」

　素直すなおに納得できた。

　いつもなんとなくだけれど、忍というひとは、みんなの外側も内側も、その変化を真っ先に感じ取る。そして、いっつもなんとなく、そのときに自分でも知らない『欲しい』言葉をくれることがある。

　いつも、うるさくて、迷めい惑わくなくらいなのにね。

「ましろん、めぐぅを追いかけてたの？」

「え？」

　なんで、それを知ってるんだ？

「さっき、めぐぅがあっちに走っていって、それで、次にましろんが走ってきたから」

　ああ……。なるほど。そういうことか。

「ごめんね、呼び止めちゃって」

　今さっき自分で、ごめんより、ありがとうって言ったのに、もう謝あやまってる。

　フッ、とマシロにも自然に笑えみがこぼれる。

「いいっすよ、べつに。どうせ、どっちにいったか判わかんなかったし。逆に、教えてくれて、ありがとうございました」

　ぺこりと、頭をさげた。

　うん。

　ありがとう。って言うほうも気持ちがスッとする。

「ううん、いくない！」

　忍シノブは、ぷるぷると首を左右に振る。

　いくない？　よくないってことかな？

「わたしも、お手て伝つだいするよっ！」

「え？」

　なんだか、雲行きが──

「だって、わたしも〝青春〟したい！　夕焼けに向かって、ダーってしたいっ!!」

「はいー？」

　──怪あやしくなってきた！

「いや、あのぉ？」

　早めに、誤解やらなんやらがあるんだったら解いておいたほうがいいと思った。

　特に、忍に対しては。

　が、

「それに、〝ましろん〟と〝めぐぅ〟にも仲よくなってほしいし。みんなといっしょに、青春するんだよっ♪」

　忍は笑え顔がおでそんなことを言った。青い春は置いといて。

「ましろんとめぐぅ、っていつもちょっぴり離はなれてるから」

　忍は、笑顔のあと少し表情を曇くもらせた。

　気づいていたんだ。

　それもそうか。鈍感にぶちんな自分でも「さけられてるかも」って気がついたくらいだ。人一倍、他人のことを見ている忍が気がついてないはずがない。

　なんだかんだで、このひとがいつもみんなの『中心』にいる。

　笑顔になるとき、かならず、忍といっしょにいる。

　でも、

　このときのマシロは忘れていた。

　いつも騒そう動どうが起こると、その中心にも、




　──忍シノブがいることを。




「名づけて、『ましろんとめぐぅが仲よしになるためにいろいろするんだからねっ！』大作戦そのいち！」

　長い。そんで、

「…………そのいち？」

　いっぱいあるらしい。

　忍の目がキラキラしている。

　キラッキラに輝かがやいている。

　まるで、コスプレをしているときみたいに。

「あ……ぁ？」

　物語りは、すでに、動きはじめていたんだ。




　忍は、はりきっていた。

　ものすごく、はりきろうとしていた。







　メンドーくさいことになりそうな予感しかしてこなかった。











MARSHMALLOW QUEEN - fin.
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　　　　♪




　繰くり返すが。涼橋スズハシ寮りようは、とにかく広い。

　三ヶ月弱お手て伝つだいのバイトをしているマシロは、持ち前の方向音おん痴ちもあって、いまだに油断すると簡かん単たんに迷子まいごになれる。

　そんな涼橋寮で、萌流メグルの姿を完全に見失った。捜すのはなかなか骨の折れることだ。

　萌流の出没ポイントは、マシロの知る限りだと、給仕室、調ちよう理り場ば、自室。忍シノブの情報だと、萌流は読書家で、書庫やアサミ子の書斎にもよく出入りしているとのこと。

　マシロは忍のあとにつづいて涼橋寮内を移動していた。目的地へ行く途中にある給仕室にも、寄ってみたけど、萌流の姿はなかった。

「んー、ついでだから、お茶をいれていこう」

　と、マシロは設置されたサーバーからお湯をくんで、人数分のお茶の葉っぱを入れたポットをトレイに載せ、また、忍のうしろを歩きだした。と、

「入って入ってー」

　忍ががちゃりとドアを開け、その部へ屋やの中に入っていく。

「おじゃましまーす」

　ちょこちょことくる部屋の間取りや家具の配置になれた様よう子すで、マシロもつづいた。

「で。どんなことやっちゃったの、ましろん？」

　テーブルにトレイを置いて、ソファに腰を下ろすやいなや、綺き麗れいな真っさらな純真無む垢くそのものの一点のくもりもない瞳ひとみに見つめられながら、マシロは訊たずねられた。

　悪意の微み塵じんもない表情の忍がマシロの向かいのソファに座っている。

　そんな真まっ直すぐな瞳で見つめられると、うしろめたい気分になってしまう。

　なにしろ、マシロは、

「なんにもしてないっす！」

　と胸を張って口にする自信がない。なにもしてないこともないと思うんだけど、その問題になる部分の『何をしたか』が判わからない。

「あれーっ？　じゃあ、めぐぅは、怒ってるかもしれないけど、怒ってないかもしれないかもしれないんじゃない？」

　忍が言った。

　マシロは、「そんなワケないじゃないっすか」と言おうとして、言葉を吞のみこんだ。

「だって、さけられて……る、と思うし……。怒ってないんだったら、なんなんすかねー？」

　そう、怒ってないんだったら萌流の態度はなんなんだろう、ってことになる。

　それが判らないくせに、「ごめん」なんて謝あやまって、マシロはさらに萌流を怒らせたかもしれないんだ。昼休みのことを思い出して、自分のアバウトっぷりがうらめしくなった。

　自分への落胆のため息をガマンしながら、マシロは、ティーカップをテーブルにみっつ並べて、ポットからお茶をそそいだ。濃こさが均等になるように、ひとつのカップに少しずつ。

「じゃあ、やっぱり怒らせるようなことしたんじゃないの？」

　結局、そうなんだ。そうなんだけど。

「──嫌われてるんじゃないのか」

　元も子もないことを言うひとがいた。マシロがいれたお茶のカップを口に運ぶそのひとは、学校から帰って着がえをすませた男の子バージョンの千尋チヒロだった。

「というか、おまえらは、何な故ぜ、オレの部へ屋やにいる。ノックもせずに勝手に居座って……」

「え？」

　千尋のとなりに座る忍シノブは、着がえてない女の子バージョン（いつもだけど）。この部屋にいるのが当然といったように、自分の部屋のようにくつろいでいる。忍は、自室はコスプレ衣装を作る作業部屋兼寝室で、千尋の部屋をリビングくらいに考えているんじゃないだろうか。

　忍の部屋はコスプレの衣装や作りかけの布が散乱していて足の踏み場がない。千尋に追い出されない限り、たいがいこの部屋にいる。忍いわく、

「なんか居い心ごこ地ちがいいの」

　ということらしい。マシロも忍が千尋のところにいるのがデフォルトだと思っていたので、なんの疑問もなく忍についていった。しかも、たまに勉強を見てもらうこともあるマシロも、この部屋になじんでしまっていた。

「あと、マシロ。……脚あし……」

　千尋がマシロからあえて視し線せんを外はずした。気のせい？

　ん？　あし？

「あ……っ！　すいません……！」

　それに気づいてマシロが謝あやまった。気がゆるんでいたワケじゃないんだろうけど、脚が微妙にオープン気味になっちゃってた。今、ミニのメイド服だっていうのに……。

　男所帯で生活しているせいで、こういう普通の女の子が気をつかえるところで、抜けてしまうのがマシロだったりする。

　忍はきょとんとしていた。マシロがスカートの裾すそをぐいぐいやっているのを見て、

「ああ、ましろん。気をつけなきゃねっ」

　と言って、微ほほ笑えんだ。哀かなしいかな、忍のほうが女の子っぽい。

　千尋も判わかっているのか、それ以上は、マシロに何も言わなかった。ノックなしで部屋へ入ってきたことも、忍とマシロの会話を途中から聞かされたことも。かわりに、

「もう少し、濃いほうが好みだ」

　そう言った。お茶のカップに口をつけてからなので、つまりはマシロに対する注文だ。

「勉強しまぁす……」

　萌流メグルのいれてくれるお茶にはまだまだ追いつけそうにないなぁ。しゅんとなった。

「ましろんがいれてくれるお茶もおいしいよ？　そういう意味でしょ、チヒロっ」

　としかし、忍シノブがフォローを入れてくれた。

「そんなことは言ってないさ。不ま味ずくはないが」

　マシロが千尋チヒロを見ると、ごまかすように視し線せんをはずした。

　忍は、にっこりと微ほほ笑えむ。さっき千尋がいった言葉がマシロに対するイヤミじゃなくて、励ましのようなものだったというように。

　マシロは、自分自身に対して悲ひ観かん的てきかつ否定的なところがある。今もそうだった。

　千尋はマシロのいれたお茶を「うまくない」と否定したワケじゃない。ただ、自分の好みを言ったにすぎない。

「今度はもうちょっと濃こいめにしますね、メガネさん」

　忍の笑え顔がおにうながされ、マシロはそう言った。

「誰だれがメガネだ。かけてないだろう、かけて」

　いつものやりとり。

「めぐぅとも、こうやってたのしくなれればいんだよねっ」

　忍が言った。

　たしかに、そうかもしれない。でもさ。

「そうっすね」と、短く軽くいつものマシロの調ちよう子しで言えたらよかったのに、マシロはそんな短い言葉を喉のどの奥のほうで引っかけて声に出せなかった。

　自分がそれを言っていいんだろうか。マシロは、考えてしまう。

　自分じゃない誰かが言ったほうがいい。そう、思ってしまう。

「だいじょうぶっ！」

　だけど、忍はそう言う。自信満々で。何ど処こからわいてくるんだろうか。

「ましろん、カワイイしキュートだしラヴリーしいい子だもん！　きっと、めぐぅはお子ちゃまだから、ましろんの魅み力りよくに気づいてないだけだと思うんだっ」

「は、はぁ……？」

　マシロは、曖あい昧まいにしか返せなかった。

「ましろんの魅力をたっぷりぶつけちゃおう！　そしたら、めぐぅもめろんめろんっになっちゃうよっ！」

　いったい何を根拠にそんなことを言うんだろうか。

「だいじょうぶだいじょうぶ、わたしが手て伝つだうからっ！」

　同じ言葉を二度繰くり返されると、何な故ぜか、ぐっと信しん憑ぴよう性せいが薄うすれる。心配になる。

「ほらほら、チヒロも手伝うっていってるよ？」

「誰だれがそんなこと言った……」

　話には参加せず、ビジネス書に視し線せんを落としていた千尋チヒロは迷めい惑わくそうにつぶやいた。ゆっくりと顔を上げて、となりの忍シノブに目を向ける。

　メガネをかけてないのにメガネをかけてるっぽいあの目だっ！

　この冷ややかな視線に耐えられるひとは少ない。が、目の前にいる忍こそが、その数少ないひとり。あと、マシロが知っているのは、アサミ子と生徒会長＆副会長。

　忍はひるむこともなく、むしろ、千尋に顔を近づけていく。

「あれ、手て伝つだわないの？」

「手伝わないとは言ってない」

「じゃあ、そういうことでしょ！」

「……顔が近いんだよ」
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　忍がどんどん近づいてくるので逆に、千尋が音ねを上げてしまった。忍はテンションが上がってくるとすぐに誰かに抱きついたり密着したりする。スキンシップの激はげしいひとだ。しかも、不ふ思し議ぎとあまり嫌いやな気分にはならなかったりする。ただし──

「だから、くっつくなと言っているんだ……ッ」

　あんまり密着されると、千尋は迷惑そうな顔になる。手で千尋を押さえようとするが、それをかいくぐって、

「がんばろーねっ！」

　とか、ぐいぐい抱きつこうとしている。

　うーん。傍はた目めには、ものすごい美女と美男子がいちゃいちゃしている風ふうで、マシロは、

「……なんか、目のやり場に困る……」

　ちょっと視し線せんをそらしてしまう。

「よーしっ、『ましろんとめぐぅを仲良くさせちゃう大作戦』ギガント開始フアイヤーだよっ！」

　拳こぶしを突き上げ、盛り上がる忍シノブ。てか、何語？

「……う、ぅーん」

　マシロは、忍のテンションがもりもり上がるほど、申もうし訳わけないけど、不安を感じてしまう。

　このままでいいんだろうか。

　忍は気にせず、勝手に話を進めていく。当事者のマシロも、軽く置いてけぼりで。しかも。

　なんか、ちょっとずつだけど、話が膨ふくらんでいってやしないか……？

　マシロだけの問題だったはずが、忍が加わり千尋チヒロも加わった。

　萌流メグルのことで正直、マシロに手をさしのべて、行く末をナビゲートしてくれようとしているのは、感かん謝しやすべきことだ。じゃなきゃ、マシロは完全に路頭に迷っていた。でも。

「あ、そうだっ！　ひなっちかなっちも呼んでこようっ！」

　忍が、ぱちんっ、と手をあわせて立ち上がった。

「あ、あの、え……？」

　そんな、べつにいいんですけど……！

　てか、また、巻きこむ他ひ人とを増やしてしまいますッ！

「……って、いっちゃった……っ」

　呼び止める間まもなく、忍はさっくりと部へ屋やを出ていってしまった。しっかりと閉まってなかった出入り口のドアの隙すき間まから、

「ひなっち～っ、起きてたら、かなっちも～～。ちょっといい？」

　とか、騒さわがしく忍が陽ヒ向ナ花カ向ナの部屋に向かって呼びかけているのが聞こえる。千尋の部屋と同様にノックせずに入ろうとしたが、カギがしまっているらしく、ドアのノブをがちゃがちゃする音が聞こえてきた。

「……この時間だと、陽ひな向つちも花カ向ナも寝てるんじゃないかな……」

　マシロはつぶやきながらうなだれた。

　一日中眠そう（てゆうか、学校でも寝てる）な陽向ヒナタが涼橋スズハシ寮りように帰ってきてまずすることといえば──寝ることだ。夕飯には起きてくるけど、陽向には寝てるか、うつらうつらしてるか、何か口にほうばってるイメージしかない。

　まあ、とりあえず、今回は、巻きこむ他人を増やさなくてすんだみたいだ。

「ふぅー……」

　ため息というより深呼吸をして、マシロは顔を上げた。

「今は寝ているだろうが、どうせ夜には顔をあわせるんだ。忍シノブが、おまえとメグルのことに陽向花向ふたりを巻きこむのも時間の問題だぞ」

　としかし、手もとの本に視し線せんを落とす姿勢に戻っている千尋チヒロが、独り言のようにつぶやいた。

　マシロの考えていることなんてお見通され。

「……う、やっぱ、そうなるんすね……」

「なるんじゃないか。たぶんな」

　たぶん、と付け加えた千尋だったが、それが申もうし訳わけ程度のことだとマシロも判わかっていた。

　そうなる。ってことだ。

「うーん……」

　なんか、こう、申し訳ないかんじでいっぱいになる。これは自分のことなのに。忍ががんばってくれていることに対して、ちょっと『面めん倒どうだなぁ』くらいに思っている自分もいる。そんな自分自身が腹立たしくて歯がゆい。かといって、ひとりだと何をしたらいいのか判らなかった。

　ゆだねるべきなの？

　でも、これって、やっぱ自分のことだし。このままでいいんだろうか。

　自分でいれたお茶に口もつけず、マシロは、うなだれるように考えこんでいた。

　頭の中で、自分と自分がせめぎあっている。けど、自分のこととなると急に、

「ま、いっか……っ」

　──アバウトになる。ひとまず考えるのは、やめにしよう。これからバイトもやんなきゃだし、帰ったら勉強しなくちゃ。あ、今のうちに、メガネさんに判んないとこ訊きいておこっかなぁ、って、そうだ。バイト中だってば。じゃあ、帰りかなぁ。

　なんて、マシロは、さめはじめたティーカップを手に取って、口に運んでいった。

「……んー、まだまだだなぁ」

　いろんな意味で。

　そんなマシロの様よう子すを千尋が本から目を外はずし、横目で見ていた。

「他人のことになると必死なくせに、自分のことだとひどく無気力になるのか……。つくづく、変わっているな……」

　口の中でつぶやいた科白せりふは、声には鳴らず、

「あれかなー。もうちょっとお茶っ葉を蒸むらす時間長いんだっけかなぁ」

　お茶の予習復習モードになっているマシロの耳にも当然、届いていなかった。

「マシロ、脚あし……っ」

「……あ？」




　　　　♪




　涼橋スズハシ萌流メグルは、聖アンジェリカ女学院では、有名人だ。

　入学して三ヶ月たらずだが、人気も抜群。文化祭のイベント『男役＆娘役』のトップを決めるコンテストで、娘役のトップに選ばれるのは既定路ろ線せんとされているほどだった。

「萌流さまは、恥ずかしがりやでいらっしゃいますから」

「そうですね。人見知りが激はげしいとお聞きしています」

「朝、声をお掛けしても、ほかの薔ば薇らの団の方と違って、お応こたえになりませんでしたわ」

「でも、最近少しずつですけど、ごく稀まれに、手を振り返してくださることもあるんですの」

「まあ、それはとても幸運でしたわね」

「うらやましいことですわ～～」

「うらやましいことですわ～～」

　聖アンジェリカ女学院中等部の生徒たちの萌流に対する印象はこんなカンジだ。萌流の一見したところの『人見知り』っぷりや、それによる、ほかの生徒たちやファンに対するよそよそしい態度も、

「萌流さまが恥ずかしがっていらっしゃいますわっ。なんて、可か愛わいらしいのでしょう～～♡」

　とか、逆に好意的に見られているよう。

　普通なら「何様のつもりですのっ？　無ぶ愛あい想そうな娘こっ！」と否定的に取られかねないが、そこはさすがに全国から選えりすぐりのお嬢じようさまたちが集つどう由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院。入学してから現在にいたるまで、萌流のイメージはかねがね良好だった。

　そのあたりは、ほかの薔薇の団または涼橋スズハシ寮りようのメンバーと同じ。生徒たちから羨せん望ぼうの眼まな差ざしをたっぷりと注がれている。

　そして、ほかのメンバーと同様に知られてはいけない『秘密』を持っている。もちろん聖アンジェリカ女学院の生徒たちは秘密を知らない。知られてはいけない。生徒たちの中で唯一、秘密を知っているのが、水田ミズタマシロ。それもほかのメンバーと同じ。

　でも、萌流がほかのメンバーと違うのは、ただひとつ、そのマシロを──さけているということだった。




　さけてはいるが、マシロも萌流も学校が同じで、所属する部活動もいっしょで、涼橋寮ではお手て伝つだいと寮生の関係。どうやったって顔を合わせずにはいられないし、空間も時間も共有せざるをえない。

　そんなワケで、今日きようもいっしょだ。

　しかも……、

「いやー、きょうはー、あれだねー、梅つ雨ゆだねー」

「……ああ」

「……すぅ……すぅ……、んー……？」

　ただいま、絶ぜつ賛さん、ぎくしゃく中でござりまする……！

　昼休みの『ばらの団。』部室。いつものようにメンバー勢せい揃ぞろいで、いつものようにくつろいだりしているはずだった。が、

　マシロが「うぃーっす」といつもようにノックもせずにドアを開けたところからすでに、いつものような空気感じゃなくなっていた。

「ましろ～ん、おっはいよぅん」

　忍シノブは、ハハハハッと硬い笑えみを浮かべながら何な故ぜか棚に並べられたコスプレ生き地じ用ようの布をあっちとこっち、こっちとそっちに、とめちゃくちゃに入れかえている。このひとがよく判わからないのはいつものことなんだけれども。

　千尋チヒロもいつもなら「ノックをしろ」とかなんとか言ってメガネじゃないのにメガネっぽい雰囲気をひしひしと感じさせるキリリとした視し線せんを送ってくるんだけれども。

「くー……すー……、んー……？」

　陽向ヒナタが寝ているのと起きているののはざまで揺れ動いている。まあ、いつものことなんだけれども──なんか、みんな、浮き足立ってるような……？

　こんな空気になったのは、マシロが部室に現れてからだった。

　その瞬しゆん間かん、みんな、特に忍に緊きん張ちようが走った。それが周りにどんどん感染して、さすがのマシロでもすぐに気づいたほどの妙な空気をかもし出すことに大成功した。

　そんな成功、誰だれも望んでなかったんだけどね……！

　特に、マシロと、もうひとりは。

「…………っ」

　猫背でちいさな身体からだをよりちっちゃく見せている──萌流メグルがひっそりこっそり息を殺すようにして、いつものちっちゃなキッチンスペースでお茶の用意をしていた。

　丸まった背中に、この妙ちくりんな雰囲気をしっかりと感じているのか、忍のが伝う染つったのか、動きがぎこちない。

「あぅ……！」

　カップを温めるためのお湯をなみなみと注いで、溢あふれさせたりしそうになったり。

「……なんだ、どうしたんだ……みんな」

　誰にも聞こえないような声でつぶやいて、マシロは、気づいた。この空気の原因は自分だ。

　忍たちは、マシロと萌流が同じ空間にいることに気をつかってないフリをするところに気をつかっているというミラクルわけ判らない状態。みんな、いつも通りを意い識しきしてすぎて、逆に、まったく不自然になってる。

「こういうのもあるのかぁ……」

　マシロはやはり、自分のことにみんなを巻きこむことに気が引けていた。萌流メグルのことは、ちょっとは気にしないといけないとは思うが、それはマシロだけの事情だ。

　みんなは、萌流の存在を意い識しきしなきゃいけないような関係じゃないはずで、それだと、いつも通りじゃない。自分のせいで、誰だれかの〝何か〟を変えてしまう。マシロはそれを望んでない。

　しかし、望む望まないにしろ、状況は昨日きのうとはすでに違っていた。みんなの意識の中に、マシロと萌流のことがある。

　萌流が、これに気づくのも「時間の問題だ」というやつ。実際、萌流はもう肌にこの妙ちくりんな空気を感じてしまっているんだから。

　昨日、忍シノブが盛り上がって『大作戦』とかなんとかいってたけど、このぎくしゃくした空間が、その大作戦なのか。

　じゃあ、

「作戦失敗してんじゃないの……もう!?」

　マシロは、力なく肩を落として陽向ヒナタがうつらうつらしているソファに腰を下ろした。

　ソファの前のローテーブルにはすでに、お茶うけが置かれてある。テーブルの中央にどでんと常備された小型のバスケットには、うまい棒やらビッグチョコバーやらの駄だ菓が子し系から、ポテチやらポッキーやらのチョコ＆スナックのスタンダードがたっぷりと詰めこまれてあった。

　マシロもみんなもなにげなくつまんでいるが、この補充も全部、萌流がやってくれている。

「アサちゃんのついでだから」

　そう言って、嫌いやな顔ひとつしないで、お菓子の用意もお茶の用意もしてくれる。

「……はい、今日きようのお茶うけ甘いやつだから、お茶はストレートにしてみた」

　と、萌流がトレイに載せてお茶を運んできた。

「あー、お茶だねー。こういう日はお茶がのみたいと思っていたところだよ～～っ」

　忍が判わかるようで判らない科白せりふを口にしながら、布棚から離はなれてソファに座る。

　千尋チヒロは、膝ひざの上にモバイルＰＣ置いて、いつものクールな表情でモニターを見つめている。忍と違って、マシロが部へ屋やにきたときよりも落ち着いてきたみたいだ。

　萌流はあまりみんなと目を合わせないようにしているのか、登校中や教室にいるときみたく、少しうつむき加減で、テーブルにカップを並べる。

「わー、お茶だー。これがのみたかったんだー。オレンジペコーっ♪」

　萌流がカップにお茶を注ぐと、忍が大おお袈げ裟さに手を叩たたいてはしゃいだ。

「……ペコーじゃなくて……ふつうの、アールグレイなんだけど……」

　としかし、萌流が気まずそうにぽつりと修正する。

「莫ば迦かが、調ちよう子しに乗りすぎだ」

　口には出さなかったが、千尋のメガネをかけてないけどしているように見えるメガネの奥の瞳ひとみが、チクリ、忍シノブに視し線せんを突き刺さす。

　そして、




　……沈ちん黙もく。




　おぅぅ……、き、気まずいっす……。

　その間、黙だまって萌流メグルは、みんなのカップにお茶を注いでいった。

　もちろん、マシロのカップにも。

「…………」

「…………」

　もちろん、ふたりとも無言だった。でも、マシロは、沈黙のせいにして押しこめてしまいそうになった『言葉』を引っ張り出してきた。

「……ありがと……」

　マシロは、お礼をちゃんと言いたかった。それだけ。あたりまえのことだから、あたりまえに響ひびいた。だからこそ、妙な雰囲気の中でも、素直すなおに、心の壁かべを越えて萌流に届いた。

「…………ううんっ」

　ちっちゃく言って、萌流は、ちゃっちゃく首を振った。否定じゃなくて、「べつにいつものことじゃないか」そんな風ふうな意味としてマシロは受け取った。

　これは、そういうことでいいんだよね？

　でもやっぱり自信がなくて、目が泳いでしまった。

　と、

「うんうんっ♪」

　向かいのソファで忍がすごくうれしそうに、らんらんと瞳ひとみを煌きらめかせているのが見えた。

　ああ、よかったのかな？

　マシロの意図とは違うが、この短いひと言で、空気がやわらいだ。張り詰めていたものが薄うすらぎ、

「じゃあ、いただいちゃいますかぁ♡」

　忍が言って、アフタヌーンのティータイムがはじまった。

　えーっと、今日きようのおやつはなにかなぁ？

　なんだかんだいって、かなりこの時間がたのしみになりつつあるマシロ。萌流が並べてくれた四角いお皿には、白いパウダーが振りかけられた、まるっこい茶ちや色いろい物体がふたつ載せられていた。

「……んー、チョコのパン？」

　心の声がダダ漏れになったいたのか、誰だれかがクスッと笑ったような気がした。

　いや、気のせいじゃなかった。

　アールグレイを口に運びながら一いつ瞬しゆん、千尋チヒロと目があった。視し線せんはすぐに流れて、何もない壁かべを向いたが、涼しい目もとは、やっぱり笑っていた。そのとなりの忍シノブはニコニコしていて、マシロのとなりの陽向ヒナタはいちごポッキーを手にしたまま、うつらうつらしている。となりのとなり、萌流メグルはうつむいていて表情は判わからなかった。

　んー？　メガネさん、なんで笑ったんすか……？

　疑問。でも、すぐにその答えは判った。

　ぜんぜんパンじゃなかった。

「……あの、その……パンじゃなくて……フォンダンショコラってゆうんだ、コレ」

　と、萌流が言った。

　その可か愛わいらしい声は、申もうし訳わけなさそうにしているようにも、マシロに対する軽い抗こう議ぎのようにも聞こえた。意い識しきしなければなんてことない科白せりふだったんだろうけど。

　気にしすぎだ。マシロも、みんなもちょっと敏感になりすぎているのか、今の萌流の発言だけで、また、空気が締しめつけられそうになった。

　けれど、萌流は、そんなつもりはなかった。

「フォンダンショコラは、まあ、ケーキのひとつって思ってもらえれば……」

　一般庶民で、おやつと言ったら団だん子ごなイキオイのマシロを小こ馬ば鹿かにするでもなく、萌流は今日きようのお茶うけの説明をしてくれる。

　マシロの目の前にある四角い皿の上のまるっこい茶ちや色いろいのは、フォンダンショコラってゆうチョコケーキの種類らしい。

「いっただっきまぁすっ♡」

　表情をゆるゆるにして、忍がフォンダンショコラにスプーンを伸ばしたのを見て、

「ほぇー……」

　なんで、ケーキなのにフォークじゃなくて、スプーンなんだろ？　いや、逆にうちがケーキを食べるときフォークなのがおかしいのか!?　とか自問自答しつつも、忍にならって、自分のまるっこい茶色いひとつをスプーンで割ってみた。

　すると、

　サクッ、とした感覚が金属を通じて、指ゆび尖さきに伝わってきた。硬くもなくやわらかくもない。

「……ん、おお……っ！」

　そして、フォークを入れてから、やや間があって、ケーキの中から溶けたチョコレートが、とろぉ～り、出てきた。

　それは、財宝が眠る扉とびらを開けた冒険者のような感動的な光景だった。

　フォークじゃなくて、スプーンだったのは、コレだからだっ！

　さらに、マシロの感動は上書きされる。

「ひとつは、さっきオーブンで軽く温めたあったかいやつで、もうひとつは、冷やしておいたつめたいやつだよ」

　萌流メグルが言った。

「ほんとにっ？　これがホントの一度で二度おいしかろうってやつだねぇっ♡♡」

　正解だけど微妙に語尾が違う。忍シノブは、しあわせな悲鳴を上げた。

　マシロも、そう思った。

「とろとろぉ……っ」

　最初のひと口。あったかいやつだった。

　口の中で、もふもふっとしたチョコ生き地じととろっとろのチョコ。もう、いっしょに身体からだ中の骨も溶けて、とろんとろんになりそうだ。

　あんまぁい！

「んじゃ、こっちが……」

　つめたいやつだ。

　カリカリのサクサクの生地と、ひんやりとしたチョコが口の中で溶けていく。あったかいやつよりちょっとビターなカンジだけど、溶けるとあまさが広がっていく。こっちも、




　──おぃしぃぃぃぃっ！




　もしかして、これが、

「お、オトナの味ってやつ……！」

　ふふふ。イケナイかんじ？　オトナの階段をのぼっちゃいました？

　水ミズ田たマシロ。十三歳。中二。保ほ護ご者しやに内ない緒しよでオトナになっちゃいましたっ。てへっ❤

　また、クスッと千尋チヒロが鼻で笑ったような気がしたが、知りませんっ！

　だって、

「おいしいねぇ♡」

　忍が目を細める。

「おいしいっすねぇ。しあわせが溶けて身体に染み渡ってくみたい……っ」

　マシロも、ほわほわ～～んとしあわせな味に目め尻じりを下げた。

　でも、なんでだろう。このかんじ。

　はじめて食べたのに、なんだか、懐なつかしいんだ。

　と、

「いつもみたいに、アサちゃんのリクエストで『名店の味を再現して』とか言われたんじゃないんだ、コレ」

　萌流がこのフォンダンショコラについて話をはじめた。

「フォンダンショコラは父とうさんが大好きで、昔からよく母かあさんが作ってくれてた。母さんは、おばあさん、えっと、父さんのほうのおばあさんから作り方を教わったっていってたから、これって、ようは──」

「おふくろの味ってやつだねっ♪」

　忍シノブが思いついて手のひらを打つと、萌流メグルは、気恥ずかしそうにしながら、

「……うんっ」

　こくん、首をちいさく縦たてに振った。

　そうか。だから、懐なつかしいようなそんな味がしたんだ。

　家庭の味といえば、味み噌そ汁しるとかカレーとかそういうのが思いつきそうなんだけど。ハイソなニオイがプンプンする薔ば薇らの団メンバーは、こんな部分までいちいち洒落しやれている。

　お母さんの味かぁ。自分の場合だと、何になるんだろう。ふと考えた。けど、すぐにマシロはやめた。いろいろ思い出して、哀かなしい気持ちになってしまいそうだったからだ。マシロにとって思い出したくない過去というワケじゃなかったが、とりあえず、今はいいや。

　こんなにしあわせな味に哀しい気分をブレンドしたくないんだよ？

　今は夢ゆめ心ごこ地ちでいさせてほしい。ちょっとくらいなら、いいよね。

　つめたかったり、あったかかったり。

　カリカリだったり、もふもふだったり。

　とろーり、とろとろ。

　宝箱をあけたみたいに、わくわくしてしまった。

「なんか、やっぱ、こういうのって──魔ま法ほうみたいだなぁ……」

　あまぁいお菓子には、魔法が宿っているのかもしれないなぁ。そんな風ふうに思ってマシロは、なにげなくまたその単語を口にした。それと気づかずに。

「──……そんなんじゃ、ないよ……っ」

　かすかに震ふるえた声で、萌流が言った。

　ぴきんっ、と刹せつ那なに部室内の空気が凍りついた。今度のは、意い識しきをしすぎなくても判わかる。

　千尋はゆっくりと視し線せんを向け、忍は、「え、えっとぉ……」と目を泳がせた。

　萌流の様よう子すが変化した。そのことに敏感になっていたマシロは、

「……ごめ……あ……っ！」

　何も考えずにとりあえずあやまろうとして、慌あわてて、両手で口をおおった。

　──ば、バカッ！　自分、昨日きのうと同じこと繰くり返してどうすんのっ!?

　ピクリと萌流はマシロに、何かを言いたげに唇を何度か空から廻まわりさせる。

「……んだ……っ」

「え……めぐぅ、なに？」

　萌流がつぶやいたことを忍が訊きき返す。

「……なんでもないよ……っ」

　としかし、萌流メグルは唇をぎゅっと結んで、それ以上は何も言わなかった。

　そのあと、長い沈ちん黙もくが流れた。

　長かった分、マシロも長いこと、

「……………………………………ッ!?」

　あ、忘れてた。

　自分で口を塞ふさいでいたのを。そんで、息をするのを……忘れてた。

「……ぷ、ップハー！　死ぬっ！」

　もうちょっとで、ゴートゥヘヴンするとこだった。

「何をしているんだ、おまえは……まったく」

　こんな空気でよくおちゃらけていられるな。千尋チヒロの冷たいメガネじゃないけどメガネな視し線せんが、マシロに投げかけられる。

　ご、ごめんなさい……。

　と口に出して謝あやまれば、今はよけいにこじれそうだった。マシロは、ちいさくなって反省した。

「は、はいっ、あ、じゃあっ！　お茶のおかわりもらえる。めぐーっ？」

　とりつくろって忍シノブが言う。じゃあ、ってなんだよ。とか思ったが、誰だれもつっこまなかった。忍の言動に誰もツッコミを入れないなんて、珍しい。それだけ、空気がこじれてややこしくなりつつあった。

　それがひしひしと伝わっていただろうけど、

「あ、うん……っ」

　萌流は、素直すなおにうなずいて、カラになったティーポッドを手にソファから立ち上がった。

　ミニキッチンで、さっきお湯を沸かしたケトルに水を足して、コンロの火にかける。

「……なんだか、さっきはあまかったのに……ほろ苦にがくかんじる……」

　間まがもたず、口に運んだフォンダンショコラ。ビターチョコの苦みが口に残った。

　マシロのとなりでは、陽向ヒナタがしあわせそうな寝息を立てていた。でも、

「……ちゃんと、食べ終わってるしっ」

　うつらうつらしていたくせに、陽向の分のショコラが失なくなっている。

　ほかの誰かが食べたとかじゃない。陽向の口のところに、確かく実じつに食した跡が残っていた。

　お湯が沸くのに少し時間があってソファに戻ってきた萌流もそれに気づいた。ふっと、萌流の肩から力が抜ける。やれやれと、萌流はテーブル横に置いてあったウェットティッシュを手に取った。

「ひなっち、口にチョコついてるよ」

　と言っても陽向はどうせ起きない。萌流は、ティッシュで陽向の口をぬぐった。
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　なんともかいがいしい。さすがマシロがお手て伝つだいさんの『師匠』と仰あおぐだけある。

　こういうのが、自然にできればいいんだけど。

　マシロはそう思った。

　萌流メグルが陽ヒ向ナ花カ向ナに対してそうなように。マシロが陽向花向に対してそうなように。

　自然に接することができればいいのに。

　マシロも、そして、萌流もそう思っていた。

　また、マシロも萌流も、どうしたらいいのか判わからない。

　どれが正解でどれが間違いなのか。

　本当は、正解も不正解もないことに気づかないまま、今日きようまできてしまった。

　その日、マシロも、萌流も、忍シノブたちも、それに気がついたんだった。

「なんだか、めぐぅ、お母かあさんみたいだねっ」

　忍がにんまり微ほほ笑えむ。陽向ヒナタの〝のんき〟のおかげか、空気がフォンダンショコラのチョコみたく溶けていた。

「そ、そんな、そんなことないし……っ」

　はずかしそうに頰ほおを紅あかくして、萌流はうつむいてしまった。でも、陽向の口を拭ふく手は止まらずに、ちゃんと動いている。

　忍の言ったことに怒ってるんじゃない。ただ、はずかしがっている。

　ようは、萌流という子は、感情を表現するのが得意じゃないんだ。こういうときどうしたらいいか、判わからないだけで。

　マシロも同じ。なんとなく似ているのかも。

「似てる……？　──ハッ、そうなんだっつ！」

　そして、台風の目こと歩く事件ホイホイこと『ましろんとめぐぅをがっつり仲よくさせちゃう大作戦』立案者にして作戦司令官が、またしても、思いついた。

「だっつ……!?」

　不ふ思し議ぎな忍シノブ語ごが飛び出て、マシロの忘れかけていた不安が〝どっつ〟と蘇よみがえってきた。

「よしっ」

　ぽむっ、と忍が手て鼓つづみを打つ。その綺き麗れいな瞳ひとみが、マシロをとらえる。

「…………ッ」

　なんすか!?

「ベリィベリィグッなこと、思いついたんだのんっ！」

　とてもネイティブな英語の発音で、忍は、自信満々にうなずいた。

「……だ、だのん……!?」

　逆に、マシロの不安は増すばっかりだった。




　そして、同じく萌流メグルも、忍の笑え顔がおに悪い予感を覚えていた。




　　　　♪




　電話が鳴った。古くて耳に懐なつかしい、りんりんとベルが鳴る。

「はいはい、もしもしー？」

　真っ白くて赫あかい目のうさぎを抱きかかえた明あっ軽かるいその人物は、オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスでアンティーク調ちようの電話の受話器を手に取った。

　受話器の向こう側からは、その人物──アサミ子によく似た声が聴きこえてきた。

「あっらー、姉ねえさんっ。こんな時間にどうしたの？　そっち、まだ陽ひも昇ってないんじゃない。身重でしかも、ふたつも命を抱えてるってのに大丈夫っ？」

　アサミ子はちらり横目に壁かべの古ふる時計どけいに目をやる。時刻は、午後〇時を過ぎたころ。電話相手の『姉』が現在暮らしているドイツとの時差八時間。向こうはまだ午前四時だ。よほど緊きん急きゆうなのか、しかし、声はそれほど焦あせってるようじゃない。気持ちを抑おさえるような口調だが。

「めぐぅなら今、学校だけど、ってそんなの判ってるわよねぇ。それもあるけど？　え？　アタシのこと？　──ああ、協会か。まあ、一応、行ってきたけど。べつにぃ、とくに何かあるワケじゃないし。あのひとたち、アタシのこと自分たちの配下に置いていればそれで安心してられるんじゃないの？　どうせ、『魔ま女じよ』や『魔法使い』なんていったって、名ばかりなんだし」

　腕の中の赫あかい眼のうさぎの額ひたいをくすぐると「くぅくぅ」と気持ちよさそうに啼ないた。

「……へ？　だから？　いやいやいやいやいやいやいや、アタシは大丈夫だっていつも言ってるでしょ。面めん倒どうにならない程度に、『はいはい』ゆっとけばあっちは納得するんだし、姉ねえさんが気にすることなんてないんだってば」

　姉は何ど処こからかアサミ子が所属する『協会』に呼び出されたことを聞きつけたらしい。連絡するのをガマンしていたが、結局、寝つけずに早朝に目が覚め電話してきたという。

　歳としが離はなれているせいか、オトナになってずいぶんと経たつはずの妹への過か保ほ護ごっぷりは今も変わっていない。

　まだ中学生の自分の子供を、ひょいと単身海外へ移住させてしまうのはいいのかと思うが、それはそれできっとずいぶん頭を悩ませたに違いない。

　でも、それが子供にとってベストだと選せん択たくできたからこそ、そして、妹のアサミ子を信頼したからこそ、子供をあずけることにした。だとしたら、アサミ子にしてみればうれしいことだ。まあ、大役だけれど。

「アタシは大丈夫。そうそう。メグルも今がんばってるから。ううん、アタシは何もしてない。それは姉さんも望んでいたことじゃない？　メグルが自分で学んで成長してほしいってさ。あ、でも、ただ見てるってワケでもないんだぁ。ふふふふー、いろいろおもしろい……じゃなくて、仕掛けリーサルウエポンを投入……でもなくてッ。ええっ、と、なんでもないっ」

　とりあえず、ちょっとばかりおもしろがっていることはナイショにしておこう。

「あははっ、不安そうな声出さないでよぉ。そうねぇ、おそかれはやかれ、メグルは自分の『血』の運命と向き合うことにはなってたろうし。それが判わかっていたからこそ、あのコだけは、ひとりで生きられるようにいろんなこと教えたんでしょ？　あ、え？　普通に楽したかったからって？　アハハハハ、さすがアタシの姉さんだわっ♪　ねー、あのコほんといいメイドさんよ。もちろん、アタシ専用のっ」

　受話器の向こうからも、やっと笑い声が聴きこえてきた。この姉にしてこの妹ありだ。

　それに、笑い声が耳によく馴な染じむ。アサミ子にいつも笑え顔がおをくれた声。

「ただ、あのコ、真ま面じ目めすぎるから。そこらへんちょっと姉さんに似てるよね。あ、でも、女の子の格好とかかなり抵抗あるところは違うわね。姉さんが男の子だったら嬉き々きとしてやってたもんね。そうそう、まあ、アタシもだけどさ。フフフ、でも、メグルもきっと大丈夫。信じてるの、あのコのこと。姉さんももちろんそうでしょう？」

　そんなのは訊きかなくても判わかってるけど。

「姉さん、メグルのこと心配だと思うけど、でも、ありがとう。あのコをこっちに……アタシの傍そばに置かせてくれて──」

　あのコは、アタシのために生まれてきたんだから。




　それは、アサミ子と萌流メグルの〝血の運命〟が結ぶ、もうひとつの『秘密』だった。




　　　　♪




「──母かあさんから電話あったの？」

　学校から帰ってきた萌流が、アサミ子に『今日きようの用事パシリ』を訊たずねにきた。アサミ子は、姉から、つまり萌流の母親から連絡があったことを知らせた。

「元気にやってるかーってさ」

　本当は自分のことを心配されたが、萌流にそれを言ってもしょうがない。むしろ、ただでさえ頭の痛い問題を抱えている萌流に、余計な心配をさせるだけになる。

　最近は、自分の『秘密』のことだけじゃなくて、寮りよう生せいたちとの関係にも悩んでいるみたいだ。

　そう、水田ミズタマシロという〝女の子〟のことで。

「元気……かなぁ、まあ、健康は健康だよ。ここしばらく『アレ』も出てないし……」

　萌流は言って、アサミ子の部へ屋やに入ると持ってきていた分厚い書物を本棚に仕し舞まいこんだ。何も言わずに、ということは、その分厚いのには萌流の『秘密』を解決する答えはなかったらしい。いや、ここにある本に書いてあることに、答えはない。

　アサミ子はそれを知っていたが、萌流には教えなかった。それは、見つけるモノだから。

「姉ねえさんには、そう伝えといた」

　アサミ子が萌流に声をかける。

「ありがと。でも、メールは毎日してるんだけど、母さんどうして電話してきたんだろ？」

「ああ、それね。アタシのほうにも用があったから」

　アサミ子がそう言うと、「そっか」と萌流は納得して、棚に戻したのとは違うこれも分厚い書物に手を伸ばす。背が足りずに届かない。

「あらら～～ん、めぐぅ。かわいぃったらもぅ！」

　一いつ生しよう懸けん命めいな萌流のうしろ姿に萌もだえ、アサミ子がうしろから抱きつく。

「ちょ、ちょっとアサちゃん!?　なにしてんのっ!?」

　身動きが取れなくなって萌流がアサミ子の腕の中で、もごもごもがく。

「いやー、めぐぅがちっこくてラヴリーだったから、つい。お人形さんみたいよっ❤」

「そんなこと言われても、うれしくないしっ。て・ゆ・う・か、ボク、男の子なんだよ？」

　萌流はやれやれと力なく、もがくのをやめた。

「男の子とか女の子とか関係なく、めぐぅ、制服チョー似合ってるっ！」

　アサミ子の科白せりふは冗じよう談だんにも聞こえたが、

「関係あるよっ！　女の子の制服似合ったってしょーがないでしょっ!?」

　萌流は困ってしまう。真ま面じ目めなコだった。

　まあ、それも仕方がない。

　萌流メグルは、ロングのウィッグをしたり、女の子の制服を着たり、それでこそこそ女子校に通ったりするために此こ処こへやってきたワケじゃない。それも海外から親もとを離はなれて、たったひとりで。

　それもこれも、全部、『秘密』の『問題』を解決するために、アサミ子がいる此処へきたんだ。アサミ子しかもう頼るひとがいないと思って。

　だけど。

　だけども。

　だけれども……！

　アサミ子は、なんにもしてくれなかった。

　あ、違う。してくれたのはしてくれたんだったけど、萌流にとって、全部、望んでないことばかりだった。パシらされたり、女の子の格好をさせられたり、女子校に行かされたり。

　特に、

「なんで、女子校なの……!?」

　過去にも抗こう議ぎした。でも、また、抗議する。今も納得できていないんだ。

「そのほうがよくない？」

　としかし、アサミ子はのうてんきだった。

「よくないよ。ぜんっぜん！　よくないよっ……！　だって、ボク……！」

「いやいやいやいや、だからこそ、逆にっ、逆によぅ？」

「なにが逆なのさぁ。逆の逆だと、表じゃないかっ！」

「いやいやいやいやいやいや、ほら、よく言うじゃない。荒あら療りよう治じとか、もしくは、ショック療法？　リハビリリハビリっ♪」

　アサミ子の調ちよう子しが不ふ真ま面じ目めに聞こえる。

「リハビリって、ぜんぜん、なんにも変わってないよっ。『魔ま女じよの血』が暴ぼう走そうしちゃうのもぜんぜん治らないし。むしろ、酷ひどくなる一方な気がするし。逆効果だよっ、ぜったいさぁ！」

　萌流は、おっきなため息をついた。

「ぜんぜんだよぉ……。水玉ミズタマさんがきてから、特に……どうしたらいいか判わかんないんだ……」

　ようやく、アサミ子は、萌流からマシロに対する本ほん音ねを聞いた。

　それまでは、ずっと、ほかの寮りよう生せいたちの手前、遠えん慮りよしているところもあった。人一倍他人に気をつかえて、他人のことをいつも気にかけている萌流が、こんなことを口にするのは、きっと──焦あせっているんだろう。

　アサミ子はそれが判って、萌流を抱きしめる腕にちょっとだけ力をこめた。

　もう少しだから。焦んなくてもいいんだよ。

「アサちゃん……」

「なに？」

「くるしぃ」

　ちょっと力を入れすぎたみたいだ。可か愛わいがりすぎた。

「ごめんごめん」

　と言って、アサミ子は萌流メグルから手を離はなした。それでも萌流はまだ、うつむいてしょげているように見えた。

「ごめん、っていってんじゃん」

　アサミ子が手を伸ばして、萌流の頭をくしゃくしゃと撫なでた。

「怒ってるワケじゃないよ……じゃないんだけど。ちょっと前も、そうやって謝あやまられて……」

「ん？　誰だれに？」

　アサミ子が訊たずねると、萌流は少しばつが悪そうに、

「……水玉ミズタマさん……」

　とつぶやいた。マシロのことを水玉さんって言ってるのかと微ほほ笑えましくなったが、つつくと萌流は真ま面じ目めなのでスネてしまう。アサミ子は、代わりにもう一度、萌流の頭を撫でた。そっと。

「謝られるの、嫌いやなの？　なんかされたりしたってことでしょ」

　萌流に触れていると萌流の温度が伝わってくる。しょんぼりしているのがアサミ子にはよく判わかった。

「ううん……」

　萌流はちいさく首を振った。

「その……ボク、自分の秘こ密とを話せないから……ちょっと、強い言い方になっちゃって……。べつにあやまってほしいワケじゃないんだけど……」

「そう」

　やさしいウィスパーが萌流の心の縁ふちをなぞる。

　アサミ子には、萌流が──焦あせっていることは判わかっていた。アサミ子が何もしてくれないと思っているんだろう。それでもアサミ子は萌流に、何もしない。アサミ子がするのは、提供すること。考える時間や、過ごす場所や、影えい響きようを与え与えられる人たち。

　それを生かすも殺すも、萌流次第で、ここにいるマシロや忍シノブたちも、みんな同じだ。

　萌流がそれに気づいてくれればいい。そして、気づきはじめている。自分がこのままじゃいけないということ。

「……みんな、どんどん仲よくなってくのに……ボクだけ、なんか取り残されてるみたいで……」

　ほろり、こぼれる萌流の心の声。

「みんなみたいに、水玉さんのこと受け入れられたらいいんだと思う。たのしくさ、笑えたりしたらいいなって思うから。やっぱり、みんなといるとたのしいんだ。五月さつき祭さいとか、すごくたいへんだったけど……みんなといっしょに成功させることができた」

　萌流メグルの中で、マシロや寮りよう生せいたちと過ごす時間がたいせつな何かへ変化をはじめている。しかし、それが逆に、みんなとの溝みぞの深さに頭を悩ませることになった。

　でなければ、こんなにしょんぼりしたりしない。

　萌流には、みんなと同じようにできない理由がある。それが『秘密』だ。

「だったら、いいじゃない」

　アサミ子が簡かん単たんに言う。

「よくないよ。アサちゃんも判わかってるでしょ……ボクが、──女の子といっしょじゃダメなこと？　それなのにさぁ、女子校ってさぁ……」

　萌流が、マシロをさける理由のひとつは、マシロが──女の子だからだった。

　はじめて逢あったとき、萌流はマシロのことを男の子だと思った。だから、安心して、仲よくなれるかもしれないと、普通に接していた。

　が、マシロは女の子だった。

　普ふ段だん、まったくと言っていいほど女の子をカンジさせないけれど、ちゃんと女の子だ。

　だからこそ、萌流は、マシロと仲よくできなくなってしまった。──秘密のせいで。

　それが、みんなとの距きよ離りも感じさせることになった。焦あせりや不安や孤独感が萌流のちいさな身体からだにのしかかってくる。

　しかし、それは萌流が望めば、きっと、乗り越えられる。ただ、萌流は真ま面じ目めで「他人に頼る」ことがなかなかできない。この寮の〝お手て伝つだいさん〟も同じだけれど。なんだか、ふたりは真面目だったり、不ぶ器き用ような性格だったり、似ている。

　似ているからこそ、歩あゆみ寄よることもなかなかできないでいるんだろう。それでも、萌流も、マシロも、歩みよろうとしてはいるみたいだ。不器用な性格のふたりには簡単じゃないが。

　不器用なふたりが前へ進む起き爆ばく剤ざい。

　──カギは、ひたすら元気なあのコになるかも。

「だいじょうぶよ、めぐぅ」

　アサミ子は萌流をくるり反転させ、ぎゅっと抱きしめた。

「ちょ、ちょっと、はずかしいしっ！」

　いつものようにもきゃもきゃ抵抗をしようとする萌流。でも、アサミ子の腕の中にすっぽりおさまってムダな抵抗。

「誰だれもいないんだから、はずかしがらなくてもいいのよんっ♪」

　冗じよう談だんっぽくアサミ子が言うと、

「だ、誰も見てないとかじゃないし、ぼ、ボクが困るんだよっ」

　萌流は真面目に返してくる。いちいち反応示してくれる萌流は、アサミ子のオモチャ状態だ。

「ま、これはアタシだけの特権ってやつだけどね？」

「へっ、なになに？　なんか言った……!?」

　ふふふー、と意味深な笑いだけでアサミ子は、強くぎゅっとするだけ。

「くるしぃってばぁ……」

　ようやく観かん念ねんしたのか、結局いつも萌流メグルは抵抗しなくなる。ここらへんも、アサミ子におもちゃにされてしまう原因。もともとかわいいのが、ちょっとつよがるのが、さらに愛いとおしい。

「肩の力を抜いて、そんな力まなくてもいいのよ」

「そんなの……難むずかしいよ」

　判わかってるよ、めぐぅ。それでも、知ってほしいの。

　やまない雨はない。




　でも、




「その雨が、嵐あらしってこともあるんだけどね……」

　アサミ子は、萌流が見えないところで、にんまりとした。




　　　　♪




　マシロの中でも、焦あせりがあった。

　アサミ子が何も「教えてくれないから」とか、そういう日常のお手て伝つだいさんにまつわる焦りじゃなくて、それは人間関係に由来する。

　具体的には、──薔ば薇らの団こと、涼橋スズハシ寮りようのメンバーとのこと。

　萌流とのこと。それに対するみんなのこと。

　正直、どうしたらいいのか、どうすべきなのか、なにをどうしたらどうなるのか、ワケが判らなくなってる。

　いつもながらマシロは一度考えだすと深く長くなってしまう。自分のことはアバウトになれるが、他人のことに関してはとたんに変わる。

　しかも、今回は、萌流に嫌われているかもしれないというのは、自分のことだけれど、それをなんとかしようとして、忍シノブたちみんなが関かかわってくれている。マシロなんかよりも行動を起こそうとしてもいた。

　自分だけのことじゃない、これはもう、みんなのことだ。

　でも、問題としてはすごく個人的なはず。

「頼っていいのかなぁ……頼りすぎじゃね？」

　夜。マシロは勉強に集中できず、仕方なく切り上げベッドにもぐりこんだ。目覚ましをいつもより早めにセットして、早はや勉べん（早起きで勉強の略）しよう。

　そう思ったが、眠ろうとすると勉強しているときよりも、頭が冴さえはじめてしまった。ぐるぐるぐるぐると、考えごとが次から次へとわき上がってくる。

　萌流メグルとのことは、自分のことだ。なのに他人任せになってやしないか。どうなんだ、自分。どうしたいんだよ。

　このまま、みんなを頼るのか、それとも、「もういいっす。自分でやるっす」とか言えばいいのか。

「それもどうなのかなぁ……」

　せっかくみんなが助けようとしてくれてるのに。

　マシロは、他人に関かかわることに消極的だ。以前よりはずいぶんとマシになって、できる範はん囲いで関わっていこうとする姿勢も見せるが、まだまだ普通の同世代よりもコミュニケーション下べ手たな人見知り。

　そんなマシロとは対照的に、忍シノブはひととの繫つながり、コミュニケーションをたいせつにしようとする。それはもう、過剰なくらいに。

　千尋チヒロは、冷たいようだけれど助けを求めれば、絶対その手をつかんでくれる。多少、きびしいところもありますが……！

　陽向ヒナタはふわふわしていて、花向カナタはヒリヒリしているけど、他人を嫌っているワケじゃない。それまで、ふたりだけで成立していた世界から外へ出て、戸と惑まどっているだけ。マシロもそれはよく判わかる。たぶん、自分も今、そうだから。

　だから、陽向はマシロに心を開いてくれたのかもしれない。それが判って、花向もマシロを認めてくれているような気がする。一応は。

　萌流は、どうなんだろう。

　おなじ寮りよう生せいたちとは気兼ねなくしゃべったり、接したりしてるみたいだ。もちろん、マシロ以外。学校では、クラスメイトたちと交流しているところを見かけない。

　あ、でもこれは、マシロが学校ではあまり他ほかに目を向けないせいで、知らないだけかも。

「なに考えてるのかな……、なに思ってるんだろ……」

　ふわふわと疑問がわいては消えて、消えてはわいてくる。

「じゃあ、自分でなにがしたいワケ……？」

　嫌われているなら、どうして嫌われているのか、知っておきたい。

「あ、そうか」

　なんかひとつ判った気がした。

「知りたいんだ」

　──萌流メグルのこと。

　そして、何も知らないんだ萌流のこと。

「そりゃ、何も判わからないよね。知らないんだもん」

　あたりまえだ。

　今までもマシロは他人のことを知ろうとしてこなかった。自分からそれをさけていた。拒こばむのも、拒まれるのも嫌いやだ。ひとりになって、独りを強く意い識しきしてしまう。最初から独りならいいとさえ思っていたマシロ。

　だけど、今は違う。少しずつだけど変わってきた。涼橋スズハシ寮りようへ行くようになってから。

　それはほかのみんなも同じだ。マシロがきてから少しずつ変わってきた。変わらないものもある。たいせつな気持ちや想おもいや想い出。

　マシロは、みんなのたいせつなモノに触れていくことで、自分にもたいせつなモノがあると思い出し、それに気づけた。だから、変わってきている。

　知らず知らずに。

　アサミ子には、それが判っているし、判っていた。だからこそ、マシロを涼橋寮に招き入れたんだ。すべてを判った上で、あえて傍ぼう観かんしている。マシロやみんなが進むべき一歩を選ぶ〝そのとき〟を待っている。手を差し伸べるのは、本当にみんながどうしようもなくなったときだけ。そこらへんは、主おもになんでもかんでも便利道具を与えてしまうネコ型ロボットじゃない。見守る立場は同じなんだけれども。まあ、それはそれとして。

　これも、今までも、これからも、マシロや寮生たちに起こっていることは全部、ひとりじゃないと意味がないことじゃない。みんなの力があることで、本当の意味で成立する。

　でも、マシロは自分のことだから、自分で解決したい気持ちがあった。

「……それができないから、みんな助けてくれようとしてるんだってば……」

　ひとりごと。ひつじを数える代わりにつぶやいてみる。

　ぜんぜん、眠くならないなぁ。

　どうしたらいいか、もう、判んないや……。

　そういえば。

〝あのひと〟は、アサミ子はなんであのとき、走り去った萌流を追いかけるようにマシロに言ったんだろう。追いかける意味は、理由は。マシロに何をさせたかったんだろう。

「あのひと、なんにも言ってくんないからなぁ。ぜんぶ判ってる風ふうなのに……」

　そうだ。アサミ子は判っていた。

　マシロが今、〝そのとき〟にきていること。

　しかし、このとき。焦あせりでマシロは自分で自分を追いこんでいた。あっぷあっぷしてた。

　そして、マシロの中で、何かが、




　ぷつん、




　と途と切ぎれる音がした。

「……てか、こうなったら、アレだ。──直接、訊きいてやれだっっ！」

　まるで忍シノブのイキオイが乗り移ったみたく、マシロは、走りだした。気持ち的に。

　それがさらに、ある人物、いわずもがな、忍を加速させることになる。




　ときに、ひとはそれを、




　──暴ぼう走そう。




　と、呼ぶ。




　　　　♪




「──よーしっ、追い詰めたよっ！」

　ハイテンションの弾んだ声が鳴る。声の主ぬしは、ロングのブロンドに聖アンジェリカ女学院の制服スカートをはためかせ、駆かけていく。忍のその姿はまるでゴールデンレトリーバー的な狩しゆ猟りよう犬けんだ。

「って、なんでなんで!?」

　可か愛わいらしい声で悲鳴のようにうわずらせる。長い黒髪のその子は、学校から帰ってきて着がえをする暇ひまもなく、ワケも判わからず追いかけられて逃げていた。何な故ぜか黒猫が狩猟犬に追われている様。何か悪いことをしたんだろうかと、萌流メグルは、頭の中で今日きよう一日を振り返っていた。

「マシロ、右に行ったっ！」

　弾む声が、その名を呼ぶ。

「了解……ぃ？」

　うなずきつつも、何故、黒髪の子を追いかけ廻まわすのか疑問がないワケじゃなかった。散ざん切ぎりボブのその少年のような少女、マシロは、なんでこうなったのかを思い出していた。

「……うーん、自分のせいだ」

　そう。マシロが、あんなことを言ったから。




　本日、木もく曜よう。特に問題もなく、一日の授業が終了した。

　考えごとしてたら寝るのが遅くなって、一日中眠かったが、なんとか授業は集中して休み時間や昼休みにどっぷりと気を抜いた。

　ただそのせいで結局、萌流と接するタイミングをつかめずに時間が過ぎていってしまった。

　まあ、眠気のせいにして、タイミングを見み逃のがそうとしてたのかもだ……。なんだか、踏ん切りをつけたつもりで、ついてなかった。

「ちょっと面ツラかせやぃ」

　って誘えば終わる話なのに。いや、そうなのか？　ツラどーのこーのはよけいにこじれるんじゃ……。それにしても、自分のことを「意い気く地じなしだなぁ」と思う。

　これも、これまで他人をさけてきたしっぺ返しだろうか。だとしたら、このしっぺをあまんじてうけなければならない、とも思う。マシロが蒔まいた種だ。自分で刈り取らなきゃ。

　もう、収しゆう穫かくの時期はとっくにすぎているかもしれないけれど。

　そんなとき、うっかりタイミングをつかんでしまったために、こんなかんじの決心を──忍シノブに話してしまった。

　本当だったら、

「自分でやりたいんです。だから、ひとりでやれるところまでやってみます」

　ってゆう話をしようと思ったんだけど。何な故ぜか、

「ましろん、やっとやる気になってくれたんだねっ！」

　弾むような笑えみで、忍が手を叩たたいた。

「え？　あ？　え、まあ、うん？」

　ここではっきり言ってしまわなかったのも悪かった。曖あい昧まいが故ゆえの不透明さ。どちらとでもとれるような感じで、お茶を濁にごして話したりしてしまった。助けてくれるのを断って失礼にならないようにとか。忍に対して、そういうのを考えるだけムダだったんじゃないか。今、思うに。

「そうだね、タイミングがないなら、タイミングを作り出そうっ。こんなこともあろうかと、いろいろ考えておいたんだぁ。その中からひとつ……」

　で、断り切れずに忍の『作戦』を決行することになった。

　作戦は──




　その１／決行は、寮に戻ってきてから。勝手知ったるというやつで。

　その２／萌流は、アサミ子のところに行くだろうから。それを狙ねらうというやつで。

　その３／追い詰める。

　その４／あとは、がんばる。




「……なんだ！　これの何ど処こが作戦っ!?」

　といいつつ、マシロは、忍の指示に素直すなおに従って作戦行動中だった。涼橋スズハシ寮の通路をあっちへこっちへと駆かけている。

　まったく予期せずいきなり、

「アチョワ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ！」

　とか、おかしな声を上げた忍シノブに、そしてマシロに追いかけられる萌流メグルには申もうし訳わけない気持ちでいっぱい。

　でも、これはチャンスだ。タイミングを見み逃のがしてばっかりで、

「タイミングなくてぇ」

　なんて理由でマシロは、萌流とのことを放置してしまう可能性だってあった。

　だからといってやっぱり、こんなにアグレッシブじゃなくても……とは思う。が、考えてる場合じゃない、っぽい。

「マシロっ、そこにどすこいだよっ！」

　呼び捨てだし、意味が判わかりませんよっ。

　たぶん、『どすこい』＝『押し出せ』＝『押しこめ』ってことなんだと自己解釈してみる。

　つまり、

「どっせ～～～～～～～～～～～～～いっ!!」

　追い詰めて、追いついた萌流に、マシロは──どすこいしてみた。

「うわぁっ!?」







　どんがらがっしゃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～んっ！







　派は手でで間まの抜けた音を発しながら、萌流とマシロが、〝その部へ屋や〟へつっこんでいった。

「……いったぁ……って、やりすぎたっ！」

　つい力を入れてどすこいしてしまった。

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。自宅は格かく闘とう技ぎ道場を開いています。少々鍛きたえられております。

　むっくり起き上がって、あたりを見ると、部屋の中がめちゃくちゃになっている。テーブルとソファ、間接照明、いろんなのがごっちゃごちゃ。マシロは自分に乗っかっていた照明器具をどかすと、その脚あしが何かにぶつかった。

「ん？」

　バタンッ、とドアが閉まる。

　あれ？　この部屋って……？　ん？

　それに気づくと同時に、ひっくり返ったソファの脇わきで萌流が、頭を抱えてうずくまっているのを見つけた。

「あっ。ご、ごめんっ！　こういうつもりじゃなくって……！」

　話をしたかっただけなんだ。

　しかし、マシロが立ち上がって近づこうとすると、

「──ち、近づかないでっ！」

　萌流メダルがちいさく叫んだ。

　びくっ、とマシロの足が止まる。

「ほんと、ごめん。こんな風ふうにするはず、ってゆうか、ただちょっと話ができればよかったんだけど……その……っ」

　マシロは、言葉を喉のどに押しこみそうになった。

　それを訊きいてもしょうがないかもしれない。意味がないかもしれない。訊くこと自体おかしいことなのかもしれない。

　けれど、今はもう、イキオイだった。まさに、背中にジェットエンジンを背負ったような忍シノブのイキオイの影えい響きよう。

「自分がさけられてるなぁ、ってなんとなく思って……違ってたら、ごめん。でも、そう感じたんだ……」

　萌流は何も返してこなかった。マシロはそれを肯定と取った。

「だからね……知りたいってゆうか……。理由があるんなら、教えてほしいなって……。どうして、さけられてるのか」

　やっと訊けた。

　訊いてしまった。

　萌流は何も言わない。沈ちん黙もくが長く、長く、どうしようもなく息苦しい。

　それは萌流もおんなじだった。苦しかった。つらかった。さみしかった。

　みんながマシロと仲よくなればなるほど、ひとり置いてけぼりみたいで。

　でも、萌流にはどうしようもないと思っていた。『秘密』があるから。

　誰だれにも言えない。知られたくない秘こ密と。

「……違うよ」

　萌流はうずくまったまま、怒りをかみ殺すように静かに言った。

　それはマシロにも伝わった。そう。萌流は怒っていた。でも、マシロにじゃない。

　──自分自身にだった。

「ごめん……」

　マシロは、謝あやまってもどうなることじゃないと判わかっていたけれど、口からこぼれていた。

「だから、違うんだっ」

　としかし、萌流が声を震ふるわせる。

「水玉ミズタマさんのせいじゃなくて……ボクが……っ！」

「ど、どうした……の？」

　萌流の様よう子すがおかしい。

　頭と……お尻しりのあたりを手で押さえている。

「もしかして、さっきどっか打ちつけて……!?」

　ケガしているのかもだ。そりゃ、完全にマシロのせい！

　マシロは、慌あわてて萌流メグルの傍そばに駆かけ寄る。が、それがマズかった。

「大丈夫っ!?」

「ち……近づかないで……っ！」

　そういう萌流の息づかいが荒い。苦しそうだ。

　と、とんでもないケガを負わせてしまったのかもしれない！

「お……願ねがいだか……ら、近づ……いちゃ……」

　それでも萌流は、マシロを遠ざけようとする。そんなに嫌われているのかと思うと、ちょっとショックだけれど、今はそんな場合じゃない。ケガの手当をしなきゃなんだ！




　──違った。




　ぜんぜん、違ってた。

　実は、萌流はケガをしていたワケじゃない

　マシロが無防備に近寄って密着していることが原因だった。

　萌流に『アレ』が起ころうとしていた。

　異変、変化、変へん貌ぼう、変身……。

「も、も、も、も、も、も、も、──……もうダメっ!!」

「あっ……！」

　萌流が立ち上がった。マシロを押しのけ、部へ屋やの外へ出て行こうとする。

「ちょ、ちょっと待って……」

　マシロが手を伸ばそうとしたが、間に合わなかった。萌流がドアに取りつく。

　が、




　ゴチン……ッ！




　ひどく鈍にぶい音がした。

「ましろん？　めぐぅ？」

　ドアが開いて、忍シノブが部屋の中をのぞきこんでいた。

　で。

　ちょうど、忍が開いたドアが、萌流のおでこを直ちよく撃げきして、また萌流がうずくまった。

　すると、

「ん、めぐぅ、どうしたの…………って、あぁあぁぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　忍シノブが突然、叫んだ。気のせいか、頰ほおが紅こう潮ちようしている。そして、

「か、か、か、か、か、か、──カワユシっ!!　ジハード的、かわゆし!!」

　なんか、言った。

「へ？」

　マシロは、忍の視し線せんの先、ドアに打ちつけた額ひたいを両手で押さえてうずくまる萌流メグルを見た。

　萌流は、額に手をやっているせいで、さっき押さえて──隠そうとしていた頭とお尻しりのあたりが無防備になっていた。

「…………あっ」

　マシロも見た。正直、

「かわいい……っ♡」

　と思った。思ったままが口に出た。

　その言葉に、萌流が、

「へ……？」

　心底驚おどろいたような、意外だという顔をしてマシロを振り返った。

　黒髪ロングのウィッグに聖アンジェリカ女学院の制服姿の萌流。見なれた格好。だけど、一部に、さっきまでなかった見なれないモノが──生はえていた。

　頭に、ぴょこんと、三角に尖とんがった黒い──猫っぽい耳が生えていた。

　お尻しりのあたりからは、ひょっこりと、先端だけが小指の尖さきほど白くなった……しっぽが生えていた。

　そう、猫耳としっぽだ。

「……え、え、え、え、えっと……!?」

　マシロの「かわいい」発言でやや遅れて、萌流は『アレ』を見られてしまったことを知った。

　知られたくない。隠したい──秘ア密レ。

　と、

「見ーちゃったぁ、見ーちゃったぁ♪」

　たのしげに唄うたう声がした。

　とてもオトナびているのにひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが。

　それで、マシロは思い出した。

「この部へ屋やって……」

「あ、見ちゃったっていうか、見られちゃった？」

　にんまりと微ほほ笑えむ口もとを扇せん子すで隠す。

　ここは、アサミ子の部屋だった。

　部屋の奥に、肉球の絵え柄がらの扇子を持った──アサミ子が立っていた。
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　　　　♪




　これは、むかーしむかしの、おとぎ話のひとつ。




　ある世界に、女の子が生まれました。

　漆しつ黒こくの髪に赫あかい瞳ひとみの女の子は、生まれながらにして──『魔ま女じよ』でした。

　昔からずっと魔女や魔法使いと呼ばれるひとはたくさんいましたが、本当の魔女は、数えるほどしかいません。誰だれもがなれるワケではないのです。

　女の子の家系は魔女一族でした。一族の中でこの百年間ほど、魔女と名乗る者はいましたが、本当の魔女はいませんでした。そして、ようやく、魔女が生まれました。

　しかし、一族もこの世界も本当の魔女がほとんどいない状態に慣なれすぎてしまっていたのです。なんと、魔女や魔法使いを名乗っていたひとたちは、本当の魔女が生まれたことに驚おどろきました。魔女や魔法使いと名乗ることで、それを信じる人々から富と名声を得ていたからです。

「本物が生まれるなんて、聞いてないぞ」

　あたりまえです。

「本物が生まれたら、私たちが〝ニセモノ〟ということになってしまうじゃないの」

　あたりまえなのです。

「どうしよう」

「どうしよう」

　魔女や魔法使いと名乗るひとたちは、自分たちが魔女や魔法使いじゃなくなるのを恐れました。自分たちの魔法のチカラは普通の人間よりも強いけれど、本物はもっとずっと強いチカラを持っていたからです。

　だから、本物の魔女が怖かったのです。

　ようやく『魔女』が生まれました。本当は、みんなで女の子の誕たん生じようをよろこんであげるべきでした。だって、魔法はひとを助けることができます。

　女の子の強い魔法のチカラで、たくさんのひとたちを救うことができます。

　でも、それまでそのひとたちを救ってきたのは、魔女や魔法使いを名乗るひとたちでした。女の子のチカラがあれば、魔女や魔法使いを名乗るひとたちは、自分たちは必要なくなってしまうかもしれないと考えました。それではこれまでに得た富と名声を失ってしまいます。

　そして、女の子の魔法のチカラで、自分たちが傷つけられてしまうんじゃないかと、考えました。女の子の魔法のチカラは、それだけで『世界』を変えてしまうほど強かったのです。

　ほかの魔女や魔法使いと名乗るひとたちは女の子を怖がり、嫌い、遠ざけようとしました。その行為は、女の子を孤独にしました。

　魔ま女じよとして生まれてきてしまった女の子。

　魔女の血が濃こく出た、長い漆しつ黒こくの髪と赫あかい瞳ひとみ。

　女の子は、『魔女』になりたくて生まれてきたのではありません。だけど、魔女でした。

　でも、魔女の女の子は、ひとりぼっちじゃありませんでした。家族がいました。

　そして、女の子と十も歳としの離はなれたお姉ねえさんがいました。

　家族やお姉さんは、色素が薄うすく髪の毛の色も瞳の色も、女の子とは似ていませんでした。魔女の血が薄いのです。

　だけど、お姉さんは、とてもとてもやさしくて、女の子をちっとも怖がりません。

「私がいるから大丈夫よ」

　と女の子をぎゅっと抱きしめて、たくさん愛してくれました。

　女の子は、たくさんの魔女や魔法使いと名乗る──オトナたちのせいで、ちょっぴり特殊な性格になってしまいましたが、お姉さんのおかげで、とてもやさしい、ひとを助けようとする『よい魔女』に成長していきました。

　ただ、お姉さんもちょっぴり変わった性格の持ち主だったので、女の子のやさしさやひとを助けようとする方法もまた特殊になりました。それは、のちのち語られることになるでしょう。

　女の子は成長して、オトナに近づいていきます。ひどく美しい女性に。

　けれど、魔女や魔法使いを名乗るひとたちは、ますます、女の子に恐れをなします。

　なにしろ、女の子があまりに美しく、その長い黒髪も赫い瞳も、どっからどう見ても『魔女』らしいからです。

　魔女や魔法使いを名乗るオトナたちは、〝愚おろか〟でした。自分たちのことしか考えられないのです。他人を助けるのも、自分のためです。だから、自分のためにならないなら、誰だれも助けようとしません。

　魔女の女の子が助けようとするのは、オトナたちが助けられない、助けようとしないひとたちです。やっぱり、そのやり方はちょっぴり特殊でしたが。

　そうやっているうちに、皮肉にも、おろかなオトナたちが魔女の女の子のことを恐れれば恐れるほど、嫌えば嫌うほど、女の子は『魔女』として成長し、世界の一部にその存在を知らしめることになります。

　が、やっぱり、おろかなオトナたちのせいで、女の子は孤独になっていきました。

　そんなときもずっと、女の子の傍そばにはお姉さんがいてくれました。

　女の子の黒髪も、

「私は大好きだわ。だって、お父とうさんも黒髪だったでしょ。魔女でも魔法使いでもないけれど、大好きなお父さんと同じ色よ」

　と言ってくれました。赫い瞳も、

「カラコンみたいで素敵すてき。時代の最先端ねっ」

　と言って、ちょっとピントはずれな気がしますが、ほめてくれました。ですが。

　女の子のことが大好きで、女の子も大好きな、お姉ねえさんは、いつか遠くの国からやってきた男の人と結婚することになりました。お姉さんは、あたらしい家族を持つことになっても、変わらず、女の子のことを愛しつづけてくれました。

　けれども、お姉さんに子供が生まれます。家族が増えて、うれしいはずなのに、どうしてでしょう。女の子の心は孤独を感じるようになりました。

　お姉さんの子供は、お姉さんや旦だん那なさんによく似て、色素の薄うすい髪や瞳ひとみの色。黒髪でもなく、瞳の色も赫あかくありません。

　本当は、女の子は、ずっと大好きなお姉さんと自分がぜんぜん似ていないことを気にしていました。魔ま女じよの血が濃こいせいで、ひとり、違う姿で生まれた女の子。

「もしかして、本当は、アタシと姉さんは、血が繫つながっていないのかもしれない」

　そんなことを考えるようになったある日、女の子は、お姉さんの傍そばから姿を消しました。

　それから、女の子とお姉さんが離はなれ離ばなれになって、ずいぶんと時間が経たちます。

　さらに歳としを取って美しくなった女の子は、お父とうさんの故郷で暮らしていました。『魔女』として立派に人々を助けていました。おかげで、ちょっと活かつ躍やくするだけで自称魔女や魔法使いのオトナたちに、「調ちよう子しに乗ってんじゃないわよっ!?」とグチグチ文句を言われたりしてしまうのですが。べつに気にしません。女の子はすっかり立派な魔女だったのですから。

　そんな〝魔女〟のもとに、いつか、手紙が届きました。もう、逢あうことがないと思っていたお姉さんからでした。手紙には、

「男の子が生まれたのよ」

　と書いてありました。女の子やお姉さんの家系は魔女の血族でした。だから、『男の子』が生まれるのは、とてもめずらしいことなのです。

　魔女になった女の子はお姉さんと逢うことにしました。あれから、お姉さんの家族は増え、姉妹が三人も。やっぱり、お姉さんによく似た色素の薄い髪と瞳の美人さんです。

　しかしながら、あたらしく生まれた男の子だけは違いました。

　瞳の色は、お姉さんゆずりの色素の薄い黄おう金ごん色いろの月のようでしたが、髪の毛が──真っ黒だったのです。そうです。『魔女』にそっくりな、漆しつ黒こくの髪でした。

「この子、あなたにそっくりでしょう？　それはそうよね、私とあなたは血がつながっているんですもの。似ていてもなんの不ふ思し議ぎもないわ。あたりまえでしょう？」

　お姉さんは、魔女の女の子が自分たちが本当の姉妹じゃないんじゃないかと気にしていたのを知っていました。魔女の女の子にそっくりな男の子は、お姉さんと女の子をつなぐ命のキセキだったのです。だから、お姉さんは言いました。

「この子は、きっと自分自身のために。それから、あなたの──アサミ子のために生まれてきてくれたのよ」

「本当ね。このコ、アタシにそっくりだわ。アタシとこのコは〝血〟でつながっているのね。もちろん、姉ねえさんとも」

　魔ま女じよの女の子は、自分に『家族』がいたことを思い出しました。両親も姉も自分をあたたかく受け入れてくれていたのに、それを拒こばんでいたのは、女の子自身だったのです。

　本当は、自分の黒髪が好きではありませんでした。でも、だからこそ、黒髪にもこだわっていました。髪の色を変えれば、何かが変わるかもしれませんが、それもしませんでした。お姉さんが好きだと言ってくれたから、ただ、それだけでこだわりつづけてきたのです。でも、もう、つよがることも意地を張りつづけることもなくなりました。

　男の子は、大嫌いで大好きだった自分と同じ黒髪。

　こだわりもつよがりも意地っ張りも、もう、意味がありません。

　男の子が生まれてきたことが、アサミ子の存在理由になりました。

「ごめんね、姉さん」

　女の子は、数年分離はなれてしまった時間の分の想おもいをこめて言いました。

　けど、お姉さんは、違う。と首を振りました。

「こんなとき、おめでとう。って言うのよ。もしくは、──ありがとう。ってね」

　お姉さんは、女の子に、こんなことを話しはじめました。

「この子は、私の名前、萌美メグミ子コからひとつ字を取って、『萌流メグル』っていうの。でも、この子はあなたによく似ているから、あなたに名前をつけてほしいの。あなたも持っている──もうひとつの名前。それをつけたの私なのよ。だから、今度はあなたの番」

　そうです。男の子が魔女の女の子そっくりということは、『魔女のチカラ』を持って生まれてきてしまったということです。魔女は、名前をふたつ持っています。もうひとつの名前は、家族や愛するひとにしか知られてはいけないというしきたりがあります。

　大昔には、本当の魔女や魔法使いがたくさんいて、『名前』だけで呪のろいをかけたりすることができました。なので、呪い呪われたいへんだったので、『秘密』の名前を持つことにしたのです。その名前があれば、呪い呪われするのが難むずかしくなります。

　もちろん。現代には、魔女や魔法使いと名乗っているだけのひとばかりなので、そんな心配はありません。ですから、もうひとつの名前は、家族や愛するひと、そして──本当に心を許した友達に教える──ニックネームのようなものになっています。

　女の子は、「判わかった」とうなずきました。男の子の名前を決めることにしたのです。

　名前は、すぐに思いつきました。いえ、男の子が生まれるずっと前から、この名前は、決まっていたのでした。




　女の子は、男の子に、もうひとつの名前をつけました。

　秘密の名前です。

　いつか、しあわせそうな母親のお姉ねえさんと同じように、男の子にもたいせつなひとにこの名前を教えてほしい。この名前をたいせつなひとに、呼んでもらえるようになればいいな、と想おもって。




　男の子は、すくすくと成長しました。

　ですが、魔ま女じよの女の子がかつてそうだったように、男の子もまた、『魔女のチカラ』に心を苦しめられることになってしまうのです。




　　　　♪




　ちょっとばかり昔の話になる。

　むかしむかしの、おとぎ話からつづいてきた物語りだ。

　涼橋スズハシ萌流メグルという男の子が、女の子になる──女の子の格好をさせられたり、パシらされたりする前。これが原因で、女の子のフリをしたりパシったりするようになる話だ。




　涼橋萌流には、今も昔も他ひ人とには言えない『秘密』があった。

　萌流は──魔女だった。

　いや、違った。男の子だから魔女じゃない。女の子のように可か愛わいらしい子だったから、女の子に間違われるが。正しよう真しん正しよう銘めいの男の子。魔女の血筋で、めずらしい男の子だったが、本物の魔女のチカラを持っていた。

　かといって、魔法が使えるワケじゃない。親しん戚せきの、母親の妹の〝あのひと〟は、当時すでに『魔女』として有名だったらしいが、萌流は何をどうやったら魔法が使えるのか知らなかった。

　他人と違ったモノが視みえてしまったり、予知夢を見たり、過去か未来か、もうひとつの世界にいる自分が黒猫だったりとか、そういうのを知っているくらいだ。まあ、特殊な体たい験けんとしては十分すぎてあまりあるかもしれないが、萌流は自分で自分をとても普通だと思っていた。

　──魔女の血が覚かく醒せいするまでは。

　萌流は、父親の母国のフランスで生まれ、外交官の父親の仕し事ごと柄がら、いろんな国ですごした。ほかの赤ん坊や子供よりも自じ我がに目覚めるのが早かった。最初の記き憶おくは、姉たちにおもちゃにされ泣いていたこと。生まれながらにして、イジられるのが得意（？）らしい。

　また、行く先々の、ベビーシッターや保育園的な施設のオトナたちを驚おどろかせる秀才ぶりで、すぐにその土地の言語を話すようになった。ひどくおとなしく、ひとりでも絵を描かいたり本を読んだり、オトナの手をわずらわせることがない。とにかく『優ゆう秀しゆうな子供』だった。ただ、本人的には、あたりまえのことだったので、『普通』のことだった。だから、萌流は自分を普通だと思っていた。

　もちろん、自分にそっくりな『魔ま女じよ』の〝あのひと〟のことも、「みんなのしんせきにも、まじょのひとがひとりふたりいる」くらいに思っていた。

　そんなのぜんぜん、普通じゃなくて、〝あのひと〟は、世にもめずらしい本物の魔女だということも、自分がその血を受け継いでいるということの意味も、まったく理解してなかった。

　萌流メグルが、『魔女の血』について、どっぷりと考えることになったのは、──好きな女の子ができたことがきっかけだった。

　当時、スペインにいた萌流は、現地の小学校に入学した。その学校は、いろんな国からやってきた子供たちが通っていた。そこで出で逢あったのが、初恋の子。そして、〝トラウマ〟の原因。

　金髪に青い瞳ひとみの西洋人丸出しの女の子は、クラスで一番の仲よしで、大好きだった。

「けっこんするんだー」くらいに思っていた。幼くても真ま面じ目めで素直すなおな萌流的には、本気の本気。でも、不幸なことに、萌流のはじめての『魔法』は、好きな子ができたから、好きな女の子にドキドキしたから、好きっていう純粋な感情があふれて、いっしょになって表に出てきてしまった。だって、初恋だ。だって、好きだったんだ。純粋に。無む邪じや気きに。イノセントに。

　大好きな初恋の女の子と、手をつないだ。

　ただ、それだけで、十分だった。たのしくて、うれしくて、くすっぐたいような、はずかしい気持ち。

　その瞬しゆん間かん、ビリビリ、と電気みたいなのが身体からだ中に走った。それは恋によく似たべつの何かだった。奥の奥のほうから身体を突き破るように何かが外に出ようとする。やがて、押さえきれなくなった、それは、萌流の身体に異変を起こさせた。

　好きな女の子にドキドキする。そんなのあたりまえのことだ。普通のことだ。だって、好きだから。当然じゃないか。

　でも、女の子は違っていた。

「なにそれ？　キモチワルーイ！」

　そう、冷たい目で冷たく言った。

　萌流の頭には、何な故ぜか、自分の髪の毛と同じ夜空よりも真っ黒な猫の耳。お尻しりから腰のあたりには、先端だけが小指の尖さきほど白くなった、しっぽが生はえていた。

　魔女の血の副作用だ。制せい御ぎよできない魔法がカタチとなって身体の外に現れた。影えい響きようはそれだけじゃない。

　魔法は、人々を恐れさせる。人間は未知のモノに恐怖を感じる生き物。オバケやモンスターもそうだ。魔力はなくても、魔法のチカラは、人間に影響をおよぼすことがある。無む意い識しきにひとを恐れさせる。

　だから、魔法は人を孤独にする。

　だから、おとぎ話やむかし話に出てくる『魔女』はみんな、孤独だった。

　チカラの制御ができない萌流は無意識に相手に影響を与えてしまっていた。

　萌流メグルの初恋の女の子は無む意い識しきにそれを感じた。

　誰だれも猫の耳やしっぽが生はえている人間なんて、知らない。初恋の女の子もそうだ。

　これがもし、べつの女の子だったら、もしかすると、

「かわいい」

　と言ってくれた可能性も少なからずあったかもしれないが。萌流の初恋の女の子は、不幸にも──動物嫌いだった。おまけに、魔ま法ほうの影えい響きようもあったし、なにより子供は素直すなおで無む邪じや気きだ。思ったままを口にした。

　だから、




　キモチワルイ。




　そのときだった。あまりの感情の揺さぶりに、萌流は身体からだの奥底に眠っていた──魔女の血を大だい暴ぼう走そうさせてしまう。あたりにあったものを何もかも吹き飛ばすほどの、爆ばく発はつが起こった。ちいさな身体におさまりきらなくなった魔力が放出されたためだ。

　それでも萌流の性格からか、無意識に好きな子を守ろうとしたのか、女の子は軽いすり傷程度ですんだ。爆発のうんぬんかんぬんやあれこれも、こっそり『魔女』の〝あのひと〟が動いて処理してくれた。

　爆発のショックで女の子は、萌流の猫耳もしっぽも「キモチワルイ」と言ったことも覚えてなかった。

　女の子にしてみれば、なにげなくだった。萌流が傷つくなんて思ってもいなかったんだろう。萌流の魔力の影響よりも、ただ幼かった。

　全部、何事もなかったかのように、元通りになった。

　でも、萌流は違った。

「キモチワルイ」という女の子の言葉が、ずっと繰くり返される。消えない心の傷跡。

　オトナからすれば、とても些さ細さいなことかもしれないけど、幼い萌流の心は深く深く傷ついた。

　そして、その日、萌流は、『魔女』の血の意味を理解する。自分が普通じゃない。ということも。それから、萌流は『女の子』という〝生き物〟がすっかり──苦にが手てになった。

　誕たん生じよう日びを迎えていくたびに、その意識は強くなる。心の傷は癒いえないままで。

　女の子が苦手になればなるほど、ドキドキしてしまう。同時に、何な故ぜか魔力も強くなって、大爆発はないまでも頻ひん繁ぱんに『猫耳』と『しっぽ』が出現するようになった。

〝あのひと〟いわく、身体の中で処理しきれなくなった魔力が具現化した姿らしい。

　どうして猫なのか？

「もしかして、よく見る、想おもい出でのような、記き憶おくのような夢に出てくるもうひとりの自分──黒猫に関係あるのかもしれない」

　だとしたら、この夢の記き憶おくの謎なぞを解けば、このおかしな猫耳体質トランスフオーマーも治るかも。そう萌流メグルは考えた。

　が、萌流ひとりではどうしようもない。

　同じく、『魔ま女じよ』の血を引いているはずの、母も三人の姉にも、まったく魔力はない。

　誰だれにも相そう談だんしようがないんだ。でも、いつか昔みたく大だい暴ぼう走そうの末、大だい爆ばく発はつを起こしてしまうことだってありえる。前は誰もケガしなかったが今度はどうなるか。自分でも判わかるくらいに、萌流の魔力は強くなっていた。

「そうだ、〝あのひと〟なら……！」

　色素薄うすい系の家族の中で、たったひとり、自分によく似た黒髪のひとがいる。

　母親の妹で、萌流の叔お母ば、涼橋スズハシアサミ子だ。

『魔女』と呼ばれるひと。

　年々強くなっていく、魔力。

「この猫耳しっぽな普通じゃないへんてこ体質をなんとかしなきゃ……！」

　萌流は決意する。

　中学生になるのをきっかけに、父親の仕事の都つ合ごうで暮らしていたドイツを離はなれ、アサミ子のいるニホンへ、涼橋寮りようへとやってきた。

　が、

　だが、

　だが、しかし、忘れてた……。

　唯一の頼みの綱つなだった、アサミ子は、とても変わったひとだったということを。

　自分にそっくりで、かわいがってくれて、萌流も大好きだったが、アサミ子というひとは、普通じゃない。

　まったく、魔法について教えてくれないどころか、

「アタシは、そのほうが萌もえるのにぃ。だって、リアルで猫耳にしっぽよ？」

　とか言って、何にもしてくれない。

　してくれるのは、抱きついてきたり、着せかえられたり、パシらされたり、イジられたり、そんなのばっか。

　しかも、

　萌流が通うことになった学校は、聖アンジェリカ女学院。

　なんてこったい、女子校じゃないかっ!!

　しかも、しかも、

　女の子の格好をしてだ。

　萌流は、女の子が苦にが手てで、ドキドキしてしまうと、猫耳しっぽが出現してしまうのに。

　今日きようまでなんとかバレずに通えているけど、学校は女の子だらけだ。

　てか、女の子しかいない。なもんだから、ドキドキすることはいっぱいある。何度か、学校で猫耳としっぽを出現させて、慌あわてて、隠れたり……もう、

「んもうっ！　いいよ、ボク、自分でやるよ！」

　最近じゃ、萌流メグルは独学で、アサミ子の貯ちよ蔵ぞうする魔ま導どう書しよなんかを読みあさっていたりする。

　が、成果はない。

　あいかわらず、猫耳としっぽは現れる。どんどん、出現する回数も増えて、出現してから消えるまでの時間も長くなっている。

　しかも、しかも、しかも……！

　アサミ子は、萌流だけだとたいへんだからと、お手て伝つだいさんを雇った。

　はじめ萌流は、やってきた『お手伝いさん』を見て、男の子だと思った。

　だって、ジャージに頭にタオルを巻いて、「え、なんすか？」みたいな口く調ちようの子だったから。

　なのに、その子は、水玉ミズタマシローこと、水田ミズタマシロは、──女の子だった。

　学校というある意味地じ獄ごくから抜け出せる空間の涼橋スズハシ寮りようは、マシロがやってきたことで、心のやすまらない場所と化した。

　これで、マシロがイヤなヤツで、キライにでもなれれば、まだ楽だったかもしれない。

　けれど、マシロという少女は、自分のことはアバウトなくせに、寮のメンバーやほかのひとのことになると、とたん、がんばりを見せる。アサミ子みたく、ちょっと変わってるけど、なんだか、やさしくてあったかくて、たのしくて、実は美人だったりする、嫌いになんかなれない子だった。男の子だったら、ドキドキなんかしなくて、もっとずっとみんなみたく仲よくできたかも。

　そんなマシロだから、いつのまにか、寮のメンバーとも仲よくなって、萌流ひとりだけが取り残された気分になる。

「仲よくしなきゃ」

　と思っても、萌流は女の子がひどく苦にが手てで、おまけに、猫耳しっぽな体質。

「キモチワルイ」

　初恋のあの子の言葉が繰くり返して、癒いえない傷に痛みを思い出させる。




　萌流は、知られたくなかった。

　仲よくしてくれている寮のメンバーだから。

　仲よくなりたいと思う、マシロだから。




　こんな「キモチワルイ」体質だなんて知られたくない。

　嫌われたくない。




　でも、




　──知られてしまった。




　マシロに見られた。

　三角に尖とがった黒猫の耳。

　先端だけが小指の尖さきほど白くなったしっぽ。




　キモチワルイと声がする。

　あの子が言う。




　なのに、マシロは、

「かわいい」

　なんて、言った。




「──へ？」

　その瞬しゆん間かんから、記き憶おくがない。




　　　　♪




　夢を見るんだ。

　永ながくて、とても刹せつ那なの夢だ。

　それは、まるで記憶の断片だ。

　記憶をなぞるように、懐なつかしく透とおりすぎていく。寂さびしかったり。うれしかったり。はずかしかったり。哀かなしかったり。たのしかったり。

　そのとき、困った顔をした自分がいる。そのとき、泣きそうな顔の自分がいる。いろんな場所で、いろんな表情をしている自分がいた。

　だから、それは夢というよりも、自分の記憶を見ているようなんだ。でも、その記憶を知らない。想おもい出でにない記憶だから。

　自分によく似た自分が、笑って、泣いて、怒って、哀しんで、喜よろこんで、べつの時間を過ごしている。

　自分だ。けど、違う。

　自分だけど、自分じゃない。自分じゃないけど、自分。

　記憶の断片は、いろいろな場面を見せてくれる。

　あるとき、夢の中で、自分を見ている自分に気がついた。自分が見ていることに自分が気がついて、こっちを見た。鏡かがみに向きあっているような、硝子ガラス窓まどを通して、べつの世界の景色けしきを見ているような、そんな感覚だった。ふわふわと不ふ確たしかで、キラキラと透明。

「キミは誰だれ？」

　自分が自分に訊たずねる。

「ボクは、ボクだよ」

　自分が答える。

「キミのことをずっと前から知っているんだ」

「でも、ボクは知らない」

「そうだね。これから知るのかもしれないね」

「きっと、これは、未来でも過去でもあって、未来でも過去でもない」

「今を生きているから」

「今を生きているから」

　自分が自分に笑いかける。

「ねぇ、捜し物は見つかったかい？」

　自分が自分に訊きいた。

「捜し物……？」

「そう、ボクは捜している途中だよ。とっても〝たいせつ〟なんだ。キミもそうだろ」

「ボクも？」

　捜し物をしている途中だったっけ？

　ああ、でも、そうかもしれないな。

　夢は、ひどく曖あい昧まいで不確かだ。

　目覚めると、忘れてしまう。

　ただ、いつもなんとなく覚えているのは、

〝真っ白い花〟のような女の子を捜している、真っ黒の猫になった自分だった。




　──猫？

　ボクは、本当は猫なの？

「アナタはアナタ。ほかの誰でもない」




　夢は幻まぼろし。

　夢は記き憶おくの断片。

　夢は、真実の噓うそ。

　夢は、噓の真実。




　ほら、もう一度、その手で耳を塞ふさいでごらん。

　自分の足音がよく聴きこえるから。

　ほら、もう一度、瞳ひとみを閉じてごらん。

　目覚めとともに、自分の姿がよく見えるから。

　忘れないで。

　思い出して。




　きっと、見つけられる。

　ホントウノジブンを。




　なつかしい。

　オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが聴こえた。

　気がした。







　朝がきて、やがて目覚めのときが訪れる。

「──おっきなさぁい♪　おきないとチューしちゃうわよぅ♪」

　歌でも唄うたうようにたのしげな声が鳴る。オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスだ。よく知っている。毎日のように耳にしているんだから、あたりまえか。

　それは夢でもなんでもなく、むしろ、夢から目覚めさせるための──アラームだった。

「……んー……っ、アサちゃん、判わかったから……起きるから……やめて……っ」

　寝ねぼけ眼まなこでシーツにくるまりながら、手を伸ばす。ちいさな手がそれに触れた。もそもそと、スイッチの在あり処かを捜す。シーツの中から顔を出せば早かったが、昨日きのうはなかなか眠れなくて寝不足状態だ。思考回路の活動が鈍にぶい。

　しばらくしてようやく指先が、カチッとスイッチを押しこんだ。「チューしちゃうぞぅ♡」と、どんどん迫っていた声がやむ。

　やかましく〝アサミ子〟の声を鳴らしていたのは、レトロな外装のシルバーメタリックな目め覚ざまし時計どけいだった。もちろん、

「アタシの声だから、さわやかに目覚められるわよんっ♡」

　とプレゼントしてきたのも、アサミ子だ。

　声がやんで、シーツから手だけを出した状態で動かなくなっていたが、

「……アッ！」

　思い出したように叫んで、シーツの中から転げ出てきた。

　その顔は寝起きだから低血圧気味というのを差し引いても、蒼そう白はくだ。焦あせってあたりをキョロキョロする。もう何ヶ月もこの部へ屋やで過ごしているはずなのに、一いつ瞬しゆん、『鏡かがみ』のある場所を思い出せなかった。それくらい焦っていた。

　アンティークなクローゼットのとなりに、こっちはアンティーク調ちようの姿すがた見みがある。焦っていたくせに、何な故ぜか今度は、まるで鏡に自分が映らないようにするみたく、ゆっくりゆっくり半歩ずつ近づいていく。

　早朝の静せい寂じやくに乾ききった喉のどを鳴らす、ごくん、と生なま唾つばを吞のみこむ音がやけに大きく、自分の耳にも届いた。

「……ミミは……」

　その音を聴きいたのは、どっちの耳だ？

　本当の耳か、それとも、ニセモノの……。

　自分で自分の心に問う。手を伸ばせば、判わかる。でも、怖くなって伸ばした手を引っこめてしまった。それでも答えは、鏡に映っているんだから。

　こんな朝を迎えるのは、もう、何度目か。鏡に映っている自分の姿に、何度、絶望的な気持ちになっただろう。

　こんな想おもいをするのが嫌いやだから、家族のもとを離はなれて遠く、母親の故郷のニホンまでやってきたのに。また、繰くり返している。あと、何回、自分で自分の姿に怯おびえればいいんだ。




　──キモチワルイ。




　いつかの投げつけられた短い言葉が心の中で反はん響きようする。

　ぎゅっと胸が締しめつけられて、呼吸ができなくなりそうだった。ズキズキ、傷が痛む。心にできた癒いえない傷跡。

「…………ぁ、よかったぁ……っ」

　鏡に映っていたのは、おかしくなってしまった自分じゃなかった。

　一応、確かく認にんのために、くるり回転して頭から爪つま先さきまで正面もうしろも全身を鏡に映してみる。

　怖がっていたモノは、映ってない。もう、消えていた。頭に手を当ててみても三角に尖とがったのはなくて、お尻しりをふりふりさせるとぷるぷるするのもなくなっていた。

「よかった……」

　もう一度、つぶやいた。前にいるのは正しよう真しん正しよう銘めい、真っ黒の髪の毛と母親譲ゆずりの色素の薄うすい黄おう金ごん色いろの瞳ひとみの、いつもの──涼橋スズハシ萌流メグルだった。

　ほっとした。そしたら、




　ぐぅぅぅ～～～～～………。




　気がゆるんだとたん、待ってましたとばかりにお腹なかの虫が啼ないた。

「そういえば……昨日きのう、夜食べてないんだった……」

　萌流メグルは、あのあと、アサミ子の部へ屋やから逃げるように自分の部屋に戻ってきた。それからずっとカギをかけて閉じこもっていた。ベッドの上でシーツにくるまって小さくなった。

「……見られちゃったんだよねぇ……」

　腕の中のチビリにぼやく。チビリは、いつもみたくいっしょに寝ていた。

　誰だれにも知られたくない、誰にも知られちゃいけない〝秘密〟をついに、見られてしまった。同じ寮りよう生せいの跡見アトミ忍シノブ。

　そして、寮のお手て伝つだいさん、水玉ミズタマシローこと水田ミズタマシロ。

　部屋に閉じこもってみても、心の内側に引きこもってみても、何の解決にもならないって判わかってる。もう昨日のあいだに、寮生たちみんなに萌流の『秘密』が知られちゃっているはずだ。

　いつもはガマンするため息も、こらえきれずに心から溢あふれて唇からこぼれ落ちた。

「ハァ……」

　サイアクだ。どうしようもなく絶望的な気分になる。

　窓に近づいて遮しや光こうカーテンを開く。空は、梅つ雨ゆ時期のどんよりした雲でおおわれていた。オマケに、しとしとと雨まで降り出した。

「……どうしよ……」

　お天気とおんなじどんよりした声でつぶやく。言葉にして吐き出したところで、不安が失なくなるワケでもない。ため息と不安を吞のみこんで、萌流はふらふらとベッドに腰を下ろした。




　ぐぅぅぅぅぅぅ～～～～～～～～…………。




　と、また、お腹の虫が鳴った。今度は、大合唱だ。不安をお腹にためたって、満たされないんだよと教えてくれているみたいだった。

「朝ご飯の用意してこよう……」

　落ちこんでようと憂ゆう鬱うつだろうと不安だろうと、お腹はすく。

「こういうときは、あまい食べ物がいいって、母かあさん言ってたっけ」

　遠い海の向こうに離はなれ離ばなれになった母親の言葉を思い出す。同時に、父のことも姉たちのことも浮かんできた。胸のあたりが、きゅーんと寂さびしくなった。お腹の虫の仔こ猫ねこか……。

「って、これじゃまるで、ホームシックみたいじゃないか……」

　いや。まるでじゃなくて、まるっきり懐郷病ホームシツクだが、萌流はぶんぶんと首を振って、眠気といっしょにそれを振り払おうとする。

「お腹がすいたからちょっと心細くなっただけなんだ。うん。そうだ。フレンチトーストにしよ。メープルシロップたっぷりかけてっ」

　うんうん。とうなずいて、ひとりごちる。

　フレンチトーストは父親の故郷の味で、母親がよく作ってくれた。それもホームシックっぽいが、萌流メグルはそう思ってなかった。

「だって、なんとなくなつかしくなって思い出しただけなんだよ？」

　涼橋スズハシ萌流。十二歳。中一。性格、ものすごい真ま面じ目めで素直すなお。そして、ちょっぴりつよがり。




　洗面所に行って顔を洗って、学校へ行くために着がえた。

　もちろん、黒髪ロングのウィッグに聖アンジェリカ女学院の制服姿に。残念ながら、すっかり、女の子の格好になるのがあたりまえになってきてしまった。このごろは、違和感なく着がえをすませてしまう。

「なれちゃだめだ……」

　つぶやいてみて、気づいた。

「しまった。着がえとかしないで先に朝食にすればよかった……」

　真面目で素直な萌流。落ちこんでいたりしても、普ふ段だんのルーティンをきっちりかっちりこなしてしまう。

　食堂に行けばバイキング形式で、ブレックファストが用意されている。

　アサミ子いわく、業者のひとが毎日、朝晩（休日は、昼も）、用意していてくれるらしいが。

「その業者さんを見たことないんだよね……」

　いつやってきていつセットしていつ帰っていくのか、萌流も、そのほかの寮りよう生せいたちにも見た者はいなかった。

　たまに、萌流やマシロがみんなの夕飯や夜食を作ったりもするが、そういうときは、用意されていない。急に言ったりして、キャンセルは大丈夫なのかとアサミ子に訊たずねてみても、

「だいじょぶだいじょぶーっ♪」

　と、陽気にごまかされてしまう。

　まあ、アサミ子のことだから、特殊なカタチで成り立っているんだろうとは思う。

　いつも萌流が作るおやつとかも、その幻まぼろしの業者さんに用意してもらえばいいのに。

　萌流は部へ屋やを出るとき、きょろきょろしてあたりの様よう子すをうかがった。

「……誰だれもまだ起きてないかな……？」

　寮の中で萌流が一番の早起きだ。でも、顔洗ったり着がえたりしたから、もう誰かが起きていてもおかしくない。あまり、ほかの寮生と顔をあわせたくないんだけれど。

　だから、着がえをあとにしておけばよかったと思ったワケだ。

　それに、萌流はメープルシロップたっぷりのフレンチトーストを自分で作ろうとしている。制服だとニオイがうつっちゃいそう。

　かといって、もう一度、部へ屋や着ぎに着がえ直すのも面めん倒どうだ。しかたなく、萌流メグルは、歩き出した。普ふ段だん萌流が使っている給仕室に到着すると、赫あかい眼めのうさぎ──チビリが先にがさごそと棚の上のバスケットをあさっていた。

「あ、そっか。チビリ、ごめん。きのう、ご飯作るの忘れちゃったね……」

　部屋に閉じこもっていたから、チビリのご飯の用意を忘れてしまったんだった。しかし、

「くぅっ！」

　大丈夫だよ。というように、チビリは、口の周りにポテチをいっぱいつけて、啼ないた。

「朝からポテチって。フレンチトースト作るけど、チビリも食べる？」

「くくぅっ！」

　もちろん。と、チビリがひと啼きして、バスケットから出てくる。いつものように、萌流の頭の上によじ登った。

「そういえば……チビリには、耳もしっぽもあるけど。気にならないんだもんねぇ……って、あたりまえか……」

　すこし羨うらやましくなってみたりする。猫耳じゃなく兎うさぎ耳みみとしっぽだけど。

　給仕室のミニキッチンに立ってから、思いついた。

「さてと……たまごと牛乳……。みんなの分はどうしよ……。一応、多めに作っておこうかな……。あまったら、学校に持っていっておやつにしてもいいし」

　涼橋スズハシ萌流。十二歳。中一。性格、真ま面じ目めで素直すなおで、甲か斐い甲が斐いしく忠マ実メ。

　顔をあわせたくないと思いつつも、みんなの分までと考えてしまう。これも日々のルーティンと性格のせい。だけじゃない。

　涼橋萌流という人物もまた、無む意い識しきに自分のことよりも他人を優ゆう先せんしてしまうところがある。

　マシロやこの涼橋寮りようのメンバーたちとおんなじで。

　自分のことは二の次で、ほかのひと、特に『仲間』のことを思う。

　萌流も自分でも気づかないうちに、すっかり、涼橋寮のメンバーだ。

　だからこそ、『秘密』を知られてしまった──見られてしまったのは、すごくつらいことだった。いつかは、そうなってしまうと判わかっていたつもりだったけど。やっぱり、みんなには見られたくなかった。

　さらに、特に、なんといっても、マシロは──女の子だし。

「……うっ」

　思い出したら、また、気分がどんより重くなってきた。

　ところで。萌流は気づいていないが、べつに『食堂で朝食』をという規則ルールなんてない。

　涼橋寮の寮母で責任者で最高権力者で支配者の、アサミ子が決めたことなんて、

「女の子の格フ好リで学校に通う」

　そんなくらい。といっても、それが一番に難なん関かんだけれど。

　というワケで、萌流メグルはたくさん作ったフレンチトーストの皿とメープルシロップのビンを載せたトレイを持って、このまま、自分の部へ屋やに戻ったっていい。ほかのメンバーに逢あいたくなければ、そうやって、引きこもればいいだけだ。

　けれど、萌流は、食事は食堂でみんなといっしょにというのが基本になっていた。実家も父親と母親に姉が三人とにぎやかで、ほぼ必ず全員そろっての食事が決まりごとだった。

　それがあたりまえの萌流にとって、ひとりでご飯を食べるのは真ま面じ目めな性格も手て伝つだって、選せん択たく肢しに入ってなかった。

　なので、とぼとぼと重い足どりながら食堂に向かっていた。それでもやっぱり、一歩一歩、近づくにつれて、ドキドキが増していく。手に持ったトレイが震ふるえた。フレンチトーストが載った皿とメープルシロップのビンが、カタカタ鳴る。




　──キモチワルイ。




　まただ。〝あの子〟の冷たい言葉と瞳ひとみの色ブルーが消せない傷跡を、グリグリと痛めつける。

　血が滲にじんでも、かさぶたにならない傷。

　みんなも、ボクのことをあの子と同じで、気持ち悪がっているんだろう。

　だって、あんなモノを生はやした『人間』なんかいないから。

　ボクは、ボクは……ボクは……！

　だけど、

「めぐぅ、おっはよぅ♪」

　萌流にかけられたのは、いつもと変わらないの明あっ軽かるいハイテンションのあいさつだった。

「……えっ？」

　いつのまにか、萌流は食堂にたどり着いてた。

　そこには、すでに忍シノブがやってきていた。萌流がくるのを待っていたみたいに、笑え顔がおで迎えてくれた。

　忍の様よう子すは、普ふ段だん通り変わらなかった。最近は学校だけじゃなくて寮りようの中でもデフォルトになってきた女の子の格好はいつもと同じ。ブロンドロングのウィッグに、ネグリジェを着ているのは、「もしかして、それ着て寝たの……？」と思わせるのもいつもとおんなじだ。

　ただ、違っていたのは、

「エ……ッ!?」

　萌流は、大きな黄おう金ごん色いろの瞳を見開いた。

　ビックリした。一いつ瞬しゆん、心しん臓ぞうが止まるかと思ったくらい、ドキリとした。

　なにしろ、忍のブロンドの髪の毛から、ひょっこりと──猫耳が顔をのぞかせていたからだ。

「どう？　かわいいでしょっ？」

　うれしそうに忍シノブが笑う。

「見てみて、これもあるんだぁっ♪」

　弾むような声で、忍は、反転して萌流メグルに背中を見せてきた。

「あ……しっぽ……っ」

　忍の腰のあたりから、ぴょこんと、しっぽが生はえている。

「どうして……？」

　なんで、忍にまで猫耳としっぽが生えてるんだ？

　まさか、自分のが感う染つったんじゃ!?

　そう考えてみて、すぐに、訂正された。

　よく見てみて判わかった。忍の猫耳もしっぽも、フェイクファーでできた作り物だ。

「……そっか……」

　それ以上、声を出すことができず、萌流は、口を閉じた。

　ぐいぐいと、ぎりぎりと、心しん臓ぞうが締しめつけられる。

　そうか。忍の笑え顔がおは、自分をあざ笑っていたんだ。

　じゃなきゃ、こんなことしない。わざわざ猫耳としっぽまで用意して見せつけてくるなんて。

　イタイ。

　カナシイ。

　クルシイ。

　もう、お仕し舞まいなんだ……。

　本気でそう思った。今すぐ、手に持ったフレンチトーストのトレイを放りだして、この場から逃げたかった。

　でも、違った。

　そんなことする必要はなかったんだ。




　オメデトウ。キミガミツケタノハ、タシカナモノダヨ。




「めぐぅとおそろいだよっ♪」

　忍は、笑った。

「前にやったキャラの流用なんだけどね。でも、似合ってるでしょ？」

　と言って、とてもうれしそうに笑った。
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「え……っ」

　もちろん、萌流は戸と惑まどった。

　グッ、と親指を突き立て、ウィンクする忍には、まったく悪意が感じられない。むしろ、萌流のための猫耳としっぽだ。

「フフフーっ、みんなでいっしょに獣けもの耳みみなんて、たのしすぐるぅ❤」

　ちょっと、自分の趣しゆ味みにも走っている。が、

「みんなの分も作ったんだよ。ねっ、──チヒロっ♪」

　忍シノブが振り向く、と、そこには。

「ふぇぇ……!?」

　萌流メグルは驚おどろいた。

「朝から騒さわぐな、せっかくのコーヒーが不ま味ずくなる」

　そう、クールにきめながらテーブルの傍かたわらに座って目覚めのブラックコーヒーに舌した鼓つづみをうっている千尋チヒロの頭にも──猫耳が出現していた。椅い子すの隙すき間まから伸びているのは、しっぽだ。ちゃんとついてる。

　で、つとめて冷静にしているが、千尋の頰ほおは少し紅あかく染まっているような……。

「ぼくのもおそろだよっ、めぐぅ」

　そう言って、萌流はうしろから、ぎゅっと抱きしめられた。

　それから、ひょこっと肩越しに顔をのぞかせたのは、陽向ヒナタだった。

　陽向の頭の上にもやっぱり、猫耳があった。

「ぼくのやつの、忍シノっぴのイメージは、ペルシャ猫なんだってぇ。かわいいねっ」

　にっこり微ほほ笑えむ陽向。ペルシャ猫風ふうの猫耳あわせのしっぽもひょっこり見えている。

「これね、ぼくとおそろいで花カ向ナの分も、ましろんとアサちゃんの分もちゃんとあるんだ。忍シノっぴががんばってくれて、きのう、ひと晩でみんなの分作ったんだよ。ぼくも手て伝つだったよ……ねぇ、だから、だいじょうぶだよ、めぐぅ…………くぅ……」

「ね、寝たっ!?」

　萌流メグルに抱きついたまま、陽向ヒナタは眠ってしまった。でもちゃんと教えてくれた。

　昨日きのう、みんなが何をやっていたか。そうだ。陽向がこんな時間に長なが科白ぜりふを話すくらいに目が覚めていることはめずらしい。もしかすると、みんな、徹てつ夜やだったんじゃ？

「みんな……」

　どうして、そんなことをしてくれるんだろう。

　萌流の頭に生はえたのは、みんなとは違って──本物の猫耳としっぽだ。

　幼いころに、「キモチワルイ」と言われてしまった傷跡だ。

　それを、みんなは、わざわざ作って、どうしようというんだろう。

「だいじょうぶだよ、めぐぅ」

　忍シノブが、ぎゅっと少しだけ強く萌流を抱き寄せた。寝てしまった陽向もいっしょに。

　萌流の頭の上のチビリがぴょんとジャンプして、忍の頭の上にのぼる。

「くぅ」

「うん、チビリ。みんな、いっしょだよ」

「なんで、どうして……？」

　萌流は、まだ頭が混乱していた。

「え？　だって、わたしたちは仲間でしょ？」

　簡かん単たんに忍は言った。

「めぐぅに、ましろんに、ひなっちとかなっち、チヒロにわたしでしょ。それから、アサちゃんも。みんな、みんな、仲間じゃないのさ」

「で、でも、ボク、キモチワルイでしょ!?　あんなもの、生えちゃうんだよ？　ドキドキしたりすると、猫の耳とかしっぽが生えて……ボクは……人間じゃないみたいに……魔ま法ほうが暴ぼう走そうしちゃうんだよ……？」

「なんで？　かわいかったよ、すっごくっ！」

　忍は、ぶんぶんと首を振る。

「ましろんも、そう言ってた。かわいいって」

「そんな……っ」

「ううん！　ビッグバンキュートだったよっ。わたしも、きゅんきゅんしたもん♡」

　なんだか、科白せりふだけ聴きいたらどうしようもないカンジだったけど、萌流のどんよりくもり空だった心の中に、ひとすじ光が走った。

「──あとさ、おれとヒナも似たようなもんだよ、たぶん」

「かなっち……？」

　声は花向カナタだった。背中からくっついてて陽向ヒナタか花向か見分けるのは無理でも、すぐに判わかった。

　今、花向が陽向に代わって表に出てきている。

　陽向と花向は、その身体からだにふたつの『魂たましい』を宿している。普通とは違う。魂の双子。

　そうだよ。ひなっちもかなっちも、普通じゃないかもしれないけど、ひなっちでかなっちだってことは、何にも変わらないじゃないか。

　きっと、花向は、萌流メグルに対してもおんなじことだと言っていたんだ。

　萌流のこと。魔ま法ほうのこと。猫耳としっぽのこと。魔女の血の暴ぼう走そうを押さえられないこと。そして、そのせいで、大だい爆ばく発はつを起こしてしまうかもしれないこと。

　みんなはそれを判っている。

　判っているからこそ、猫耳としっぽを作って、こうやって、ぎゅっと抱きしめてくれた。

　傷ついても、かまわないんだよ。──と。

「…………ごめんなさい………う、う、うう、ふぇ……っ」

　気がついたら、萌流は泣いていた。

　わんわんと、泣いていた。ぐちゃぐちゃになった感情がワケも判らずに、萌流の瞳ひとみから大粒の涙を溢あふれさせた。

　みんなの気持ちがうれしくって。

　こんなにも簡かん単たんに受け入れられたことに戸と惑まどって。

　みんなの気持ちを疑った自分が悔くやしくって。

　まだ、気持ちを疑っている自分が哀かなしくって。

　本当は、気持ちってこんなに簡単に伝わるものなんだろうか。

　ごちゃまぜの感覚、感動、感情、いろんなのが身体中をめぐってく。

　萌流は、自分の『魔法』は、傷つけるだけだと思っていた。

　爆発を起こすような誰だれかを危険にさらすモノ。自分の心を傷つけるモノ。

　でも、みんなが教えてくれた気がする。

　魔法は、悪いだけじゃなくて、いいこともあるはずだって。

　こうやって、みんなとめぐり逢あえたのは、魔法のおかげだ。

　魔法がなかったら、みんなとは出逢えなかった。

　キセキのような魔法。めぐり逢いの魔法。

　本当は、魔法は、何ど処こにでもあるのかもしれない。誰にでも、日常の中に潜ひそんでいる。

　そんなことにも気づけなかった。

「ごめんなさい……っ」

「違うよ、めぐぅ」

「ふぇぇ？」

「こういうときは、──ありがとう。っていうんだ」

　忍シノブが、やさしく萌流メグルの頭を撫なでた。

「ねっ、チヒロっ♪」

「莫ば迦かか。──当然だろう？」

　千尋チヒロの声は、冷たくない。

　よくすき透とおって、ふんわり、あったかかった。

「…………ふわぁ、うぁぅ、えぁ……ありっ、ありが…とぅ……っ！」

　言葉は、簡かん単たんだった。

　でも、本当の本当に、




　ありがとう。




　って、癒いえたんだ。




　　　　♪




　その朝。マシロは寮りよう生せいたちと合流して、登校することになっていた。

　マシロや寮生たちが出入りする勝手口にしては豪華なエントランスに、全員集合。

　忍に、千尋に、陽向ヒナタ（花向カナタは就寝中）、それから、萌流。

　で、みんな、いつもと変わらず、聖アンジェリカ女学院のアイドルらしく、朝っぱらから、さわやかで雅みやびやかで華はなやかだ。

　が、ちょこっとだけ、全員ある部分がいつもと違っていた。しかもそれはマシロもふくめて。

「〝コレ〟つけたまま、学校いくんすか……？」

　マシロがうめくように言った。いつもより、低い声が出た。

　マジで。イヤだったんだもの。

「ぇ？　いくよ？」

　なんでマシロが質問したのかすら判わからない。といった風ふうに忍は、にこやかに首をかしげた。

「……まじすか……」

　判っていたこととはいえ、この状態で学校に行くのはものすごい恥ずかしい。だいたい、こんな目立つひとたちといっしょに登校するってだけで、十分目立っちゃうのに……さらに、こんなものまで身に付けてとなると……。

「……も、もう考えないようにしたほうがいいな……」

　ため息をガマンして、マシロは、がっくりと頭をさげた。その頭には、ひょっこり、




　──猫耳がついている。




　フェイクだけど毛が、ふさふさしている。

　スカートの下からは、短ハーパン体操服ジヤージのほかに、しっぽがチラリズム。

「ましろんをイメージして、作ったんだよっ♡」

　という忍シノブのハンドメイドな猫耳もしっぽも、真っ白だ。真マ白シロだけに？

「ましろん、かわいいよ」

　今にも寝てしまいそうなかんじだけど、ふわっとしたやわらかい笑えみを浮かべて、陽向ヒナタが言った。

「そうだよ、ましろん。めちゃくちゃ似合ってるよ？　やっぱり、ましろんは、『白』がよく似合うねー」

　忍が手のひらを打って、きゃっきゃする。

「……そんなの、みんなのほうがかわいいに決まってんじゃん……ッ！」

　お世辞でもなんでもなくて、マシロは心のそこからそう思った。

　そう。猫耳としっぽを生はやしている（付けている）のは、マシロだけじゃない。

　忍と陽向花向カナタはもちろん、あの千尋チヒロも、そして、萌流メグルもだ。

　これは、萌流の特殊な体質のために、みんなでというか、主おもに忍が考えたことだった。




　　　　♪




　昨日きのうの夜のことだ。

　アサミ子の部へ屋やでマシロと忍は、萌流の『秘密』を──猫耳としっぽを見てしまった。萌流が飛び出していって、自分の部屋に閉じこもってしまったあとのこと。

「アレは、本当はあのコのシンボルってゆうか、存在を示すモノなんだけどねぇ。めぐぅ、真ま面じ目めで純粋じゃない？　幼いころにアレのせいで受けたトラウマを今でも抱えてるの」

　言って、アサミ子が少しだけ教えてくれた。

　萌流の秘密。傷跡のこと。

　それで、女の子が苦にが手てなこと。つまり、マシロをさけていた理由。

　そして、──魔ま法ほうのこと。

「魔法って、本物の……？　ってことは、じゃあ……」

　マシロは、はたと気づく。萌流が魔女の血を受け継いでいるということは、アサミ子も、

「そう。魔女よん♪　あれ、ゆってなかったっけ？」

　あっさりさっぱり、アサミ子は笑ってうなずいた。それって、ものすごい秘密なんじゃ!?

　そう思ったが、

「一部では、そうとう有名だよー？　だって、わたしもそれで知ったし。ネットだと『電脳の魔ま女じよ』って呼ばれてるんだ、アサちゃん。ほかにも『次元の魔女』とか『夢む幻げんの魔女』とか」

　忍シノブもけろりと言った。むしろ、マシロがアサミ子の『○○の魔女』というふたつ名を持っていることを知らないほうに驚おどろいている様よう子す。

「……ま・じ・で？」

「「うん」」

　アサミ子と忍に、きれいにそろってうなずかれた。

　簡かん単たんに信じられるワケないけど。事実はそうだと、萌流メグルの秘密が物語っている。

　たしかに、アサミ子には不ふ思し議ぎな部分が多かった。神しん出しゆつ鬼き没ぼつだったり、全部見み透すかしているようだったり、この寮りようのこともそうだ。

　マシロは、自分が方向音おん痴ちなせいだろう。とかアバウトに考えていたが、涼橋スズハシ寮の間取りやらがときどき変わっていたのは、実は、そういうこと？

　あと、誰だれもいないのに、食堂に食事が用意されてたり、マシロが掃除しなくてもちゃんと清掃されてたりとか、そういうのもそうなのっ!?

　まさか、あの全自動竹ぼうきも!?　そういや、あんな全自動の掃そう除じ機きみたことない！

　するってぇと？　公園内の林みたいな、何もないと思っていたところにいきなり、涼橋寮への通路が出現したりするカンジなのもそういうカンジ!?

「マ・ジ・デ・カ……！」

　真実はどうかは判わからない。マシロはそれ以上、ちょっぴり怖くなってしまった。世の中には知らなくてもいいことがあるんだと思うことにした。じゃないと、自分のお手て伝つだいさんとしてのメインのお仕事『お掃除』がまったく意味をなさなくなってしまうような気がするから……。

　それに。今は、萌流のことだ。信じる信じないは置いておいても、萌流が『魔法』と呼ばれるもので困っているのは、事実。それだけは間違いない。

　そして、自分のことはアバウトでも、他人のことになると、とたん、どうでもいいと思えなくなる。

　萌流がマシロを嫌っているんじゃないかもしれないことも判った。

　萌流は、トラウマのせいで、女の子が苦にが手てなだけだ。

「……それなのに、女子校に通わせるって……まさに、魔女……」

　萌流のことが不ふ憫びんになったが、アサミ子はアサミ子で何か考えているのかもしれない。

「んじゃ、まあ、そういうことだから、──あとは、アレをアレしてアレなカンジで、よろしくっ❤」

　と言って、アサミ子は、マシロにハグしただけだった。

　やっぱり、何も考えてないのかもしれない……。

　しかしながら、マシロは、アサミ子にアレをアレしてアレなカンジでアレするように、頼まれてしまったので、アレしないワケにはいかないワケだ。

　ようするに、

「──メグルのことを託されたということか」

　千尋チヒロのあいかわらずの冷静な声が湯気の中に響ひびく。

　涼橋スズハシ寮りようの恒例、相そう談だんとか話しあいをするときは、『お風ふ呂ろ場ばで会かい議ぎ』が寮生たちの決まりだ。

「裸の付きあいだねっ！」

　と言って、忍シノブが言い出したとかなんとか。

「で……毎回思うんすけど……なんで、自分もいるんすかね？」

　湯船の中のみんなに背を向けて、作業メイド服ふくを着たマシロは、風呂椅い子すに腰を下ろしていた。

　家に帰れば、半裸の兄弟たちがいるし、道場に行けば道場生たちも半裸になっているようなのがいっぱいいるから、マシロ的には、そういうのは慣なれているといえば慣れている。

　まあ、さすがに、『男風呂』にいっしょにいるのは、どうなんだろうかと毎回思うが。これも決まり。それはマシロがすっかり寮生たちの一員として迎えられていることでもあるんだけれども。なんというか、

「寮のみんなはアレなんだよなぁ……」

　彫刻のように綺き麗れいで、ドギマギして目のやり場に困ってしまう。人間か!?

　で。今回のお風呂会議の議題は、もちろん──萌流メグルに関してのこと。

　萌流の『秘密』やトラウマなど、判わかることは、千尋、陽向ヒナタ、花向カナタに伝えられた。

　みんな、『魔ま法ほう』なんて言われて全身から「？？？？？？」とクエスチョンマークのオーラを噴ふん出しゆつさせた。それでも、

「ああ、〝あのひと〟の血族だからな……」

　ということで、あっさり納得してしまった。

「みんながすごいってゆうか、あのひとがすごいってゆうか……」

　納得や理解しきれないのは、マシロだけらしい。さすが、みんなハイソなひとたちだ……。

　しかし、『魔法』と言われても、みんな、どうしたらいいのかは判らない。

「じゃあ」と言って、簡かん単たんにどうにかできる話じゃなかった。

　それでも、マシロの散ざん切ぎりボブが湯気でくるっくるになるくらい、みんなはのぼせそうになるくらい、意見を言いあった。あーだこーだと話しあった。けど、魔法をどうにかできるグッドアイディアは生まれなかった。残念ながら、魔法に対する手立ても知ち識しきもマシロたちにはない。

　今から一から勉強することもできる。そうしよう。学校の勉強もあるけど、それはそれでがんばろう。時間がかかってもいい。萌流の傷や痛みのほんの一部でも感じることができるようになれば。マシロも、忍も、千尋も、陽向も、花向も、みんな想おもいはいっしょだった。

　だけど、今すぐ、何かしたかった。

　何かできることはないだろうか。

　萌流メグルは今、苦しんでいる。

　過去の傷。魔ま女じよの血。秘密が、みんなに知られてしまった。

　今、此こ処こにいるのは、今の萌流だ。今の自分たちだ。

　過去でもなく、未来でもなく、今を生きているのは、今の自分たちだから。

　過去から今へ、今から未来へ。道をつなぐために。

　今を生きるから。

　今を生きていたい。

「──あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーっ!!」

　突然、忍シノブが雄お叫たけんで、湯船から飛び出してきた。ざっばーんと水しぶきが上がり、あたりに温かい雨を降らす。

「うぉっ、なんすか!?」

　ずぶ濡ぬれの手がマシロの頭を、むんずとつかんだ。振り返ろうとして、忍の手が散ざん切ぎりボブに触れているのに気がついて、マシロはあわてて振り返るのをやめた。

「なに、やってんすか！　服着てないんだから！」

　ほんとにもう、だ。

「思いついたのっ！」

　としかし、忍はのぼせ気味の紅あかい顔をさらに紅く興こう奮ふんさせる。

「なにを思いついたんだ」

　同じくのぼせ気味のくせにクールを装よそおう千尋チヒロが訊たずねる。

「うん！　大発見！　めぐぅの猫耳としっぽを目立たなくする方法だよっ！」

　そう言って、忍が話したのは、

「名づけて『木を隠すなら森の中、森を隠すなら山の中』大作戦っ！」

　という長いタイトルの試みだった。

　萌流が女の子にドキドキしちゃって、猫耳としっぽが生はえちゃうのを気にしてるなら、気にならないようにしようという。

「どうするつもりなの？」

　すっかりのぼせてダウンした陽向ヒナタに代わって、花向カナタが訊きいた。花向もかなりグロッキーだけど。

「わたしたちもいっしょに、猫耳としっぽを生やしちゃうんだよっ！」




　──…………ハァ？




　自信たっぷりの忍と対照的に、マシロと千尋と花向は、この湿度の中でものっそい乾いた返事をした。

　マシロにいたっては、思わず振り返ってしまう。でも、みんなのぼせそうになっていてそれどころじゃないのか、気づいてなかった。

　というアレで。

「……うー。見てしまいました……」

　なにを？

　なんか、いろいろをだよ……！

「すいませんでした……」

　こっそり、もとの態勢に戻る。どきどき。

「莫ば迦かか、おまえは……いや、莫迦か」

　呆あきれすぎてため息も出てこない千尋チヒロだった。が、

「でも、できることからしよう。めぐぅの魔ま法ほうはどうにかできないかもしれないけど、心ならわたしたちでも手助けできるかもしれないでしょ？」

　うん。そうか。

　千尋も「勝手にしろ」と苦にが笑わらいした。勝手にしろというのは、千尋の「付きあってやる」という意味だ。

　花向カナタも「いいんじゃないのぉ」と、それより早く湯船から上がりたいらしい。どんなガマン比べだってゆう。

　マシロも、「できないから」あきらめるんじゃなくて、ほかにも自分たちにできる何かをやったほうがいいと思えた。

　やっぱり、忍シノブというひとは、普ふ段だんぬけててハイテンションで、困ったことばかり言うけど、自分をよく知っていた、周囲のことをよく見ている。そして、

「仲間だもんねっ！」

　なんて、アオハルでユースフルなことを簡かん単たんに言えてしまうんだ。

　忍が言うと、なんか、恥ずかしくない。ちょっぴりね。

「よーしっ！　じゃあ、さっそくやっちゃおう！　みんなで──みんなでコスプレなんて、うれしすぎだよぉ♡♡」

　ん？

　今、なんか、チラリと本ほん音ねが聴きこえた気が……。

　まあ、いいか。

　もう、みんな、のぼせそうだし。

　マシロも散ざん切ぎりボブだけじゃなくて頭の中まで湿気でぐにゃぐにゃになってきたところだ。これ以上は、頭がどうにかなりそう。

　それにさ。考えるよりも、「それ、いっちょ、やってみよう」の精神だ。

　マシロの〝大好きなひと〟は、いつもそう言ってた。




　　　　♪




「──で、やってみたんだけど」

　なんと、猫耳としっぽを付けて、マシロたちは、由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院に登校していた。何ど処この世界に猫耳しっぽで登校する名門校の生徒がいるっていうんだい？

　ああ、また、生徒みんなになんて言われるか……。




「きゃぁ～～～～～～～～～～～～～～、かわいいですわぁ！」




　は？

「ごきげんよう、忍シノブさま。今日きようは素敵すてきですわ」

「ごきげんよう、千尋チヒロさま。ギャップ萌もえですわ」

「ごきげんよう、陽向ヒナタさま。ミラクルにカワイイですわっ」

「ごきげんよう、萌流メグルさま。とてもよくお似合いになられていますわっ❤」

　そして、

「ごきげんよう、マシロくん。猫耳の『男子』は浪漫ロマンですのよ？」

　もう、ワケが判わからない。

　聖アンジェリカ女学院の生徒たちはみんな、猫耳としっぽを受け入れた。

「ありえねぇ！」

　思わずマシロが叫びそうになったが、信じられないことに、その日の午後には、薔ば薇らの団の猫耳としっぽを真ま似ねて、さっそく「わたくしたちもっ♡」なんつって、自作の猫耳しっぽを付ける生徒たちまで出現した。

　巻き起こる空前の、猫耳しっぽブーム。

　あまりの事態に、開いた口がふさがらない教師たち。

　そういえば、校則に『猫耳やしっぽを付けるの禁止』なんて何処にも書いてなかった。学業に必要のないアクセサリー等などは、禁止といえば禁止だが、聖アンジェリカ女学院は生徒の自主性を重んじている。当初はまだ、一部生徒たちによる行動だったため、微ほほ笑えましい程度だった。のちのち、前代未聞の中等部生徒ほとんどが擬ぎ似じ獣じゆう人じん化かするという事態に発展するが、それはまたべつの話だ。

　それでも十分、

「アホだ……！」

　あきれるしかない。でも、なんかすごい！

「さすが由ゆい緒しよ正しき聖アンジェリカ女学院の生徒みんな……!!」

　あらためてマシロは、聖アンジェリカ女学院は不ふ思し議ぎの国で、とんでもなく浮うき世よ離ばなれした世界にいるんだなぁ、そんで、此こ処こにいるひとたちもそうなんだなぁ、と思い知らさせた。

　そんなマシロも、ずーっと一日中、猫耳しっぽを装着したまま授業を受けたりしたんだけれども。

「なんか……、してたほうがいいかなって、思って……」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。性格、真ま面じ目め。




　昼休みになって、いつものようにマシロや薔ば薇らの団メンバーは、『ばらの団。』の部室に集まっていた。このところ、萌流メグルに嫌われているのかと思って重くなっていたマシロも、萌流が女の子が苦にが手てなんだと判わかって、気兼ねなく部室に顔を出せる。とはいっても。

　萌流が女の子が苦手なのは何も変わってないワケで。

　フェイクの猫耳がとてもよく似合っている萌流が、

「…………っ」

　用意してくれた紅茶（イングリッシュなんとかってゆうやつ）をマシロの前に出して、すばやくはけていった。あいかわらず、萌流のマシロに対する態度は、よそよそしく、さけ気味。よけ気味だった。

　仕方ない。マシロにドキドキして、『魔ま法ほう』が暴ぼう走そうしたら、猫耳しっぽが出てきてしまう。今、『ばらの団。』メンバーのほかに誰だれもいないし、フェイクの猫耳しっぽを身に付けてるとはいえ、萌流の心の負担になるに違いない。

　マシロと忍シノブが萌流の魔法の暴走を目もく撃げきしてしまったあのときも、とてもつらそうだった。

　とは思うが、マシロに、コレといった解決策もなかった。なるべく、普通にしていることくらい。

　だいたい、マシロは自分で自分のことを『女の子』だとかあまり認にん識しきできていなかったりする。そんなだから、萌流が自分のことを『女の子』として認識しているということが逆に申もうし訳わけない気持ちになる。

　水田マシロ。十三歳。中二。現在家は、祖父兄三人弟の、おまけに格かく闘とう技ぎ道場。男ばっか。

　だから、マシロは気づいていない。寮りようでも、うちでも、マシロはちゃんと女の子扱いされていることに。むしろ、聖アンジェリカ女学院の生徒たちのほうがマシロのことを女の子だと思ってないのかもしれない。

「マシロくんっ♡」

　とか呼んでるし。

　ま、いいか。それより。

「んー、紅茶おいしぃ……」

　萌流メグルがいれてくれたあまぁい紅茶に目を細めて、マシロは散ざん切ぎりボブを揺らした。

　ローテーブルを囲みいつものように、紅茶とお茶うけを用意して、萌流が最後にソファに腰を下ろした。と、

「みんな、ごめ……じゃないや、あの、ありがと……っ」

　かわいらしい声をちいさく鳴らして、萌流が申もうし訳わけなさそうに言った。小こ柄がらな身体からだをさらにちっちゃくする。

「仮にもし、オレに羽根でも生はえるようなことがあれば、羽根でもつけてもらうさ」

　そんなことを言って千尋チヒロは苦にが笑わらいする。気にするなということらしい。

「じゃあ、わたしが人魚みたく半分さかなになったら、めぐぅもさかなクンになってね？」

　よく判わからないが忍シノブも気にしてない。それよりもなによりも、萌流やみんなでコスプレ的なことができているから、いつにも増してテンションが高い。

「コレだよ、コレぇ。やっと部活らしくなってきたねぇ～♪」

　うれしそうだ。とてもうれしそうだ。あまりにうれしそうにしあわせそうな忍を見ていると、

「──もうやりたくないっす」

　なんて言えなくなる。

　それと、これは萌流のためだけじゃない。

　萌流のことは、みんなで決めたことだ。忍、千尋、陽向ヒナタと萌流、それから、マシロもいっしょに決めた。

　だから、もう、これは、ひとりの──萌流だけのことじゃないんだ。

　マシロをふくめた寮りよう生せい全員のこと。

　あたりまえだよ。

「だって、仲間でしょ？　めぐぅ、気にする必要なんてなんにもないんだよ」

　忍は言う。にっこりと微ほほ笑えんで。

　千尋も、

「そういうことだな」

　半分寝ながらもムシャムシャ麩ふ菓が子しを食べている陽向も、

「花カ向ナもぼくも、めぐぅのこと好きだし」

　今は眠っているのか起きて話を聞いているのか判わからないけど、花向カナタも、

　そして、

「ええっと……、みんないっしょだから、なんか、だいじょうぶな気がする」

　マシロはうまく表現できないもどかしさで、散切りボブを片手でわしゃわしゃさせながら言った。アバウトでかわいげのない言い方だったかもしれないが、それは〝たいせつ〟な気持ちだった。

「ありがと……っ」

　萌流メグルはまだ硬かったが頰ほおをちょっぴり紅あかくしてうれしそうに、微ほほ笑えんだ。

　少し瞳ひとみが潤うるんでいるように見えたけど、萌流は、もう泣かないと決めたのか、「だいじょうぶだいじょうぶ」と自分に言い聞かせるみたく、こっそりつぶやいていた。

　なんか、けなげで、かわいいなこの子。そんな風ふうに想おもって、マシロは微笑ましくなった。

　もしか。マシロがもっと女の子っぽくお姉ねえさんだったりしたら、萌流みたいな妹がいたら、ぎゅーっと抱きしめたくなってしまうだろう。

　萌流はいじらしいというか、けなげというか、つよがりなところがものすごく可か愛わいらしい。そっけない態度とかも理由が判わかると、猫みたいなかんじでちょっとカワイイと思ってしまう。本人はとても真剣に悩んでいるんだから、ひどいかもしれないけど。

　アサミ子が萌流を溺でき愛あい（ちょっと変わってるけど）する気も判らなくもない。あれは猫かわいがりだったんだろうか……。

　マシロは、「萌流めぐうとも仲よくなれればいいなぁ」となんとなく思った。

　そう思えた。

　こうして、マシロにも、みんなにも、家族以外に心を開くことができる仲間ができようとしていた。いや、もう、そうなっていたのかもしれない。

　特に、忍シノブはそう思っていた。

「じゃあ、次の作戦にいくぞーっ」

　で。忍が突然、そんなことを言った。ソファの上で、そりゃもうノリノリだ。ウッキウキだ。

「……はっ？」

　としかし、驚おどろいたのは、忍以外の全員だった。

「そんな話聞いてないぞ」

　またはじまったとばかりに、千尋チヒロが言った。忍との付き合いが一番長い。忍が突とつ拍ぴよう子しなのはいつものこと。

「今、思いついたのっ！」

　そして、堂どう々どうとそんなことをはっきり言う忍。

「今っ？」

「そう、今、たった今、びゅる！　ってキタ！」

　てか、びゅる、なんて擬ぎ音おん聴きいたことないよっ。

「とりあえず、今日きようからみんな、家でも『女の子のまま』でいることっ！」

　コノあんぽんたんはナニを言ってやがるんだ。

　という目で、みんなは見た。ソファに立ち上がって、人差し指を天高く突き上げているあんぽんたんを。

　陽向ヒナタだけが、もそもそと数本目の麩ふ菓が子しを頰ほおばりながら、ぼーっと、忍を見上げていた。そのまま寝るんじゃないかと思った。てか、キミはアレか。うまい棒とかチョコバーとか麩菓子とか、そういう棒状のお菓子が好きなのか？　そうなのか？　あ、寝た……っ。

「アサちゃんがいってた。めぐぅを聖アンジェリカに通わせたのは、『逆に』だって」

　逆に？

　女の子が苦にが手てな萌流メグルを『逆に』女の子ばかりの環かん境きように放りこんで、慣なれさせてしまおうというちょっと強引かつ大胆な発想らしい。アサミ子いわく、ショック療りよう法ほう。電化製品を叩たたいて治すって、アレか。

「なので、アサちゃんの作戦ウエーブにわたしたちもノリノリにのラっイかドろオうンとゆう、アレですっ」

　やっぱ、アレらしい。

「つまり。オレたちにもおまえのように、寮りようでも女装していろ。ということか？」

　それに気づいて、千尋チヒロは頭痛がしてきたのか眉み間けんを押さえた。

「Exactly!!」

　言って、ぱちぱちと忍シノブが手を叩く。ブロンドにニホン人離ばなれした容姿はさすが、ネイティヴな発音。

　感想はそこじゃなくて、まさにそのとおりexactlyってトコ。

「めぐぅは、女の子だって意い識しきしちゃうからダメなワケで、わたしたちといるのはだいじょうぶなワケだから、学校のコたちも、わたしたちとおんなじと思えばいいじゃない」

　いいワケないじゃない。そりゃ、聖アンジェリカ女学院の全生徒のことを、みんな、見た目が女の子でその実、中身は男の子だと思えってことか。いくらなんでもパワープレイすぎやしないか。ムチャクチャじゃないか。

「そんなことできたら、メグルもやっているだろう」

　当然、さすがに千尋がツッコミをいれる。

　マシロも、「そうっすよ」とうなずいた。が、

「慣れだよ！　なれるより、なれろ！」

　としかし、忍のイキオイは止まらなかった。むしろ、増すばかり。

「え？　え？　えっ？」

　萌流は、忍のイキオイに押されて拒否すらできずに、黄おう金ごん色いろの大きな瞳ひとみをぱちぱちさせる。

　しかも、忍の発表はそれだけに留とどまらなかった。イキオイという名の大津波ビツグウエーヴに完全に乗っかってる。つもりになってる。

「そして、仕上げはーっ」

「ま、まだ、あるんすか!?」

　マシロも声を上げた。

　忍との付きあいが長い千尋だけじゃなく、こうなってくると付きあいの長くないマシロも面めん倒どうくさそうな気しかしてこなかった。

「これは、めぐぅのためなんだよっ！」

　テンションが上がりすぎて、あの忍シノブが〝萌もえ〟から〝燃もえ〟になってる。熱ねつ血けつな瞳ひとみだ。燃えている、燃えているよっ。アチチッ！

　だ、誰だれか、消火器持ってきてぇ！

　と、思ったら。




「──やるっ」




「「えっ？」」

　声がしたほうをマシロと千尋チヒロが一斉に見た。

「ぼ、ボク、がんばってみるっ！」

　萌流メグルだった。忍の「めぐぅのため」という科白せりふが、真ま面じ目めで責任感の強い萌流のちっちゃな身体からだにまで飛び火してしまったらしい。

　涼橋スズハシ萌流。十二歳。中一。性格は、非常に真面目で純粋。みんなががんばってくれるなら、ボクもがんばらなきゃっ、の精神。

「そ、そこはなんとか……っ」

　断ったほうがいいんじゃないかと、マシロは思う。

「そうだよね。やるしかないよねっ」

　うんうん、と萌流は自分に言い聞かせている。ああ、なんて純真なコ！

「戦やって殺やれだよっ、めぐぅ！　コスプレは戦いだよっ！」

　なんの話をしてるんだ、この忍ひとはっ！　あと、やっちゃダメだから！

　こうなったら、メガネさんなんとか言ってやってくださいよ。

「…………め、メガネさんが……あきらめてる……ッ」

　唯一の救いを求めて彷徨さまよい求めた視し線せんはあっさり裏切られた。

　千尋はもはや、こうなった忍になにをしてもなにを言ってもムダだと判わかっているのか、腕組みのままあさってのほうを向いていた。

「ちょ、ちょっと……！」

　いや、しかし、あきらめてはならない。マシロは、最後の抵抗を試みるが、しかし。

「……ん。なんす……か？」

　忍の視線がマシロをとらえていた。

「ふっふっふっふー、今日きようは金きん曜よう日びだね、ましろん」

　不敵な笑えみを浮かべて、忍が訊たずねてくる。

「そ、そうっすね……？」

「じゃあ、明日あしたからの土日は学校も休みだねぇ、マシロ」

「あー、まー、そうっすね。休みッスね」

　てか、呼び捨て？

「じゃあ、ときに、土日の予定は？」

「へ？　よ、予定？」

「そう、予の定」

　なんだ、それ。

「予定っつっても、いつも通り、寮りようのバイトっすけ……ど？」

「あー、そうなんだー。それは、丁ちよう度どよかったぁ」

　ワザとくさく忍シノブは、大おお袈げ裟さに両手をパチンと打った。

　どうしようもなく不安があおられるのは気のせいか。

　てか、なんか、忍の視し線せんが、マシロと萌流メグルに向けられいる。

　忍は、にまっ、と満面の笑えみを浮かべた。

「発表しますっ！　あしたは、『第一回　涼橋スズハシ寮恒例　チキチキ　プチ合宿をプロデュース！　の巻』を開かい催さいしますっ!!　これで仕上げの最終段階に突入なのです！」

　気のせいじゃなかったデスっ！　てか、勝手にどんどん作戦とやらが先に進んでるじゃないか。いつのまに!?

　マシロは、『合宿』の二文字に、自分には関係ないか、と思いこんでいた。

　なので、傍ぼう観かん者しや気分でみんなのほうを、萌流のほうを見た。

　萌流は、クエスチョンマークを「？？？？？？」と六コ浮かべて、混乱している。

　千尋チヒロのほうを見てみる。

　目があう前に、マシロに向けられていた視線が、

「残念だが、付きあってやれ」

　哀かなしそうに物語っていた。

「え？　自分っすか!?」

　マシロはなんとなく悟ってきた。

　この合宿は、マシロも参加してこその『合宿』だということだ。

　どうりで、「あれ？　合宿っていっても、みんな寮で暮らしてるじゃん。毎日、合宿みたいなもんじゃん」とか思ってたけど、違うじゃん。みたいな……ッッ！

「そうだよぉ。この〝ミッション〟には、マシロが一番重要なんだっ♪」

　いつのまにか、ミッションになっていた。忍の勝手な盛り上がりは絶ぜつ好こう調ちよう。

　てか、

「呼び捨てか」







　止やまない雨は、ない。

　でも、その雨が嵐あらしかもしれない。




　そして、




　ついに、嵐がやってきた。




　　　　♪




　土ど曜よう日びになった。

「あのさぁ。土日、みんなといっしょに、ちょっとした合宿？　部活みたいなかんじの、で、寮りように泊まることになったんだけど、いい？」

　マシロが兄たちに訊たずねてみた。

「いいよ。いっといで」とこころよく兄たちは言ってくれた。

　弟は、「シローちゃんいいなー。お泊まりできてー」とか、うらやましそうだった。

　というアレで。

　マシロはあっさり、『合宿』に参加できることになってしまった。

　マシロは、家が男所帯で道場に通ってくるひとたちもいて、毎日学生の合宿所みたいなかんじだったから、それほど気にせずにいた。

　が、兄たちは、真実をまったく知らなかった。マシロが通っている聖アンジェリカ女学院の涼すず橋はし寮。すなわち、そこに暮らしているのは、女生徒ばかり。だと、思っている。

　事実は、まったく逆。

　涼橋寮で暮らしている一見、美少女たちは、全員が男の子だということ。そんな美少年たちが巣くう薔ば薇らの園そのに大事な大事な『妹』を行かせることになるなんて知ってたら、兄たちは縄なわで縛しばってでもマシロを止めていたに違いない。

　でも、知らないので。

「じゃあ、いってきまーす」

　マシロは、『女の子』の荷物としてはきわめて少ない着がえやらをリュックにつめて、涼橋寮に向かった。いつもと同じバイト先で、いつもと同じ涼橋寮までの道のりなのに、ちょっぴり、気持ちがそわそわ、ふわふわした。

　涼橋寮に到着すると、

「ましろん、おっはよーん」

　と、ハイテンションに忍シノブが迎えてくれた。いつもと同じかんじだけど、いつもよりも気持ち、忍がハイテンションな気がする。

　いつもと同じで、女の子の格好をしているんだけど、うん。やっぱり、違う。

「じゃあ、また、あとでね。ましろんっ」

　上じよう機き嫌げんで、手をぶんぶん振りながら、忍シノブは、寮りようの（廊下というより）通路を小走りに去っていった。朝っぱらからこのテンションで疲れないだろうか……。いや、こっちがね。

　通路を先に進む。着がえに行かなきゃだからだ。きっと、何ど処こかで〝あのひと〟が作業服という名のメイド服を手に、待ち構えているに違いないんだ。

　すると、

「どうした、マシロ？　人のことをジロジロ見て」

　着がえに行く途中で千尋チヒロに逢あった。

　寮では、男の子バージョンが多いが、今日きようは、『寮でも女装』という忍の〝ミッション〟に従って、千尋も女の子バージョンになっている。

「いや、なんか……女子だから？」

「な、何を言ってるんだ。ったく、オマエもさっさと着がえてこい」

　違和感とまではいかないがマシロが感じているのとよく似たモノを、千尋も感じているらしい。ちょっと不機嫌なのは、そのせいかも。

「はいはーい」

　返事は一回だ。と、冷たい声でチクリ刺されながら、マシロは、歩きだした。

　しばらく歩くと、今度は、陽ヒ向ナ花カ向ナに逢った。

　めずらしく、ふたりとも眠そうだが起きている状態だった。

「おはよう、ましろん」

「なんだよ、にやけたツラして。気持ち悪いぞ、ミズタマ」

「おはよ、ひなっち、カナ。てか、にやけてた？」

　そんな顔してたかな？

「してるよ」

　花向カナタにフンッと笑いながらほっぺをつねられた。

「いたいっつーの」

　実はそんな痛くない。陽向ヒナタもそれが判わかったから、何も言わず、にこにこして花向が手を放すまで黙だまっていた。

「んじゃ、おれたち寝るから。ふぁ～……」

　花向がおっきなあくびをする。

「今日は休みだからきのうの夜ずっと、曲作ってたんだぁ」

　陽向の声もふにゃふにゃになっている。ふたりとも眠気が限界みたいだ。

「んじゃね。また、あとで」

　ひらひらと手を振って、陽向花向と別れた。よたよたと陽向が壁かべに寄よっていって、そのまま寝たりしないだろうかと、ちょっと心配になった。

　また、歩きだして、

「ああ、そっか。みんな、朝ご飯食べてたのか」

　どうして、こう次から次へとみんなに逢あうのか。今日きようは土ど曜よう日びだから、みんな、ちょっと遅めの朝食をとっていたんだろう。マシロの部へ屋やへ行く途中に、涼橋スズハシ寮りようの食堂がある。

「そういえば、きのう、朝までコレ作ってたっていってたし」

　マシロは、リュックからコレ──猫耳を取り出した。真っ白いフェイクファーの徹てつ夜や仕事だとは思えない丁てい寧ねいな作りだ。こんなところで、忍シノブのコスプレッソ（コスプレ魂ソウル）をまざまざと見せつけられた。

「ほんとに好きなんだなぁ、あのひと……」

　無む意い識しきにそれを頭に乗せてみる。ぴったり。

　どんなふうになってるんだろ。そういえばコレつけて鏡かがみとか見たことなかったんだっけ。

　通路の窓ガラスに自分の姿を映してみた。何気なく。外が明るくて、うっすらとしか自分がどうなっているのか確かく認にんできなかった。

　それをいいことに……何な故ぜか自分でも不ふ思し議ぎだったんだけど。

　忍みたく、猫耳しっぽでポーズを取ったりしていた。

「にゃー……。なんつって……んー、違うな？」

　よく判わかんないや。まあ、いいか。てゆうか。

「こんなところ誰だれかに見られたら……、ゲッ」

　ガラスに映る自分と、そのうしろに黒い影かげが……。

「──似合ってるわよん♡」

「くぅ！」

「はぅあ……ッ！」

　頭に赫あかい眼のうさぎを乗っけた黒い影が襲おそいかかってきた。

「ふぁぁぁぁぁ～～～～っ！」

　毎度毎度、このひとの登場はいきなりだ。アサミ子が、むぎゅーっと抱きしめた。というより羽は交がいじめにしてきた。

「むふふっ♡　がっそりキュートよ、ましろんっ！」

「み、見た……!?」

「もちろん──見たわよぅ！」

「ふわぁ……っ」

　なんてこったい！　自分から猫耳つけてガラスに姿を映してきゃははうふふってなりそうなところを、見られてた……！

　サイアク……いや、見られたとしても、アサミ子だから、まだ……、

「アタシだけじゃないよ？」

　出た。アサミ子に頭の中を読まれた……！　こ、これも魔ま女じよだから!?

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。とてもよく顔に出るから。

「てか。……だけじゃ、にゃい??」

「にゃんっ♪」

　といって、アサミ子がマシロを抱きかかえたまま反転した。そして、ちょいとばかり身体からだをどけると、

「……あ」

「…………ご、ごめん」

　ぺこりと頭を下げている、萌流メグルがいた。

　謝あやまられると、よけいに、はずかしいじゃないっすか！

　萌流は、ほかのみんなと同じように女の子バージョンだった。部へ屋や着ぎは、たぶん、アサミ子チョイス。黒と白でシックだけれど萌流の黒髪によく似合っていて。アサミ子とおそろいの赫あかい靴がなんとも目に鮮あざやか。

　アサミ子のほうは、黒髪と和風ゴスな服と網あみタイツと赫い靴がとても妖よう艶えんで朝っぱらから艶あでやかたれながし。

　……ん？　アサミ子の髪。

　あれ？　昨日きのうまで赫っぽくなかった？　今は、真っ黒だ。

　というか、実は、アサミ子の髪の色は、毎日、微妙に違う。

　アサミ子の本当の髪の色は黒。ただ、もうそれにつよがりもこだわりもなくなっていた。

　萌流がいるからそんなこだわりは必要ない。だから、服や靴、気分にあわせて変えている。

　──魔法で。

　ころころ変えているが、寮りようのみんなもウィッグとかでころころ印象が変わるために、マシロはあまりそれを気にしていなかった。

「じゃあ、めぐぅ、あとはお願ねがいね」

　アサミ子が言った。

「え？」

　萌流が何事かと、大きな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみを白黒させる。アサミ子がいきなり持っていたマシロのメイド服を萌流に手渡したからだ。

「って、どうゆうこと？」

　萌流がメイド服とアサミ子を交互に見やる。

「今日きようから『強化合宿』なんでしょ？　だったら、がんばらなきゃだわ、めぐぅ」

　つーか、いつから合宿に『強化』が追加されたんだろうか……。

「ほら、だって、めぐぅのための合宿でしょ？　そしたら、めぐぅのためになるほうがよくない？」

「んー？」

　と、マシロと萌流メグルが同じ角度で首をかしげる。

「つまりね。ましろんとめぐぅは、この合宿中──離はなれるの禁止っ❤❤」

「……──はぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～？？？」

　マシロと萌流はハモって、首をかしげたほうに一回転しそうになってしまった。

「なにそれッ!?」

　萌流がふらふらと近寄ろうとしたが、アサミ子はステップを踏むようにヒラリ、それをかわした。

「ふあっ、アサちゃん、だって、ボク、お、女の子が苦にが手てだってゆってるのに……!?」

　信じられないと萌流は完全にうろたえている。迷子まいごの仔こ猫ねこみたいな瞳ひとみが揺れて、マシロに向いて、すぐにうつむいてしまう。

「……ご、ごめん……ミズタマさんが嫌いなワケじゃないんだ。ドキドキしちゃうと、魔ま女じよのチカラが暴ぼう走そうして、止められなくなっちゃうから……もしかして、大だい爆ばく発はつとかしちゃったら、……みんなを巻きこみたくないんだ……ッ」

　こんなときにもマシロやみんなに気をつかう萌流の健けな気げさに、胸のあたりが、きゅんっ、と鳴った。

　ハッ！

　これって、もしや、──道ばたで捨て猫を拾っちゃうカンジの気持ち的な!?

　ほっとけないあのカンジ？

　よく判わからないけど、

「だいじょうぶっ！　がんばろうっ！」

　思わず、マシロは、熱あつくなってしまった。言ってから、ハッ、と我われに返った。

「……しまっ……た……」

　が、時すでに遅し。アサミ子が、にんまぁ～、と引くくらいまんまるの笑えみを浮かべてマシロを見ていた。

「ふっふのふー、さすがましろん。略して、がんっ！」

　名前の原型がねぇっす。

「んじゃ、よろしくね、ましろん。めぐぅもしっかりやりなさいよっ。ファイトっ」

　バサッと肉球シルエット柄がらの扇せん子すを取り出し、パタパタとあおぐアサミ子。

「がんばる……よ？」

　状況の把握ができず、ついていけてないのか、うなずきながら萌流は首をかたむけた。

「はいはい、じゃあ、さっそく。ましろんはお着がえタイムねっ！　でも、ここはアタシがやるわっ！　何な故ぜなら──やりたいからっ❤」

　アサミ子は普通の欲望を全力で発言しただけだった。自分で萌流にマシロのメイド服を渡したくせに。

「って……なんで、だっこされてるんすか……？」

　気がついたらマシロは、アサミ子の腕の中だった。いわゆる、お姫さまだっこ。

「サービスよんっ♪　いくよー、めぐぅもきなさい」

「あ、うんっ！」

　真ま面じ目めなのか純粋なのか、単純にアサミ子の命令に反射的に従うようになってしまったのか。ずんずん通路を進みだしたアサミ子のうしろを、ちょこちょこ萌流メグルがついてくる。その手にマシロ用のメイド服を持って。

　魔ま女じよに仕える美少女ってカンジだ。

　なんか、本で読んだな。そういうの『仕え魔』ってゆうんだっけ？

　ま、いいや。

　つーか。そんな魔女のひとにお姫さまだっこされている自分っていったい……。

「……なんだ、コレ」

　ほんとにもう、だ。




　　　　♪




　さすがに着がえの場にはいなかったけど。

　萌流はマシロのあとをちょこちょこと遠えん慮りよ気味に、かつ、おどおどとついてくる。

　掃除をしているときも、クリーニングから戻ってきたシーツやらを取りにいくときも、忍シノブの手て伝つだいで通販で買ったという大量のコスプレ用布を運んでいるときも、萌流はいっしょだった。

　しかも萌流は律りち義ぎに、アサミ子プロデュースのメイド服（マシロとおそろい）を着ていた。さらにふたりとも、猫耳としっぽをつけている。

　それを見た忍が、

「くぅぅぅぅ～～～～～～～～っ、キュン死にしゃちゃいそうっ♪」

　めちゃくちゃ瞳ひとみを輝かがやかせていたのは、言うまでもない。てか、言わないで。

　メイド服に猫耳＆しっぽなんて、家族が知ったら爆ばく笑しようされてしまう。

　でも、萌流は似合ってるんだよ？

　マシロでも、きゅんきゅんしてしまいそうになる。メイド服も猫耳もスカートからふりふりのレースといっしょに顔をのぞかせる、しっぽも萌流だと不ふ思し議ぎと自然。

　マシロとは色違いで、アサミ子のはいているのと同じ色の赫あかい靴もメイド服のモノクロによく映はえる。アサミ子のは艶あでやかなイメージのヒールだけど、萌流のはワンストラップシューズでめちゃんこキュート。

　あと。マシロがうっかり近づきすぎて、ビクッと身を硬くするのも、近所の猫を彷ほう彿ふつとさせて、ちょっぴり、せつな萌もえ。

「……でも、そっか。困ってるんだよね……」

　萌流メグルの中の魔ま女じよのチカラが暴ぼう走そうすると、リアルに猫耳と尖さきっぽだけが白くなったしっぽが現れる。マシロも見た。あのときも自然に見えて、かわいいなーとか思ってしまったくらいだ。

　けど。萌流はとても傷ついている。それはマシロには想像できない苦しみで痛みで哀かなしみなんだろう。

　なんとかすることができればいいのに。

　とにかく、涼橋スズハシ萌流というコは、真ま面じ目めで、素直すなおで、ひたむきで、つよがりだ。

　アサミ子に言われたとおりに、マシロにくっついてコスプレまでしてる。この強化合宿は萌流のためにやっているんだから、本当は萌流まで女の子の格好をしなきゃってことも、まして、メイド服を着る必要もないはずなのに。

「なんかボクだけって、落ち着かなくて」

　言いい訳わけでもするみたく、萌流がぽつりとつぶやいた。

　みんな、女装してるほうが落ち着かないと思うけど。

　涼橋萌流。十二歳。中一。なんて真面目で律りち義ぎなコ！

　マシロに気をつかわせないように、気をつかったり。自分がマシロが近づくたびにビクビクしていることに、マシロが傷つかないかどうかを気にしてる。そして、自分の弱いところを見せたくないと、つよがる。

　はじめて、こんなに長い時間をいっしょに過ごしてみて、たくさん、はじめての萌流に逢あった。見たことなかった、知ることのできなかった仕し草ぐさや表情に逢うことができた。

　アサミ子にパシらされたり、忍シノブのコスプレに付きあわされたり、千尋チヒロの部へ屋やを掃除しにいったり、陽ヒ向ナ花カ向ナを起こしにいったり。ぜんぜん起きなかったから、萌流が自分の部屋からポータブルのミュージックプレイヤーとスピーカーを持ってきて、大音量で鳴らしたり。そしたら、陽向ヒナタが目覚めてびっくりしたり。顔をあわせて少し笑いあえたり。萌流がドキッとしてすぐに目をそらしたり。ちょっぴり、それがせつなかったり。

　同じ時間を同じ空間で同じことをして、いっしょに汗をかいた。

　あいかわらず、萌流はマシロにたいしてよそよそしく、会話はほとんどないけど。いっしょにいる時間は、マシロに、萌流に、いろんな気持ちを与えてくれていた。

　マシロと萌流の距きよ離りは近づいていった。

　少しずつ、ほんの少しずつだけれど。

　一ミリ、二ミリ、三ミリ、四ミリ、五ミリ、六ミリ、七ミリ、八ミリ、九ミリ、十ミリ。

　一センチ、二センチ、三センチ、四センチ、五センチ、六センチ……。

　本当の距離。目に見えている距離と、目に見えない距離。

　心の距離。

　ちゃんと、近づいていた。

　ランチタイムのあとの、アフタヌーンなティータイム。

　萌流メグルは目をあわせてくれなくて、頭の上に陣取ったチビリの赫あかい眼めとはよく視し線せんがぶつかった。萌流とマシロの間には、微妙な距きよ離りが開あいていたけど、萌流はマシロに紅茶のいれ方とおいしいパンケーキの作り方を教えてくれることになった。

　ついでなので、

「パンケーキと、ホットケーキって……どうちがうの？」

　とか訊きいてみた。

「ん？　あ、いっしょだよ。国とか地域によって、呼び方がちがうだけ、かな？　たぶんだけど、はっきりとしたちがいってないと思うよ」

　言いながら萌流は、計りに載せたボウルに材料を入れていく。手て際ぎわがいい。

「ま、目分量だからちょっと誤差があるかもだけど、ここらへんは、ねっ」

　真ま面じ目めなだけじゃなくて、こういう茶目ちやめっ気けもあるんだ。

　ごまかすように、少し照れながら萌流は歯を見せた。

　あ、八重歯があるんだ。なんか、かわいっ。

　そんなのをうっかり口にして、萌流をドキドキさせないようにしないとだ。せっかく縮ちぢまってきた距離もまた、遠く離はなれてしまう。

「今日きようは、すっごくおいしいメープルシロップがあるから、あまさひかえめの米こめ粉このパンケーキだよ」

　ぱっぱっぱっ、テレビで観みたパティシエのひとみたいなムダのない動きで、萌流は生き地じを作っていく。

「あ、これね。もちもちにしたいから、生地を作るときに、材料を混ぜすぎないってゆうのが、ポイントなんだ」

　だいたいこれくらい、と萌流はボウルの中身を見せてくれる。

「うんうん……？」

　一応、うなずいてみせたマシロだったが、実は、よく判わかんない。

「ボクの個人的な感想なんだけど、お菓子作りって、料理よりもむずかしいって思うんだよね」

　料理はざっくりとした材料でざっくりと作っても、それなりにカタチになる。カレーとかは特にそう。マシロが家で作ったりする料理は、だいたいそんなアバウトにできるモノばっかりだ。

　けれど、お菓子はそういうんじゃなく。もっと、こう、繊せん細さい。

　ニンジンがなくてもジャガイモがなくても、カレーはできる。カレー粉があれば、だいたいカレー。ちょっとおおざっぱ過ぎるかもだけど。

　お菓子作りは、何かの材料がなければ、完成しないものが多い。それに、バターの分量がちょっと違うだけで、味も変わってくる。見た目だって変わってしまう。

　アバウトなマシロに向いているとは思えないが、萌流メグルにはぴったりだ。

　真ま面じ目めで、やさしくて、繊せん細さいで、いろんなところに気を配れる。

　今も、マシロの前で、いとも簡かん単たんにパンケーキができあがっていく。

　とろりとしたタネが、フライパンの上に広がる。

　じわりじわりと火が通って、ぷくぷく生き地じに泡みたいなのが浮かびだした。ぱたっ、とひっくり返す。綺き麗れいな茶ちや色いろが見ているだけでたのしい。それから、ぺたんっ、とまたひっくり返して、じんわりと焼き上がりを待つ。

「はい、できあがり」

　お皿に、あっというまに、パンケーキ。

　ふわっふわのもっちもち。

　イラストや写真でしか見たことないような、仕上がりだ。

「おおっ、ホットケーキミックスのパッケージみたい！」

　思わず、マシロは拍手をしてしまった。こんな見事においしそうなホットケーキってはじめて見たっ！

　ほんとに、『魔ま法ほう』みたいだ。

　ひとをしあわせにしちゃうあまぁい魔法。

　昔読んだ絵本の中の『魔女』や『魔法使い』は、みんなイジワルで自分勝手なひとたちばっかりだった。

　あ、シンデレラのは、いいひとだったのか。

　萌流はきっとそんないい『魔女』で『魔法使い』だ。

　あまぁい魔法は、ひとをしあわせにできるんだから。

　これは、とっても素敵すてきで──いい魔法。しあわせの魔法キセキ。

「すごいねー。前にうちで作ったことあるんだけど、なんか、こう、やたらデカくて、こっげコゲだったなぁ……」

　味もコゲて苦にがかった文字通り苦い想おもい出でってやつだ。

「あー、フライパンを温めすぎないようにするといいんだよ」

　萌流は、不ぶ器き用ようなマシロにアドバイスをくれる。

「そうなんだ。あ、だから、最初に濡ぬらしたキッチンペーパーでフライパンを拭ふいてたんだ。ただのきれい好きかと思った……ごめんっ」

「ハハハッ、いいよ。あやまらなくても。あ、それより、ミズタマさんも、やってみる？」

　萌流がもういっこ、空カラのボウルをマシロに手渡してくれた。恐る恐るふたりは手を伸ばして、受け渡しだけで、ドキドキしちゃいそうになった。

「だいじょうぶだよ。お菓子作りって、失敗がつきものだから」

　やわらかく萌流メグルが微ほほ笑えんだ。

「……じゃあ、やってみようかな」

　お菓子の魔ま法ほう使つかいさんがいっしょなら、マシロもうまくできそうな気がした。

　……気がしただけだった。

　マシロも挑戦した。細かいところは、萌流に任せて、自分はイキオイとパワー勝負で！

　なんて考えていたのが、そもそもの間違いだった。

　だから、お菓子作りは目一杯の繊せん細さいさと、ちょびっとの大胆さが必要なのに。

「…………なんで、こんなにたくさんあるんだ……？」

　マシロが料理をすると、やっぱり、膨ぼう大だいな量ができる。

　何度か失敗して、萌流のアドバイスを受けて、ようやく成功した。そのあと、ちょっと調ちよう子しにのって、焼きすぎた。

「十段重ねが……人数分……」

　マシロの前には、まんがみたいな量のパンケーキがバベルの塔になっていた。

　十段重ね×涼橋スズハシ寮りよう全員分（マシロとアサミ子も含む）ある。

「アハハハっ、ミズタマさん。すごいよっ」

　萌流がお腹なかを抱えて、笑った。

　まだ、ふたりのあいだには、距きよ離りがある。けど、

「みんなで食べれば、きっと大丈夫だよね？」

　マシロは、全部、食べられちゃう気がした。

　パンケーキも、この距離も。




　メイプルシロップたっぷりで、バターものせちゃおう。

　そういえば、アイスもあったよね。

　季節のフルーツもそえて、どうぞ。




「さあ、めしあがれっ」

　そう言って、マシロと萌流がさし出したパンケーキに、さすがに、みんな驚おどろいていた。

　でも、

「おいしい」

　って、笑え顔がおになってくれたんだ。




　やがて、夜がやってくる。

　忘れそうになるが、これは合宿だ。

　合宿といえば、そう。

　お風ふ呂ろ！

「違うし……っ」

　そうだ。

　これは、合宿なんだ。

　マシロは、本日、この涼橋スズハシ寮りように一泊するということ。




　深まりゆく夜とともに、この『強化合宿』のハイライトがやってきた。




　　　　♪




　一度、パンケーキでいっぱいになったお腹なかが、また夕飯でいっぱいになった。

「寮のご飯もおいしいなぁ」

　水田ミズタマシロ。十三歳。中二。まだまだ花より団だん子ご。

　夕飯のあとは、せっかくなので（？）、千尋チヒロにテストの傾向と対策をみっちり教えてもらった。もちろん、萌流メグルもいっしょに。そこで判わかったんだけど、萌流もものすごく頭がいい。成せい績せきもトップクラスみたいだ。

　マシロも一応、特とく待たい生せいだからトップクラスといえばトップクラスなんだけど、常に必死に勉強している。でも、萌流にはまだ余裕がありそうなカンジがする。

　勉強を終えて、マシロは自分の部へ屋やに行こうとした。就寝時間だからだ。

　が、

「ちょいとましろん、お待ちなさいっ」

　アサミ子がマシロの首をえいやとつかんだ。

「なんすか??」

「めぐぅと離はなれちゃダメじゃない」

「はっ？」

　訊きき返す。まさかと思った。

「そうよ。いっしょに寝るに決まってんじゃんっ♪」

　まさかだった。

「マジすか……？」

「ええー。あ、アサちゃんさすがにそれは……」

　どうなんだろうか。萌流が言いかけたが、

「はいはい。さすがにね。ふたりっきりはね。安心しなさい。アタシもあとでいくから、それまではふたりで、アタシの寝室に布ふ団とん敷しいて、青い春な話にでも花を咲かせててちょうだいな」

　とアサミ子が笑え顔がおで言って、ふたりの背中を押した。

　なんとなく、

「ああ、うん。じゃあ……はい」

　雰囲気的に納得させられるカタチになった。

　昼間、ふたりでしまったクリーニングから戻ってきたばかりの真っ白なシーツとマットを抱えて、マシロと萌流メグルは、アサミ子の寝室に向かことにした。

　なんとなく、

「………………」

　言葉もなく、たんたんとふたりは、寝ね床どこのセッティングをする。マットにシーツを掛けて、夏用の羽毛布ぶ団とんに、枕まくらには枕カバー。

　ぱたぱたと、チビリが部へ屋や中じゆうをはしゃぎ廻まわっている。

「……んじゃ……」

　ふたりは、できあがった寝床に寝転がった。

　布団はみっつとおまけがひとつ。左にマシロ、ひとつとばして、右に萌流。真ん中は、アサミ子用だ。おまけのひとつは、チビリ用。

　アサミ子は、豪ごう華か絢けん爛らんなキングサイズのベッドがあるくせに、「川の字で、寝るのよっ」のリクエストをしてきた。

　萌流の女の子が苦にが手てなトラウマを少しでも軽くしようとはじまった、この『強化合宿』の一日目が終わろうとしている。

　最終的に、マシロと萌流との距きよ離りは、布団ひとつ分になっていた。

　それが遠いのか、近いのか、よく判わからない。すごく近くも感じるんだけど、遠くにも感じる。

　不ふ思し議ぎな気分だ。

　いつも通っている涼橋スズハシ寮りようだけど、泊まるのははじめてだから。そういうのもあるし、つい数日前まで、嫌われているかもと思っていた萌流といっしょの部屋で、布団に寝転がっている。

　天てん井じようは高い。水田ミズタ家けの和室丸出しの自室の天井とはぜんぜん違う。それだけでかなり不思議な気分。

　意味もなく、天井に手をのばしてみたりする。

　届くワケないから、また、手を下ろした。

　ぱたん、と、シーツを叩たたく乾いた音。

　遠くに、ピアノの音が聴きこえる。

　陽向ヒナタと花向カナタだ。昨日きのうも遅くまでやっていたらしいけど、今日きようも曲を作っているのかな。

　綺き麗れいなメロディ。こんな夜中でもぜんぜん不快にならない。とても気持ちがいい音楽。

　ピアノの音に交じって、ボーカルも聴こえてくる。

　まさに天使の歌声は、たぶん、陽向だ。前にちょっとだけ唄うたっているのを聴いた。

　すごいなー、ふたりとも。いいなー。自分たちだけでできることがあって。

　また、意味もなく、天てん井じように手をのばす。

　空気しかつかめないや。

「……寝ないの？」

　かわいらしい声がちいさく鳴った。

「あ、ごめん。ばたばたしちゃった……？」

　騒さわがしく物音を立てていたのかとマシロは思った。

「ううん。ボクも、眠れなくて」

　としかし、萌流メグルが言った。

「ひなっち、うた上じよう手ずだよね……」

　沈ちん黙もくがイヤだったのか、萌流がめずらしくマシロに話しかけてくる。

　眠れないのに、眠気だけはずっしりと瞼まぶたを重くする。昨日きのう寝るのも遅かったし、今日きようの朝も早かった。ずっとふたりとも気を張っていたから、気疲れもあった。けど、へとへとになったそのおかげで、マシロも萌流も、ほどよく緊きん張ちよう感かんがなくなっていた。

「そうだね……。これ何語で歌ってるんだろ……ニホン語でもないし、英語……じゃないよねぇ……。内容はなんとなく判わかるんだけど」

　マシロも自然と言葉が出てきた。

「これ、フランス語だね。『空気、つつまれて、流れるキミの声よ。正しき音に、導みちびかれて、光あれ』って歌詩……あれ？　内容判るって、ミズタマさんもフランス語、話せるの？」

「あ、話せるっていうか、なんとなく判るかんじ……。何年か前まで、ちょっと海外にいて。そこでいろんな言語を耳にしてたから、なんとなく判るんだ。てか、『も』ってことは、めぐぅも？」

〝めぐぅ〟と呼んでいても、萌流は気しなかった。そう呼ぶのが、本当に自然の流れだったからだった。

「うん。ボクの母かあさんは、アサちゃんのお姉ねえさんだから判ると思うけど、ニホン人なんだけど、父とうさんは、フランス人なんだ。外交官だからいろんな国に行った。今は、家族みんなドイツにいる」

　眠気がいざなうまどろんだ空気が萌流の心の殻を溶かしていた。今の、この夜だけの魔ま法ほう。

　シンデレラにかけられた魔法に似ているのかもしれない。だとしたら、願ねがわくば、魔法よ、解けないでくれ。もう、時計とけいの針は午前零時だから。

「あー。そうなんだ……。じゃあ、めぐぅって、フランスとのハーフ？」

　シンデレラの魔法は解けてしまう。ふつうの女の子に戻ってしまう。

　走って逃げなきゃ。王子さまには嫌われたくないもの。

「まあ、一応はそうなるねー……。けど、ボクの場合、ほら、『魔女の血』ってゆうのが、母さんのほうのＤＮＡが強く出てるから、見た目、ニホン人とぜんぜん変わらないよ」

　でも、思い出して。

　ガラスの靴は、解けない魔ま法ほうだったんだ。

　消えないで残った。

　あのガラスの靴はきっと、魔女の魔法じゃなくて、シンデレラ自身の魔法キセキだったんだ。

「でも、瞳ひとみの色素は薄うすいよね。髪の毛が黒いから、夜空に浮かぶふたつのお月さまみたいで綺き麗れいだと思うなぁ」

　萌流メグルが苦にが笑わらいするのが判わかった。

「そんな……綺麗って……はずかしいから、やめてよっ。ボク、男の子だし」

　照れているのか、本当に嫌いやがっているのかは、判らなかったが、マシロはそれ以上褒ほめるのはやめておいた。マシロも褒められたりするのは苦手だ。

　それに、今日きよう一日いて全部じゃないけどちょっと萌流のことが判った。

　萌流は、男の子ということに対して、プライドがある。

　それは、姉が三人もいるとか、マシロとは逆の『女所帯』で育ったからなのか、『魔女の血』が濃こいことへの抵抗なのか。自分は『男の子だ』という意い識しきが高い。

　だから、好きな子に言われた科白せりふにすごく傷つき、それが同時に、女の子に傷つけられてしまったというコンプレックスに似たモノになっているみたいだ。

　だからこそ、女の子の格好をすることに対する抵抗もかなりあるだろう。それでも、真ま面じ目めに素直すなおにそうしているのは、つよがりもあるし、口では文句を言っていてもアサミ子コへの信頼と親愛のカタチなんじゃないかと思える。

「じゃあ、『涼橋スズハシ』って、お母かあさんの名前か……。って、あたりまえか、〝あのひと〟も涼橋だもんね」

「なんだけどね。父とおさん、涼橋家の入いり婿むこになってるから、やっぱりスズハシだよ」

「そうなの？　じゃあ、フランス的な名前とかないんだ」

「……あ、うん」

　なんか今、ちょっと間まがあった？

　まあ、いいか。

「そういや、この前作ってくれた『フォンダンショコラ』って、お父さんの故郷の味って……フランスの味ってこと？」

　ぼんやりとマシロは思い出した。

「うん。フランスでできたお菓子だって聞いた気がする……」

「そっか、めぐぅって海外で暮らしてたんだっけ？」

「そうそう。父さんが外交官で。お祖じ父いさんもそうだったらしいんだ。それで、ニホンにきているときに、母さんと知りあって。って、なに話してるんだろ、ボク……」

「なんで……？　いいじゃん。そういうのって、なれそめってやつでしょ？」

「そう？　母かあさんのお母さんと、父とうさんのお母さんが知り合いだったらしくて。笑っちゃうけど、お祖ば母あちゃんふたりとも、世界魔ま法ほう使つかい連盟とかいうのに加盟してて、そこで知り合ったんだって」

「そんなのあるんだ……。めぐぅも〝あのひと〟も加盟してるの？」

「ああ、アサちゃんは『本物』だからたいへんそうだけどね。やっかみとか、そういうのさ。ボクはまだ。いずれは加盟しなきゃらしいけど。でも、実際、世界中に加盟者はたくさんいるらしいよ。活動は主おもに、星ほし占うらないとかタロット占いの講こう習しゆう……」

「あははっ。占いの塾じゆくみたいなかんじ？」

「らしい。アサちゃん以外はほとんどみんな自称魔女や魔法使いだから。『本物』のアサちゃんをみんな、怖がってるんじゃないかなー。……ボクもいつかは、って思うと今から気が重いよ……ボクは『魔法使いの血』じゃなくて『魔女の血』だから、男の子なのに魔女って……」

　そりゃ、気が重い。

「でも、その魔法使い連盟のおかげで、めぐぅのお父さんとお母さんが出で逢あったってことじゃない？」

「まあ、そうだよねぇ。ニホンにいるあいだ、父さんが母さんの語学の家庭教師をやってたんだって」

「ああ、じゃあ、そのときに？」

　ふたりは、恋に落ちた。

「そう。それ以来、いまだに子供のボクらが困るくらいラブラブでさ」

「いいじゃん。うちの、父と母もなかなか、ラブラブだよ」

「へぇー。うちなんか、今度、双子が生まれるんだ」

「ふたご？　なんかいいねー。妹？　弟？　両方？」

「さあ、調しらべてないんだって。どうせ、たぶん、ふたりとも妹だと思うけど……」

「あ、そっか。女系なんだっけ」

　萌流メグルの母方で、アサミ子の家系『涼橋スズハシ』は、女系だ。

「そう……。ボクがすごいめずらしいんだって……」

　幸か不幸か、萌流は『魔女の血』を濃こく持って生まれてきてしまった。そのせいで今、苦しんでいる。

　ただ、こうして布ふ団とんをならべて寝転がって天てん井じようを眺めている今は、そんなのを忘れられる。

　マシロも萌流も、親しい友達のように話ができていた。

「なんか、はずかしいよ……自分の両親のラブラブ話とかさ。もう、やめていい？」

「フフフ、いいよ。でも、また、聞かせてね」

「んー……今度ね……」

　何気なく、このまま会話が終わるかと思ったが、そのあとも、話がつきなかった。

　マシロはもともとおしゃべりじゃないが、萌流メグルは、けっこう話すのが好きみたいだ。萌流もおしゃべりとは違うんだけど。コミュニケーションできてなかった分、取り戻そうとしているのかもしれない。

　萌流が話して、マシロが聞くというカタチ。

　フランスのことやドイツのこと。今まで行った国のこと。今ドイツにいる家族のこと。三人のお姉ねえちゃんのこと。お姉ちゃんたちがプチアサミ子なこと（女帝的に）。いろんな意味で可か愛わいがられていること（女帝的に）。

　いろんな話をしてくれた。

　マシロも少し自分のことを話した。家のこと。長男が大学生で、次男が現役高校生総合格かく闘とう家かで、三男も高校生で、弟は小学生。お祖じ父いちゃんも現役で格闘技道場の師し範はん代だいだとか。

　自分のことを話すのは得意じゃないけど、なんだか、こうやって話をするのも、

「いいなぁ……なんか、たのしい」

　マシロはそう思っていた。

　誰だれかとこうして話をしたりすることがなかった。

　こういうのっていいな。友達のうちに泊まって、パジャマパーティなんてこんなかんじなんだろうか。

　ああ、こういうとき同世代の女の子たちは「あの男の子がかっこいい」とか「あの男の子が好き」とか、話したりするんだろうか。

　そういうのは、まだ、マシロにも、萌流にもピンとこなかった。

　今、このときがゆるやかでやさしい時間。

　たのしいだけで、十分。

　話が途と切ぎれて、もうそろそろ寝ようかというころ。最後に萌流が訊たずねてきた。

「ミズタマさん、どうして、こうやってボクのことなのに付きあってくれるの？」

　マシロは半分眠りに落ちかけた頭でぼんやりと考えた。

「うーん。寮りようのみんなだってそうだよ。そうだなー。お手て伝つだいさんってゆうよりは、単純に、めぐぅと──仲よしになりたかったから、かなぁ……」

　普ふ段だんのマシロだったら顔を真まっ赤かにする科白せりふが、ふわふわりと唇からこぼれていった。

「…………ありがと……」

　おやすみの代わりに萌流が言って、もそもそシーツにもぐりこんでマシロに背を向けた。

　マシロも寝返りをうって、萌流とは反対に向く。

　だから、気づいてなかった。

「……あーあ、ドキドキしちゃった」

　とつぶやく萌流のかわいらしいため息と、頭に生はえた黒の猫耳と、先端だけが小指の尖さきほど白くなったしっぽに。

　でも、萌流メグルは、

「ミズタマさんといるときくらいは……いいか……」

　なんて、そう思った。

　やがて、眠りは深く。夜の奥へ落ちていく。

「あららん♪　ふたりとも寝ちゃってるか」

　寝室にやってきたアサミ子が見たのは、布ふ団とんひとつ分離はなれていたはずの、マシロと萌流が、寝返りを繰くり返しているうちに、アサミ子の布団の上ですやすやと仲よく眠る姿だった。しかも、萌流はフェイクじゃない猫耳としっぽが生はえている──

「なのに、うれしそうな顔しちゃってぇ。よっぽどたのしかったのかなぁ、めぐぅ。なんか、妬やけるわねっ」

　アサミ子はそーっと萌流に近寄って、ふにふにと猫耳をひっぱった。

「うん。そうよ。あせんなくてもいいの。あんたはひとりじゃないんだから。アタシみたいにずっとあとになって気づくよりも。今、このときに気づけるほうがしあわせなのよ？」

　オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが真っ暗な部へ屋やに透すき通っていく。

「ねぇ、めぐぅ。魔ま法ほうがあってもなくても、ひとはひとなの。めぐぅはめぐぅ。ましろんや寮りようのみんなといればきっと判わかる。もちろん、アタシともねっ」

　アサミ子は、萌流の額ひたいを撫なでて、寄り添う。

「魔法は何ど処こにでも誰だれにでもあるわ。今は気づけなくてもね」

　ふたりのあいだに陣取ったアサミ子は、マシロをぎゅっと抱き寄せた。

「ましろん、ありがとね。ま、でも、めぐぅはアタシのもんだから、あげないけどっ♪」




　おやすみなさい。




　また、あした。










　　　　♪（Bear with me）







　お昼休みを知らせる大鐘チヤイムが聖アンジェリカ女学院に響ひびき渡っていた。




　涼橋スズハシ萌流メグルは、

「や……やっと終わった……」

　と、やけに長く感じた学校での半日にドッと疲労を感じた。

　結局、昨日きのうの夜に飛び出た『猫耳としっぽ』は、朝になっても半日がすぎた今も消えなかった。萌流の頭と腰とお尻しりの間に、にゃんにゃんと出現しつづけている。

　猫耳しっぽが消えるまでの時間は、ランダムすぎて萌流には判わからない。すぐに消えるかもしれないし、しばらく残っているかもしれない。今回のが涼橋寮りようにきてからだと一番長い。

「……ハァー」

　今日きようも寮のみんなが猫耳としっぽを付けて登校してくれているおかげで、ヘンな風ふうに思われなくすんでいる。同じ一年のクラスや中等部内でもファッション感覚で手作りの猫耳やしっぽを付けているひとたちが増えている。けど、やっぱり、萌流は落ち着かなかった。

　今すぐ、教室を出よう。

　萌流は、机の上の巨大なハードカバーの『魔ま導どう書しよ』を胸に抱えるように席から立ち上がった。

　部室にいこう。早く寮のみんながいるところにいきたい。安心したい。そんな気持ちだった。

　ところがだ。

　ついに、事件が勃ぼつ発ぱつしてしまうことになった。

　早足で出入り口までいくと、ドアに手をかけようとした──

「萌流さまっ、あぶないですわ」

「へ？　──うわっ！」




　どしんっ！




　なにかに正面からぶつかった。

　クラス委員の子が教師に頼まれた大量の教材を段ボール箱に入れて運んでいる途中だった。萌流もクラス委員もお互いの存在に気づかなかった。

「あ……っ」

　瞬しゆん間かん的てきなモノだった。だから、クラス委員の子もクラスメイトも誰だれも判らなかっただろう。

　でも、萌流は、




　──しまった。




　と後悔した。ときすでに遅し。

　萌流メグルとぶつかった衝しよう撃げきで、クラス委員の子が教材のたっぷりつまった段ボール箱の下した敷じきになりそうになる。手を伸ばしても間に合わず、萌流は、無む意い識しきに──魔ま法ほうを使っていた。




　バスンッ！




　バットで殴ったような鈍にぶい音がした。直後、かなりの重さがある段ボール箱が、誰だれも手を触れていないはずなのに吹っ飛んだ。

　その衝撃で段ボール箱の中の教材が教室中に散らばる。

「きゃぁーっ!?」

　驚おどろいたクラスメイトたちの悲鳴が上がった。それでも萌流の『魔法』で散らばった教材は誰もいない空間にバラバラと落ちていく。クラス委員の子も萌流とぶつかったことで尻しり餅もちをついていたが、ケガはなかった。

「大丈夫っ？」

　あわてて萌流は、クラス委員の手を取って起き上がらせようとした。が、ナチュラルに手を差しだしてから、ひどく心しん臓ぞうが速くなるのを感じた。

　あ、ボク……、女の子苦にが手てだったんだった……！

　一いつ瞬しゆん、『合宿』の成果か、トラウマを忘れることができたのに。思い出した瞬間から、それは止まらなくなった。ドキドキが身体からだ中を駆かけめぐる。

「ごめんね……っ」

　萌流は精一杯つよがってそれだけちいさく言うと、教室を飛び出した。

「め、萌流さまに話しかけていただきました………………ぁっ！」

　何も知らないクラス委員の子は、感動で立ちつくし、クラス中からは、

「あの萌流さまから、お言葉が聞けるなんてぇ」

　とか拍手が巻き起こった。

　普ふ段だん、どんだけ喋しやべらなかったんだ、涼橋スズハシ萌流。




　昼休みの聖アンジェリカ女学院中等部。ランチに向かう生徒たちと逆行して、萌流は走っていた。

　ドキドキが止まらない。それが痛みとなって身体を襲おそってくる。

　壊こわれそうに軋きしむ。身体と心。

『魔ま法ほう』を使っちゃったからだ。とっさだったから、自分でもなにをどうやったのか判わからないけど、魔法が発動した。

　どうしたらいいんだろう？

　どうしたらいいの？

　この痛みは、はじめて魔女の血が暴ぼう走そうしたときと同じ感覚だ。

　じゃあ、こんなところで──大だい爆ばく発はつを起こしちゃうってことっ!?

　クラスメイトや中等部の生ひ徒とたちを巻きこんじゃうかもしれない。

　そう思うのに、どうしてだろう。涼橋スズハシ寮りようのみんなの顔が思い浮かんできた。

　マシロの顔が浮かんできた。

　いや。浮かんできたんじゃない。

　目の前だった。

「め、めぐぅ、どうしたの？」

　散ざん切ぎりボブの少女、マシロがそこにいた。教室移動の帰りだったみたいだ。すぐに萌流メグルの様よう子すがおかしいのに気がつく。

「ご、ごめん……っ」

　足を止めた萌流は自分で自分を抱きしめ身体からだを震ふるわせた。

「なにがあったの!?」

　マシロが訊たずねる。

「ボク……魔法を……使っちゃって……」

「ま、魔法ッ？　なんでまた、学校で……!?」

　言って、そんなことを訊きいてもしょうがないとマシロはすぐに判った。

「ぼ、ボク、『爆発』しちゃいそうなんだ……！」

　萌流が苦しそうにうめく。

「身体の奥からどうしようもうないチカラが……溢あふれて……ッ！」

　萌流の身体がひどく熱あつい。本当に身体からマグマでも噴ふき出してきそうなエネルギーが溢れてくるのが、マシロの手にも伝わってくる。本能が危険だと知らせているんだ。

　マシロの脳のう裏りに、アサミ子がしてくれた話が──萌流が過去魔法を暴走させて〝大爆発〟を起こしたことがよぎった。

「──メグル、とりあえずこっち！」

　呼び捨て御ご免めんで、マシロは萌流の手をつかんだ。そして、走りだす。

　とにかく今は、人ひと気けのないところへ。

　考えてる暇ひまはない。瞬しゆん間かんでマシロが選んだのは、

「うしっ、まだ、誰だれもいない！」

　寮生たちの聖アンジェリカ女学院での唯一気の置けない場所。『ばらの団。』通称コスプレ部の部室だった。

「大丈夫、メグル？」

　萌流メグルを抱きかかえ、マシロはソファに座らせる。

「み、水玉ミズタマさん、逃げて……ボク、ボクっ」

　こんなときにひとに気をつかうなんて。

「大丈夫だからっ！」

　マシロは、ぎゅっと萌流を抱きしめていた。アサミ子がいつもそうしているのを思い出した。

「大丈夫、落ち着いてっ」

　萌流は呼吸が荒く震ふるえていた。

「ご、ごめんね……ボク、みんなにあんなに助けてもらったのに……っ」

　後悔と懺ざん悔げに泣きだしそうな萌流をマシロは、

「いいから、そんなこと気にしなくていいよ」

　もっとぎゅっとつよく抱きしめた。

「水玉さん、逃げてっ」

　繰くり返す言葉をマシロは〝気持ち〟でさえぎった。

「逃げないよ。此こ処こにいる。ちゃんといるから。怖がらないで、〝あのひと〟や、寮りようのみんなを見ていると感じない？」

「……ふぇ？」

　萌流の声が弱々しい。暴ぼう走そうする『魔ま女じよの血』に負けそうになってる。

　ううん。でも、負けない。

「『魔法』って何ど処こにだって、誰だれにだってあるんじゃないかって。だって、いつもみんなはキラキラして魔法がかかってるみたいだし、みんなと出で逢あえたのもキセキみたいな魔法だったし、めぐぅがいれてくれる紅茶とか、おいしいお菓子とか、全部、魔法みたい」

　それを魔法と呼ぶなら。

　恐れないで。

　怖がらないで。

「此処でこうしているのだって、魔法のおかげだよ。めぐぅの魔法、ちゃんと好きだよ」

　マシロは言った。

　透明な声で、透すき通って、響ひびいた。

　その瞬しゆん間かん、




　──ビクンッ！




　萌流の身体からだが踊るように跳はねる。

「ぐぅぅっ！」

　苦しそうな悲鳴が萌流メグルから漏れる。

「メグルっ！」

　ぎゅっと、ぎゅっと、つよく、つよく、抱きしめた。

　瞳ひとみを閉じて、たとえ大だい爆ばく発はつが起こっても、たえてやろう！　って思って。

　でも、

「……あら？」

　爆発しなかった。

「……めぐぅ？」

　身体からだから力を抜いて、そっと腕の中の萌流をのぞきこんでみる。

　と、

「……ん？」

　瞳をぱちぱちとしている萌流がそこにいた。大爆発が起きなくて、びっくりしているみたいだった。呼吸も乱れてない。身体も震ふるえてない。

「なんにも起こってない？」

　萌流がマシロに訊たずねた。

「う、うん。そうみたい……」

　あたりを見み廻まわしても特に変わっているところはない。どうやら、萌流は耐えきったみたいだ。なんの変化も──

「お？　めぐぅ？」

「ど……どうしたの……？」

　マシロがじっと自分のことを見つめるモノだから、萌流はまたドキドキしはじめた。

「瞳ひとみの色が、変わってる？」

　としかし、マシロは言った。

　萌流の瞳の色が、夜空に輝かがやくお月さまのような黄おう金ごん色いろから──真っ黒に変わっていた。

「ほら、見てみて」

　マシロは部室備えつけの忍シノブの衣装コーナーから手て鏡かがみを取ってきた。萌流に向ける。

「あっ、ほんとだっ！」

　萌流も自分の変化に黒くなった瞳を丸くした。

「そういえば、魔ま法ほうを使うときに瞳の色が変わったりするって……魔ま導どう書しよに書いてあったっけ」

「そうなの？」

　マシロにはさっぱりなんのことやらだが。

　アサミ子の赫あかい瞳も魔法を使うときに『黒』に変わることがある。

　つまり、それは、萌流が魔法を『制せい御ぎよ』できたということだ。

「ってことは──よかったね」

「うんっ」

　うれしそうに萌流はうなずいた。

　ただし、

「……どうやったか……おぼえてない」

　まったくの無む意い識しきでできた。残念ながら今回、魔女の血の暴ぼう走そうを食い止めたのは、まぐれだった。

　それと、マシロがいてくれたから。

　みんなと出で逢あえたから。

　自分でも気づいてないけれど、萌流メグルは日々成長している。

　みんなもそうだ。昨日きのうの自分と今日きようの自分は、違う。

　明日あしたも違う。

　昨日の自分にはもう逢えないけど、哀かなしいことじゃない。

　今日は、今日の自分に逢えるんだから。

　明日は、明日の自分に逢えるんだから。

　そして、明日のキミに逢えるんだから。

「よかったっ」

　マシロが笑った。

　とても綺き麗れいに笑った。




　ただ、




　顔が近い。




　そういえば、まだ、マシロは萌流を抱きしめたままだった……！

「ご、ごめん。苦にが手てだったんだよねっ！　わ、忘れてた……ワケじゃないんだけど!?」

　あわてて、萌流から離はなれるマシロ。

「う、うん……！」

　萌流は、またドキドキしてしまった。

　でも、大丈夫。

　マシロなら大丈夫。

　そう思った。

「ましろん、めぐぅ、もうきてたんだぁ」

　忍シノブが部室にやってきた。ふっと空気がやわらぐのを感じた。

　それから、千尋チヒロがやってきて、陽向ヒナタと花向カナタがやってきて、全員がそろった。

　みんながいる。




　そう、

　此こ処こにはいつも、こんな魔ま法ほうがあるんだ。







　だから、笑え顔がおになれる。




　それが魔法だよ。











I'M WAITING FOR MY BOY - fin.









　　　エピローグ／グッドモーニングアフタヌーン。（✡）

　　　epilogue: GOOD MORNING AFTERNOON ～REPRISE～




　または、「居眠り姫と月げつ曜よう日びのスヤスヤ。I'M WAITING FOR MY BOY（another side）」




　　　　♪




　すっかり春を通りすぎた。

　夏までにはもう少しあるが、梅つ雨ゆの中休みというやつだ。心地ここちのよい強すぎない温かな陽ひ射ざしが、ふわふわした鮮あざやかな白い雲のあいだを、するりと抜けて、地上に落っこちてきていた。

　聖アンジェリカ女学院中等部は、放ほう課か後ごになり、生徒たちは教室で優ゆう雅がにおしゃべりをしたり、部活動へと向かっていたり、下校をはじめていたりと、それぞれの時間を過ごしていた。

　校舎から出てくる生徒がいる。

　真っ黒の髪の毛に、大きな黄おう金ごん色いろから黒色へ変わった瞳ひとみの小こ柄がらな〝少女〟は、バーベル代わりになるほど分厚い『魔ま導どう書しよ』を抱えて、早足で中庭のほうへ向かっていく。

「はぁ……。やっぱりダメだなぁ……」




　つぶやきながら、黒髪の〝少女〟は片手を本から離はなして自分の頭に伸ばす。ふわっとした真っ黒い三角の猫耳に触れる。ふにっとやわらかい。

　さらに、スカートの下からは、真っ黒なのに先端が小指の尖さきほど白くなったしっぽが、歩くリズムでゆらゆらと動いている。

「……結局、一日中落ち着かなかったなぁ……シノブさんのコスプレ用のメガネを借りたけど、ちゃんと誤ご魔ま化かせてたか……」

　昼休みまで黄金色だった瞳が、黒色に変わっているなんて、ありえない。カラーコンタクトレンズと言い張るのもアリかもしれないけど、なんで、そのタイミングでカラコンを？　って話だ。

「ほんとさぁ、ボクってさぁ……タイミング悪いなぁ……」

　自分自身へのグチが止まらずに出てきてしまう。早足の速度も増していく。

〝少女〟は──萌流メグルは、教室で机につまずいて倒れそうになったクラスメイトのもちろん女の子を助けてしまった。うっかり抱きとめてしまった。そりゃもう、大密着だ。

　まだまだ女の子が苦にが手てだし、昼休みに『魔女の血』を大だい暴ぼう走そうさせそうになった。イヤでもドキドキして、ドキドキがとまらなくなって、放課後の大鐘チヤイムと同時に教室を飛び出た。

　小柄なワリには、早足で、どんどん中庭を進んでいく。

　こんなときばかりでなく、萌流メグルは普ふ段だんから早足だ。

「そんなに急いで何ど処こへいくつもり？　そっちには〝ナニ〟もないかもしれないのに？」

　なにげなくアサミ子に言われたことが、ふと思い出される。

「何処って……何処にいくんだっけ……」

　聖アンジェリカ女学院は、移動に自転車や自く動る車まがほしいくらい広々としている。

　校舎から離はなれるにつれ、すぐに人ひと気けはなくなった。早足をもうやめてもいいのに、早足のまま。何処かへ行く当てもなかった。生徒に『猫耳しっぽ』を見られなければいいだけなのに。

「なのに、なんでそんなに急いでるの？」

　とか、アサミ子があの独特なオトナびてるのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスで訊たずねてくるのが、聴きこえてきた気がした。

「だってさぁ、そんなこといってもさぁ……」

　困ってしまうんだ。だって、意い識しきしなくて早足になってるんだもん。

　でも、たしかに、いつもだ。

「なんで急いで何処かに向かってるんだろう？」

　当てもないのに。

　もう、帰る準備もできているし、ここからなら部室へ行くのもいい。中庭を突っ切って、北を目指せばいいんだけど、今はまだ、人目に触れたくない。

「みんなが猫耳としっぽをつけてくれて、誰だれかに見られてても、大丈夫かもしれないけど……」

　土ど曜よう日びと日曜日に『強化合宿』と銘めい打うって、女の子に慣なれる特訓をしてみたが、さほど効果はなかった。

「……ちょっとは、あったけど……ミズタマさんがちょっと大丈夫になったってくらい……」

　中庭を進んでいくと、学校でも一番くらいに大きな樹きが生はえているところがある場所に出る。そこでは、周囲が芝生しばふになっていて、風の通り道にもなっていて、すごく気持ちがいいところだ。こんな梅つ雨ゆの時期でも、過ごしやすい。ただ、ちょっと校舎がから離れているから、あまり人気のない場所だったりもする。

　丁ちよう度どいいや。ここは、萌流もたまに、本を読みにくることがある。学校の中は、『女の子だらけ』だから、落ち着かなくて。部室に行かないときは、ここが休息の場所になる。

「……ん？　誰だれかいる？」

　ここまできたのに、先客だ。それにここは女子校だから、そこにいるのは女の子。けど、その芝生にいたのは、萌流が〝だいじょうぶ〟な女の子。

「ミズタマさんだ……」

　芝生に寝っ転がる姿は、無防備そのもの。すっかりおなじみの散ざん切ぎりボブの少女だった。

　完全に眠っているのか、萌流が近づいてもまったく反応がない。ちょうど木の陰になっていて、心地ここちよい風も吹いていた。

　放ほう課か後ごになってすぐにここへきたんだろうか。萌流メグルよりも早いなんて。しかも、もう、眠っている。よっぽど眠かったのか。

　そういえば、朝、寮りようで逢あったときも、実は、あの昼休みも、いつも眠そうな同じ寮生のあのコと同じくらい眠そうにしてた。土日の合宿もあんまり寝てなかったらしいし、日にち曜ようの夜に家へ戻ってからも、ずっと勉強してたとか。

　完ぺきな寝不足じゃないか。萌流は、責任を感じる。散ざん切ぎりボブの少女は、自分のためにずっとがんばってくれていたからだ。

　おかげで、散切りボブの少女だけはだいぶ『だいじょうぶ』になった。でも、萌流はしてもらってばっかりで、なにもできてない。今日きようだってそうだ。散切りボブの少女に、みんなに助けられた。

「どうしようかな……」

〝だいじょうぶ〟だといっても、散切りボブの少女も『女の子』だと意い識しきしてしまうと、この知った顔に、萌流はどうしようかと考えてしまった。

　土日ずっといっしょにいたけど、正直、まだまだ得意になったワケじゃない。

『女の子が苦にが手て』なのは相変わらず。この散切りボブの少女は、マシ、ってくらい。

「……まあ、いいや。眠ってるし……それに──」

　昼休み萌流の大だい暴ぼう走そうと大だい爆ばく発はつを止めてくれたのは、この散切りボブの少女だ。

　苦手どころか、ずっと抱きしめてくれたら、なんと落ち着いた。

　あのカンジ、〝あのひと〟に似ている。

　なつかしいような。あったかくて、やさしくて、やすらげる。

　どうしてだろう、出逢ってまだ三ヶ月ほどなのに。

　ずっと前から知っているような、あの感じ。

　この少女なら、大丈夫だよね。きっと。

　それでも、また早足で戻る？　逃げる？

　早足で、何ど処こへいけばいい？

　目的もないのに。

「だいじょうぶ」

　ひとりごちて、萌流は、起こさないようにそっと、散切りボブの少女の隣となりに腰を下ろした。

　だいぶ近づいてみた。やっぱりちょっと、まだ、ドキドキする。

　横目でちらり見ると、散切りボブの少女は、右向きに背中を丸めてちいさくなっている。

　ぐっすりだ。このまま寝てるうちに陽ひが暮れたらどうしよう……。

　そうなると、起こすのは自分だ。放っておくのも無責任すぎる。しかし、気持ちよさそうな寝息が聴きこえてきて、起こすのもためらわれた。

「ったくさぁ……ほんとにさぁ……」

　やれやれといった風ふうに息を吐いて、苦笑した。

「てか、なんで、こんなところで寝てるんだろ……？」

　まあ、あとで訊きけばいいや。だって、もうさける必要がなくなったんだ。本当はさけたくもない。この散ざん切ぎりボブの少女にだったら、今の『猫耳しっぽ』な姿を見られても、だいじょうぶ。

　だと、いいなぁ。

　まだ、自信はない。まだ消えない傷に痛みが残っている。

「いつか、治るよね……？」

　誰だれに訊いたのか。前髪を撫なでるようにおでこを滑すべっていく風に言ってみたんだ。

　萌流メグルは、持ってきた本を開いた。異常に分厚いそれは萌流のちいさな手に収まらずにあまりあるので、膝ひざの上で抱えるようにしてひろげる。

　自分の『猫耳しっぽ』な体質を治すヒントが書いてあるかもしれない魔ま導どう書しよだ。

　土日だけで、体質が治るワケもない。それは判わかっていたし、べつに期待もなかった。

　昼休みに魔法を使ったり、大だい爆ばく発はつを防いだりしたけど、無む意い識しきのたまたま。散切りボブの少女がいなかったら、どうなっていたことか。

　だから。他人のことなのに自分のことみたく頭を悩ませて、いろいろとがんばってくれたみんなや、この散切りボブの少女に、少しでもこたえたい。

　答えがこの本になくても。何かできることがないかと、捜している途中だ。

「あ……そうなの？　ボク、捜してるの？」

　ふと、思った。

　行く当てがあってもなくても早足なのは、何ど処こかで何かを捜すためなのかも。

　何処で、何を捜すのか、判らないけれど。

「……って、それじゃ、今までといっしょか」

　苦にが笑わらいしてみる。でも、前とは違う気持ちになれるような気がしていた。

　だって、今は、自分の傷跡を見せることができるひとたちがいる。

　本を読みはじめてからしばらくたっても、あいかわらず、散切りボブの少女は起きるどころか、静かな寝息を立てつづけていた。

　普ふ段だんもあまりおしゃべりじゃないけど、眠っているとよけいだ。

　寝ててもさわがしそうなのは、〝あのひと〟と、萌流のためにフェイクの猫耳しっぽをつくってくれたコスプレ好きのあのひとくらいだろう。

　思わず、眠っているのに騒さわがしくしている、あのひとたちを想像してしまい噴ふき出しそうになる。

　と、そのタイミングで女の子が寝返りを打った。散切りボブの少女が起きたのかと、慌あわてて口を塞ふさいだ。が、やっぱり寝息を立てている。

「……なんだかなぁ……」

　寝顔がとても無防備で無む邪じや気きで、萌流メグルはなんだか困ってしまった。だって、ちょっとドキドキしちゃうんだもん。

　おだやかな木陰と木こ漏もれ日び。おだやかな風が、おだやかに日々を揺らす。

　時間。ゆっくりと進む、一秒。

　ただ、何もせず過ぎていく一分間。

　早足で、何ど処こへ行くんだろう。

　早足でも、遅くても、進む距きよ離りは同じなのに。

　こうやって、なにもなくて、でも、なんだかやさしくて、しあわせな気がするのに。

　早足で、安心になっているつもりなんだろうか。

　こうやって、穏おだやかにすごせる時間があるのに。

　そんな世界がつづけばいいのに。

　なんとなくでも、本当にそう思ったんだ。

　このときも、あのときも、そのときも。




　でも、萌流は、困った風ふうな顔をしてしまう。

　こんな日々は、まるで幻まぼろしのようで。

　一度、手にすると、今度は、失うのが怖くなる。

　みんながいる場所や、時間。たいせつなモノが、どんどん増えていく。

　それは、増えれば増えるほど、たいせつになって、怖くなる。

　おだやかすぎて、触れられないはずのものに触れてしまうと、いつか失なくなってしまいそうで。

　すべてを閉じこめたくなる。

　だから、本を閉じて、瞳ひとみを閉じた。

　そしたら、

「だいじょうぶよ」

　という誰だれかの声が聞こえた。

　目を閉じて、夢で聞こえるあの声。不思議な響きの声ウイスパーヴオイス。

　傍かたわらに目を向ける。散ざん切ぎりボブの少女が、眠っている。

「……土ど曜よう日びの夜にね。ひとつだけ、噓うそをついたんだ」

　眠っているから聞こえないと思う。でも、何な故ぜか届くような気がした。

　あの日、萌流も夢の中で誰かの声を聴きいた。だから、夢の中で届けばいいんだ。

「フランスの名前があったりするかって訊きかれて、ないっていったけど。……本当は、もうひとつ名前があるんだ」

　それは、〝あのひと〟が付けてくれた。もうひとつの名前。魔ま法ほうの名前。

　たいせつなひとにだけ教えることが許される。

　散ざん切ぎりボブの少女がそうなのか、まだ、ぜんぜんよく判わからないけど。

「ボクのもうひとつの名前。たいせつな名前……──ダニエル。ってゆうんだ」




　教えておきたいと、思ったんだ。




　友達になれるかな？




　なれるといいな。




　たいせつに、なれればいいな。











- This is MIZUTAMASHIRO!! -




volume.04: I'M WAITING FOR MY BOY - allover.
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　　　　♪




　はじめまして、おひさしぶりです。

　ハセガワケイスケです。

　ここからは、あとがきというよりも、個人のらくがきのようなモノになります。なので、お茶うけの紅茶シフォンのような、ふわふわなかんじです。ふわふわとお時間があるときにでも読んでいただければと思います。ではでは。







　というワケでして。




「独りになりたい」

　と思うことがあったりします。けれども、そのときほど「ひとりが寂しい」と思うこともありません。それはもしかすると『仕方のないこと』なのかもしれません。というのは、人ひ間とはひとりで生まれてくることができないからだと思います。生まれ落ちる、肺いっぱいに空気を吸いこむその瞬しゆん間かんまで、ひとは母親の胎たい内ないです。また、その母親も母親の胎内から生まれてきました。それは繰くり返されます。生まれた瞬間、生まれるその前から、ひとはひとりではありません。たとえこれから医学がますます発展していって母胎からではなくそれこそ試し験けん管かんの中から生命が生まれることになったとしても、そこには必ず人の手が加えられていると思います。機き械かいによって生み出された生命だとしても、その機械を造ったのは人間のはず。だから。だからこそ。ひとりになったとき、なってしまったとき、どうしようもなく寂しさを感じるのではないでしょうか。偉そうにこんなことを言っているボクも、そうです。ひとりが寂しいと感じます。それでも「ひとりでやらなきゃならない」ことがあったり、そのときがきたりします。

　ひとは、たくさんのひとの中で生きています。ひとりで生きられるとつよがってみても、それはひとりではなく、大勢のひとを意い識しきしているからこそ、「ひとりで」と考えるのではないでしょうか。最初からひとりっきりなら、ほかに誰だれも知らなければ芽め生ばえることのない想おもいかもしれません。が、それではやはり矛む盾じゆんしてしまいます。ひとはひとりっきりでは生まれてこないのですから。

「ひとりでやらなきゃいけない」とき、ボクは弱くて、誰かのことを想ってしまいます。「ひとりで大丈夫」とつよがってみても本当は不安で仕方がありません。

「ひとりがいい」と想おもうとき、ボクはやっぱり弱虫で、誰だれかのことを想ってしまいます。でも、きいとそんな時間もそんな気持ちも、〝たいせつ〟なんだと考えてみます。

　ひとりじゃなかったら、たくさんのひとたちの中で埋もれたまま、呼吸もできなくって、苦しくなって、哀かなしい想いに満たされてしまうときがあります。だけど、みんなから離はなれて、ひとりっきりになってみて、はじめて。「ああ、自分はひとりだけど、ひとりっきりじゃないんだ」と気づくことができました。それはとてもたいせつにしたい気持ちでした。

　それを本当に気づかせてくれたのは、たくさんのひとたちの中で、ひとりっきりになってつよがって、でも、ひとりじゃ生きられないと知っていてもつよがっていく、愛くるしいまでに真まっ直すぐなこの物語りの登場人物たちと、この本を手にしてくれたあなたのおかげです。

　だって、これは、あなたのための物語りなんですから。

　この物語りがあなたの寂しさにより添えますよう。

　なので──




　どうか、おもしろかったら笑ってください。

　どうか、つまらなかったら笑ってやってください。




　そして、この本を、この物語りをめぐる、

　すべてのひとたちに、こころから感かん謝しやさせてください。




　ありがとう。











二〇〇九年　夏と寄りそってみたいと願ねがいながら　　　　　ハセガワケイスケ
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　　　　　──もう、こわがらないよ。キミに触れること。
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ハセガワケイスケ

12月26日誕生の福井県よりの使者。




料理感覚でどんぶり勘定でお菓子作りに挑みました。がッ！　ヨーグルトムースを作ったつもりが、ものすごい硬いゴム質の何かが完成です！刺したスプーンが折れ曲がるって!!（涙）
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七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
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